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　第一話　　ストロベリー＆ライオン






「凛りん多だ。ホントにいいのか？」

　穏やかな日曜日の昼下がり。尋じん常じようじゃない緊張感を胸に抱きながら、葛くず原はら北ほく斗とは自分の恋人である凛多愛あい梨りに問いかけた。

「問題ありません。むしろ、余裕しゃくしゃくです。私は先輩の彼女。だったら、これくらいはお茶の子さいさいでこなさなくちゃいけないでしょ？」

　綺き麗れいな黒髪と白いリボンを揺らしながら答える愛梨。

　しかし、その声は微かすかに震えていた。たぶん緊張しているんだろう。まあ、彼女が今からすることを考えたら無理もないかもしれないが。

　ちなみに今日は北斗の保護者である母親はいない。現役の少女漫画家（ペンネームは朝あさ比ひ奈な鈴すず蘭らん）である彼女は三ヵ月前から始めた新連れん載さい（本人曰いわくかなりの実験作）の打ち合わせのために出版社に呼び出された。というわけで、今この家に大人はゼロ。

　いるのは、思春期真っ盛りの高校生だけだ。

「では、始めますか」

「おう。じゃあ、頼むぞ」

「はい……あぅ……意外におっきいんですね、コレ。それに……なんだか不思議な手触りです」

「あんまり強く触るな。もっと集中しろ」

「わかってますってば……ちゅっ」

「なっ……何してんだおまえは！　いきなり舐なめるなよ！」

「んっ……ちゅっ……でも、これ……おいしくて……んぅ……」

「や、やめろ！　そんなに吸うな！　おまえ今自分が何をしてるかわかってんのか!?　こんなところをあいつに見られたら……！」

　あいつとは、北ほく斗との妹である葛くず原はら冬とう華かのことだ。

　さすがに今の状況を妹に見られるのはマズい。学園では優等生、自宅ではネトゲ廃人というアシュラ男だん爵しやくも真っ青の二面性を持つ冬華だが、この現場に踏み込まれたらすべてが台無しになる。

「大丈夫です。冬華さんは昨日徹夜でネトゲをしていたのでまだ起きてきません。先輩と私……二人きりです。だったら、いいじゃないですか……ちゅっ」

「おまえ、そんな大胆に……！」

「……先輩。私たちはもう後戻りなんかできませんよ。では──そろそろ本番ですね」

「──わかった。俺も覚かく悟ごを決め……って、待て凛りん多だ。ほっぺたに白いのがついて──」

「舐めていいですよ」

「誰がそんなことするか」

「舐めていいですよ。犬みたいに」

「誰がそんなマネするか！　いい加減にしろ。俺はテメエがヤりたいって言うから任せたんだぞ？」

「わかってますって。けど、今になって緊張してきちゃいましたね」

「まあ、初めてなら無理もないな」

「……私がするのを、ちゃんと見ててくださいね？」

「おう。だから、せめて慎重に……って、うおおおおおおおおっ！　やめろ！　そんなに強く握にぎるな！　力いっぱい搾しぼるな！」

「こういうのは勢いが大事なんですって。えいえい」

「ぬぉおおおおおおおおおおおやめろ凛多ぁああああああああああああ頼むからそんなに乱暴に扱うのはやめてくれえええええええっ！」

　響き渡る北斗の痛々しい悲鳴。

　学園では『熊くま殺し』なんてデストロイなあだ名で呼ばれている不良でも、こんなマネをされたら叫ばずにはいられなかった。なにせ、今愛あい梨りは北斗の分身にも等しい存在をメチャクチャに蹂じゆう躙りんして──。




「何を騒さわいでいるのかしら、兄さん」




　瞬間、響いたのはひどく冷めきった声。

　振り向くと、そこにいたのは冬とう華か。胸元が大きく開いたカーディガンにショートパンツというラフな服装をした彼女は、どこか冷めた様子で北ほく斗とと愛あい梨りを見つめていた。

「げっ！　冬華!?　おまえ、寝てたんじゃ……！」

「兄さんと愛梨がやかましいから起きたのよ。それより、二人ともこんな時間にキッチンで何をしているの？」

「違うんです、冬華さん。これには理由が……」

　ささっとキッチンの入り口に立った冬華の前に移動する二人。何があってもテーブルの上を見られてはいけない。そこには北斗と愛梨が仕出かした行為の痕こん跡せきがばっちり残ってしまっていて……。

「ねえ、愛梨。ほっぺたに白いのがついてるわよ？」

「！」

　しまった！　と愛梨は自分の頬ほおを大急ぎで拭ぬぐう。

　だが、何もかもが遅すぎた。

「二人とも、もしかして私に何か隠してる？」

　じーっと訝いぶかしげに目を細める冬華。

　まだ寝ボケているのか、それともクラスメイトである愛梨がいるせいなのか、その口調は学園にいるときと同じで優等生モード。こうなった冬華は鋭するどい。彼女は鍛きたえ抜かれた麻薬犬のように捜査を開始。そして、

「えっ──」

　わずか二秒で、北斗と愛梨が隠そうとしたものを発見した。

「お、お兄ちゃん！　これって、冬華の……！」

　ぷるぷると震えながら、ひどく驚いた様子でテーブルの上を指さす冬華。かなりショックを受けているらしく、口調も自宅モードにチェンジチェンジ。

　……もう誤ご魔ま化かすのは無理か。

　はあっとため息を零こぼしてから、北斗はそう判断した。決して言い逃れができない証しよう拠こを妹に押さえられてしまった。

　こうなったら覚かく悟ごを決めるしかない。

　当初の計画とは大分変わってしまったが、早めに宴うたげを始めよう。

「冬華」

　妹の名前を呼んでから、北ほく斗とはテーブルの上に載った物体……たっぷりと生クリームがデコレーションされた苺いちごのショートケーキを指さしてから、

「誕生日、おめでとう」





　　　　　　　＠　＠　＠






「ハッピーバースデ─────っ！　葛くず原はら冬とう華か、恥はずかしながら十六歳になりました！」

　葛原家のリビング。

　誕生日ケーキに刺さった蝋ろう燭そくの火を吹き消した後で、冬華はクリスマスの朝にプレゼントを見つけた子供よろしく歓声を上げていた。

　そう、今日は十月五日──日曜日。

　葛原冬華の誕生日だった。

「もう、水臭くさいわよお兄ちゃん。まさかサプライズパーティーの準備をしてたなんて。しかも、手作りケーキまで用意しちゃってさ」

「まあ、パーティーを計画したのは凛りん多だだけどな」

「ですね。先輩は『は？　冬華の誕生日パーティー？　そんなもんここ数年やってな……いや、待てよ。パーティーってことはケーキがいるよな？　俺が作っていいか!?　いいよな凛多！』みたいな感じでスイーツが作りたいだけみたいでしたし」

「……お兄ちゃん、最低」

「う、うるせえ。ケーキが作りたくて何が悪い」

　苦しい弁解をしながらも、北斗はパレットナイフでケーキを切り分けていく。

　ふふっ、我ながら良い出で来きだ。スポンジ部分はふんわり柔やわらかに焼き上がったし、苺だってデパートで奮ふん発ぱつして入手した栃木産とちおとめ。さらにはこだわりの三層構造。思わずニヤッと微笑ほほえんでしまう。

「うっわ、さすがはクズ先輩。平和な誕生日パーティーが戦せん慄りつのホラーショーに早変わりのキラースマイル。そんなにケーキを作れたのが嬉うれしかったんですか？」

「ホント、どうしてこんなに少女趣味なんだろ？　不良のくせに趣味がスイーツ作りで、愛読書が少女漫画だなんて……やっぱり、お母さんの影響かな？」

　何やら女性陣がヒソヒソ囁ささやき合っているが、無視無視無視。

　カッティングはケーキ作りの最後の仕上げ。ここでミスればすべてが台無しになる。だが、集中するあまり北斗の目つきはスプラッタ映画に出てくる殺人鬼ばりにギラギラ。持っているのがパレットナイフじゃなくて鉈なただったら完全に和製ジェイソンである。

「よし、できた。ほらよ、冬華」

「えへへ、ありがとうお兄ちゃん。……んぅうううう美お味いしい！　相変わらずお兄ちゃんの作るケーキは最高ね！」

「おまえ、毎回感想が一緒だよな？　こっちは作るたびに色々試行錯誤してるんだけど、何か気付かねえの？」

「え？　そうなの？　でも、美お味いしければいいんじゃない？」

「まったくですね。私も美味しければ多少外見が雑でも気にならない畑の人間なので、生クリームのデコレーションが崩れていようと気になりません」

「……オイ、このジミ子こ。デコレーション担当はテメエだったよな？　なのにテメエはホイップクリームをつまみ食いするわ、力任せにデコレーションするわで、もうちょっとで俺の自信作ケーキが台無しに……」

「……ご、ごめんなさい。でも、私なりにがんばったんですよ？　私だって先輩の恋人として少しでも役に立ちたくて……」

　うるうるっと瞳を潤ませながら顔を俯うつむかせる愛あい梨り。その雨に濡ぬれた子犬を思わせる弱々しい仕草に北ほく斗とは「うっ……！」と黙るしかなかった。

　もちろん、わかっている。

　これは嘘うそデレ。愛梨が北斗の恋人──いや、正確には偽恋人でいるための手段。傍はたから見たら『彼氏に冷たくされて泣きそうな女の子』にしか思えないが、一ヵ月近く愛梨と行動を共にした北斗にはわかる。この後輩はちっとも悲しんでなんかいないのだ。

　けど、それを暴ばく露ろするわけにもいかない。

　自分たちの目的は──今年の生徒会総選挙で勝利すること。

　そして、凛りん多だ愛梨を生徒会長にすること。

　そのために愛梨は校内一の問題児である葛くず原はら北斗の恋人を演じて、選挙に勝つために必要不可欠な知名度を手に入れることにした。

　それこそが劇場型恋愛。

　今のところ、この計画を知っているのは北斗、愛梨、チェルシーの三人のみ。だから冬とう華かの前では愛梨の彼氏を演じるしかないわけで……。

「悪かったよ、だから泣くなって。ほら、俺のケーキの苺いちごをくれてやるから」

「じゃあ……『あーん♥』ってしてくれます？」

「ばっ……なんでそんな恥はずかしいことを……」

「先輩は私の彼氏なんですよね？　なのに『あーん♥』もしてくれないんですか？」

「ぐっ……！」

「……そうですか。やっぱり、先輩は私みたいに地味な女の子は嫌いなんですね……。ごめんなさい、先輩。私が可愛かわいくなくて……」

「……わかった。やればいいんだろ？　でも、あんまり食いすぎると太るぞ」

「心配ご無用。先輩の作るスイーツを食べすぎてもいいように、四月から週何度もジョギングやダッシュをしてダイエットをしていますので。それと、私に食べさせるときはちゃんと『マイハニー』って呼んでくださいね？」

「りょ、了解だぜマイハニー……あ、あーん」

　ぶるぶると手を震わせながらも、北ほく斗とはフォークに刺した苺いちごを愛あい梨りに差し出す。すると愛梨は「あーん♥」と小さなお口で苺を満足そうに頬ほお張ばった。

「んっ……はふぅ。ごちそうさまです、ダーリン」

「ど、どういたしまして、マイハニー」

　目の前のショートケーキよりも遥はるかに甘々なセリフを言わされて、北斗は胸やけ寸前だった。というかよく考えてみれば……これって間接キスになるんじゃないだろうか？

　愛梨の方も照れくさそうに頬ほおを赤くしているが、きっと演技だろう。幸せそうにはにかんでいるようにも見えるが、偽恋人が羞しゆう恥ち心しんに苦しむ姿を見れてご満まん悦えつなだけに違いない。たぶん。

「……むむっ」

　と、そこで不満そうにうなったのは冬とう華か。

　妹は拗すねた様子で口唇くちびるを尖とがらせていた。

「なんか、最近のお兄ちゃんって丸くなったわよね。愛梨が恋人だからってそんなことまでしちゃうなんて」

「それは私と先輩がらぶらぶだからですよ。今日だって、本当はケーキじゃなくて私の身体からだを生クリームでデコレーションする予定で──」

「そんな変態プレイをする予定はなかったからな？　つーか、俺たちはそこまでラブラブじゃ……おわあっ!?」

「？　どうしたの、お兄ちゃん？　急に叫んだりして。背中に虫でも入った？」

「な、なんでもない。ただ……」

　ギロッと、北斗は自分の正面に座っている愛梨を睨にらみつける。

　対する愛梨は相変わらずのポーカーフェイス。

　だが、テーブルの下では黒いニーソックスに包まれた彼女の片足が北斗の右足の甲を撫なでていた。しかも、子猫が飼い主に甘えるみたいな優しげなタッチで……すりすり……すりすり……。

「お兄ちゃん？　なんだかくすぐったそうだけど、大丈夫？」

「だ、大丈夫。身体がムズムズするだけだ」

「ひょっとして、いつもの猫アレルギー？　愛梨って猫を飼ってるし、服に毛でもついてたとか？」

「ああ、きっと猫だな。猫のせいに違いない」

　ただし、犯人はとんでもない悪戯いたずら猫。厄やつ介かいなことに大きさは人間サイズである。













「先輩」

　ニーソックスに包まれた足で北ほく斗との脛すねのあたりを撫なでながら、愛あい梨りは何事もないような顔で言った。

「せっかくですから、冬とう華かさんにも『あーん♥』ってしてあげてください」

「はああっ!?　いきなり何を言い出すんだテメエは！」

「だって、今日は冬華さんの誕生日ですし。冬華さんもお兄さんに甘えたいんじゃないですか？」

「それは……ほ、ほんのちょっぴりなら甘えたいかもしれないけど……いいの？　お兄ちゃんは愛梨の彼氏なのに」

「モチのロンです。ちょっぴり嫉しつ妬としちゃいますが、私だってさっき先輩にしてもらいましたし。それに、冬華さんに『あーん♥』をする先輩も見てみたいので。きっと、とっても可愛いです」

「!?」

　瞬間、愛梨は足の指で器用に北斗が穿はいているジーンズの裾すそを捲まくり上あげた。そのまま、ストッキング越しに北斗のふくらはぎのあたりを……なでなで……なでなで……。

　愛梨がやけに優しく足を触ってくるせいか、背筋がぞくぞくして……。

「お兄ちゃん、いいの？」

「お、おう」

「でも、愛あい梨りの前でお兄ちゃんに甘えるのも恥はずかしい気が……」

　普段あれだけダラけてるヤツがよく言うよ！　とツッコミを入れたい北ほく斗とだったが、今はそれどころじゃなかった。一刻も早くミッションを終おわらせねば。

「ちゃんと冬とう華かのことを『マイシスター』って呼んでくれる？」

「当たり前だろマイシスター……ほら、あーん」

　ぶるぶると震えながらも、北斗はフォークで刺した苺いちごを冬華の方へと持っていこうとするが、

「………っ！」

　その刹せつ那な、握にぎっていたフォークをテーブルの上に落としてしまった。

　ストッキングに包まれた愛梨の足先が、ついに膝ひざまで這はい上あがってきのだ。そのままくいくいと指先で撫なで上あげながら、ゆっくりとフトモモの方へと……。

「？　大丈夫お兄ちゃん？　フォークが落ちたけど？」

「心配するな、猫アレルギーだ」

「手がガクガク痙けい攣れんしてるのに？　それに顔も真っ赤よ？」

「全部猫のせいだ！　マジで猫のせいなんだ！　それより、ほら！　あーん！」

「あぅ……あ、あーん……」

　北斗が再び苺を差し出すと、冬華は照れくさそうにしながらも頬ほお張ばった。同時にフトモモに触れていた愛梨の足先が離脱。どうやら満足したらしい。

「えへへ。ありがと、お兄ちゃん」

「……ああ。おまえが喜んでくれてマジで嬉うれしいよ」

「とっても可愛かわいかったです、先輩」

「あはは、俺もおまえが可愛くて仕方がないぜ」

　引きつった笑みを浮かべながら言い返す北斗。なんだか最近演技が上う手まくなってきた気がする。きっと学園でずっと愛梨の恋人を演じてるせいだろう。けど、家の中でまでこんなことはしたくなかった。誰か残業代を出してくれ。

「ところで、冬華さん。実は私と先輩からプレゼントがあるんです」

「えっ！　ホントに!?」

「はい。ちょいとそこで待っていてくれますか？　とっとと取ってきますので」

　言いつつも、一度席を外してからリビングを出る愛梨。

　そして、再びリビングに戻ってきた彼女の手にはラッピングされた大きな箱が。

「さあ、どうぞ開けちゃってください」

「う、うん……あっ！　やったー！　これって軍ぐん曹そうよね!?」

「さすが冬華さん。ビンゴです」

　冬とう華かが箱の中から取り出したのは、全長一メートルほどのデフォルメされた猫キャラのヌイグルミだった。この文面だけを見るなら女の子が愛らしいヌイグルミをもらって喜んでいる光景なのだが……実際は違う。

　戦闘服。

　奇妙なことに冬華が抱えている猫キャラ（毛並みはサバトラ）は黒い戦闘服を着ていた。アメリカのＳＷＡＴが着るようなタイプ。頭にはしっかりヘルメットを被かぶっているし、手にはなぜかアサルトライフルを持っている。

「……冬華、ホントにそれでよかったのか？」

　このプレゼントを愛あい梨りと一緒に買いに行ったのは昨日。駅前にあるアニメショップで愛梨が「これなら冬華さんもばっちぐーです」と選んでくれたのだが、正直北ほく斗とは不安だったのだ。

　だって、ねえ？

　サバ猫の特殊部隊なんて、タチの悪い冗談としか思えない。

「もちろん！　お兄ちゃんは知らないの？　今ネトゲ界かい隈わいですっごい流は行やってるのよ」

「要するに、ゲームのキャラなのか？」

「ええ。最近私と冬華さんがプレイしているネットゲーム……『リボルバーニャンキーズ』に登場するコブラ軍ぐん曹そうです」

「………」

　とんでもねえネーミングセンスだった。しかも、なぜに猫なのにコブラ？

「ゲームの世界観は現代のアメリカよ。そこで起きる様々な凶悪犯罪事件を特殊猫部隊が解決していくわけ。プレイヤーはその部隊の一員になって作戦に参加できるシステムで、コブラ軍曹はプレイヤーの上官として登場するキャラなの」

「軍曹は特に人気のキャラなんですよ？　彼の決め台詞ぜりふ『俺はサバ猫……サバ猫だけにサバイバル！』は有名です。冬華さんもかなりハマっているのでは？」

「うんうん！　愛梨ともときどきＰＴパーテイーを組んで遊ぶもんね。一昨日は二人で一緒にテロリストのアジトを襲しゆう撃げきしたし」

「あれはスカッとしましたね。特に冬華さんが狙撃スナイピングで相手の狙撃手スナイパー三人を皆殺しにしたのは最高にイカしてました」

「ふふっ、あれは会心の出で来きだったわ。でも、冬華はやっぱり軍曹が好すきかなー。このシブい感じがなんとも言えなくて。昨日も徹夜で遊んじゃったし」

　サバ猫軍曹のヌイグルミを囲んで、愛梨と冬華はゲームトークに華を咲かせていた。

　……大丈夫なのか、俺の妹と彼女（偽）。

　もはや北斗は話には入っていけない。どうやら彼女たちがハマっているのはかなり物騒なゲームらしい。情じよう操そう教育的によくないんじゃないだろうか。軍曹は軍曹でもケ○ロ軍曹とは大分ノリが違う気がする。

「でも、ホントにありがとね」

　心配になってきた北ほく斗とを尻しり目めに、冬とう華かはぎゅっとサバ猫のヌイグルミを抱きしめた。

「お兄ちゃんも愛あい梨りも、冬華の誕生日をお祝いしてくれてありがと。冬華、愛梨と友だちになれて本当によかった。学園の私と家での冬華を知っている人は家族しかいなかったし」

「冬華さん……」

　冬華の言葉に、愛梨も「はい」と頷うなずいた。

「私も、冬華さんとお友だちになれて嬉うれしかったです。私は姉のことがあって今までクラスに上う手まくなじめませんでしたけど……冬華さんのおかげで、少しずつぼっちから抜け出せている気がします。だから改めて……」

　誕生日おめでとうございます、と愛梨は冬華を祝福した。

　きっと、今の言葉は間違いなく本音だろう。最初愛梨が冬華に近づいたのはクラスに友だちをつくるためだった。けど、意外にも二人は気が合ったらしく、すぐに仲良くなった。

　冬華は自分の秘密を知る友だちを求めていて。

　愛梨はクラスメイトと自分を繋つなぎ止とめてくれる友だちを求めていた。

　だからこそ、二人は友だちになれたんだ。

「ありがとう。愛梨も選挙がんばってね。冬華……愛梨のことを応援してるから。愛梨は友だちだし、お兄ちゃんの恋人だもん」

「………っ」

　しかし、そこで愛梨は微かすかに息を呑のんだ。

　──そう。

　冬華は愛梨にとってかけがえのない友だちだ。

　だとしたら、いつか話さなくちゃいけないのかもしれない。凛りん多だ愛梨と葛くず原はら北斗が本物の恋人じゃないということを。

「ありがとうございます。冬華さん」

　お礼を言うだけで、愛梨は真実を明かさなかった。

　たぶん、まだ彼女の中でも色々と時間がかかることなのだろう。

「先輩の恋人として、選挙もがんばりますよ。だから、冬華さんもがんばってくださいね」

「うん。でも、冬華の方は愛梨みたいに情熱があるわけじゃないんだけどねー。なんか周りのノリで決まっちゃったっていうか」

「？　どういう意味だ？」

　妹の発言の意味がわからなくて、北斗は訊たずねた。

　すると、愛梨は「えっ……」と言葉に詰まってから、

「先輩。まさか、知らないんですか？」

「知らないって……何が？」

「いえ、ですから冬とう華かさんが……」

「あー、言わなくていいわよ愛あい梨り。お兄ちゃんって最近は愛梨の選挙活動の手伝いで忙しかったし、たぶん気付いてないの。不良だからあんまり学園のことにも興味がないしね。だから、気付くまでほっといていいわ」

「……ま、冬華さんがそう言うなら黙っていますが……先輩はにぶにぶですね。結婚詐欺師ばりに周囲の女の子をオトしておきながら『俺って女にモテないんだよな～』とかホザいてるラブコメの主人公ぐらい鈍にぶい。もうちょい周囲に目を向けるべきでは？」

　はふぅっと呆あきれた様子で愛梨はため息を零こぼした。

　どういう意味だろう？

　いまいち愛梨と冬華が何を話しているのかわからない。

「それより、お兄ちゃんの方こそがんばってよね？　今日で停学が解けて明日から学校に行けるんでしょ？」

「あー、そういやそうだったか」

　遡さかのぼること五日前。九月三十日に行われた生徒会総選挙の立りつ候こう補ほ者しやの立会演説会。瀬せ海かい学園の全生徒七千人という膨ぼう大だいな人間が集まったその会場で、北ほく斗とはやらかした。

　具体的に言えば、拡声器を持って乱入し、七千人もの生徒にケンカを売って、結果的に教師に取り押さえられたのだ。もっとも、ああしなければ愛梨が第一次投票を突破することは不可能だったろうが。

「覚かく悟ごしやがってください、先輩。あの事件は学園でかなり話題になりました。先輩を取り巻く状況も大分変化していますから。きっと学園に行ったら歓迎されますよ。それはもう、盛大な感じで」

「意味深なこと言うなよ」

　今までの経験からして、愛梨が思わせぶりなことを言ったときはロクなことが起きない。その事実を北斗は身を持って知っている。ていうか、盛大ってなんだ？　通学路にレッドカーペットでも敷いてくれるんだろうか？

「でも、愛梨も大変よね。今月の末には第二次投票があるでしょ？　今残ってる生徒会長の立候補者は八人。それが第二次投票では三人に絞られちゃうし」

「はい。第二次投票は生徒会総選挙における大きな山。しかも、第二次投票の直前にはイベントもあります」

「あー、体育祭か。冬華はまだ一年生だからよく知らないけど、うちの体育祭ってすごいんでしょ？」

　冬華の言う通り、瀬海学園の体育祭は一般の高校とは違う点がいくつもある。

　第一に、規模。

　普通科、音楽科、技術科、芸術科、体育科……ｅｔｃ。大学ばりの学科と生徒数を誇ほこる超巨大学園の体育祭はハンパじゃない。なにせ体育祭の結果やダイジェスト映像がローカルテレビの番組で紹介されるほど大きなイベントなのだ。

　第二に、盛り上がり。

　体育祭のシステムはシンプルだ。紅あかと白。生徒をクラスごとに紅白の二チームに分け、様々な種目で勝敗を争うのだが……これが壮絶に盛り上がる。種目は体育祭実行委員会が企画した一癖も二癖もあるものばかりだし、瀬せ海かい学園の体育科にはインターハイクラスの運動部員たちがゾロゾロいる。正直、下へ手たなバラエティ番組のスポーツ企画よりはよっぽど面白いし、アツい。

　裏では「今年は誰がＭＶＰを取るか？」とか「どっちの組が勝つか？」で食券をチップにした闇やみ賭博とばくまで行われているなんてゴシップまであるし、体育祭は瀬海学園の生徒にとっては無視できないイベントなのである。

「体育祭ではなるべく活躍したいですね。なにせ、第二次投票があるのは体育祭当日の夕方ですから」

「つまり、体育祭で活躍すれば票も集まりやすいってこと？」

「その通りです。選挙に大事なのは知名度と人気。体育祭で活躍して自分の組の勝利に貢献できれば、それは大幅に上がります」

「まあ、投票が体育祭のすぐ後じゃ活躍した生徒に票が集まるのは当然かも。でも、愛あい梨りって運動神経が結構良かったでしょ？」

「文武両道優等生な冬とう華かさんほどではありませんけどね。ですが、今年の四月に行われたスポーツテストでは割といいスコアを叩たたき出だしました。身体からだを動かすのは好すきですし」

「おまえって、ホント地味にスペックが高──おふっ!?」

「？　どうしたのお兄ちゃん。足の指を箪たん笥すの角にぶつけたみたいな顔して」

「な、なんでもない。またちょっと猫アレルギーが……」

　あはは、と乾いた笑みを浮かべる北ほく斗とだったが、テーブルの下ではぎゅぅうううっと愛梨が足の指で器用に北斗の右足の甲をつねっていた。そういえば愛梨の前では「地味」という言葉は禁句だった。悪戯いたずら猫様は意外にプライドが高いのである。

「しかし、第二次投票か……」

　おそらく、今の愛梨なら突破はそう難しくないだろう。

　姉妹対決。

　つまりは、凛りん多だ愛梨ｖｓ凛多千ち夏なつ。今年の生徒会総選挙の焦点はそこだ。──いや、正確に言うなら、そうなるように仕向けたのだ。

　犯人は、チェルシー・スターダスト。

　現生徒会副会長にして、劇場型恋愛を計画した張本人。北斗と愛梨の脚本ブツクを書くシナリオライター。彼女の描いたストーリーこそが愛あい梨りと千ち夏なつの姉妹対決。学園中が二人に注目するよう、チェルシーは愛梨に千夏への宣戦布告をさせたり、裏で《セカイネット》のユーザーを煽あおったりしてきた。

　言わば、愛梨は千夏のライバルだ。

　現生徒会長で『学園の歌姫』なんて呼び名をほしいままにする凛りん多だ千夏とは真逆のキャラクター。『ジミ子こ』なんて呼ばれてイジメられていたが、反骨心を胸に抱いて這はい上あがってきた女の子。そういう風に見えるように、チェルシーは愛梨をプロデュースした。

　生徒の話題は愛梨ｖｓ千夏の選挙戦一色。要するに、みんなが二人の戦いを見たがっている。

　けれど。

「先輩？」

　北ほく斗とが考え込んでいると、愛梨が少し心配そうに話しかけてきた。

「どうしました？　真剣な顔をして。何か悩みごとでも？」

「いや……なんでもねえよ」

　北斗は反射的に誤ご魔ま化かした。

　──そう。

　愛梨には、第一次投票の後に起きた出で来き事ごとのことを話していない。




　──じゃあ、一つゲームをしない？




　五日前の夜。

　誰もいない夜の公園で、彼女はそう告げた。

　凛多千夏。

　現生徒会長であり、愛梨の義姉。

　そして、紛まぎれもない葛くず原はら北斗の双子の妹。




　──もちろん賞品は──にぃだよ。




　あの夜から数日が経たったが、北斗は自分たちが双子だということを愛梨やチェルシーに話せずにいた。千夏は血の繋つながった兄に対して異常な感情……いや、愛情を抱いてしまっている。その事実を……打ち明けることができなかった。




　──ゲームに敗れたら、にぃはあっちゃんと別れて、もう二度と会わないで。そして──にぃは、あたしの恋人になってよ？




　だからこそ、北ほく斗とは千ち夏なつが要求してきたゲームの内容を愛あい梨りたちに言えないままだった。

　ゲームに負けたら、北斗は愛梨と別れて、千夏の恋人にならなければいけない。

　そんなことになれば劇場型恋愛の続行は不可能。

「───」

　そして、あの夜。

　千夏が告げた最後の言葉は──。




　──第二次投票。ゲームの舞台はそこだよ、にぃ。ルールは簡単。第二次投票であっちゃんの得票数があたしを下回ったら、にぃの敗け。もし、そうなったら──。




　──にぃは、あたしだけのものになってね♪









　第二話　　爆弾が落っこちる時






　２７８６票。

　それが、凛りん多だ千夏の第一次投票での得票数。瀬せ海かい学園の総生徒数は約七千人。この時点で学園の半数近い支持を集めているんだから、彼女が『学園の歌姫』なんて呼ばれるのも当然なのかもしれない。もちろん、得票数は立りつ候こう補ほ者しやの中でも文句なしのトップ。

　対して、愛梨の第一次投票での得票数は──５１３票。

　つい一ヵ月前まで彼女がただの一般生徒だったことを考えると、これだけの票を集めただけでも十分快かい挙きよなのだが、それでもまだ千夏の五分の一以下。

　本来なら、時間はまだあったはずだった。

　しかし──状況は変わった。

　第一次投票当日。

　千夏と取引をして愛梨を助けた北斗は、双子の妹とゲームをしなくてはならなくなった。しかも、そのゲームの内容は第二次投票の得票数で競い合うこと。つまりは、二千票以上ある千夏との差を逆転しなければならない。

　──無理だ。

　まず北ほく斗との頭を埋め尽くしたのは真っ黒な絶望。第二次投票まであと一ヵ月しかないのに、それだけの差を埋めるのは不可能だ。しかも、ゲームのことを愛あい梨りやチェルシーには打ち明けられない。

　だが、あきらめるわけにはいかなかった。

　フラッシュバックするのは、第一次投票の会場で愛梨に叫んだ言葉。そう、自分は愛梨の目標を叶かなえる手伝いをすることした。それが、今の葛くず原はら北斗が本気になれる何かだと気付いたんだ。

　だから、なんとかして打開策を考えなくちゃならない。

　そうやって悩んでいるうちに──月曜日の朝が来た。

　いつも通り、北斗は自分と愛梨の分のお弁当を作った後、寝起きが壊滅的に悪い愛梨を起こしに行き、一緒に登校。久しぶりに歩く通学路は気持ちがよかった。涼しげな十月の風が紅葉し始めた街路樹の葉を揺らし、本格的な秋の到来を伝えてくる。

　これだけなら清すが々すがしい朝の登校風景なのだが──。

『ふふっ。こうして話すのは久しぶりだな、不良少年』

　北斗の耳元で響いたのはどこか楽しそうな幼い声。七千人もの生徒数を誇ほこる瀬せ海かい学園だが、北斗のことを不良少年と呼ぶヤツは一人しかいない。

「よお、チェルシー。テメエの方こそ元気そうじゃねえか」

　学園へと続く通学路を愛梨と一緒に歩きながら、北斗は耳につけたイヤホンマイクに話しかけた。

『このイヤホンマイクをつけて、愛梨と一緒に登校しろ』

　それが今朝愛梨から伝えられた脚本ブツク。もちろんこの脚本ブツクを書いたのはチェルシーなので、何か意味があるんだろうが……。

「つーか、なんでイヤホンマイクなんだよ？」

『不満か？　わたしはきみと愛梨のラブラブ登校を邪魔しちゃ悪いと思ったんだが』

「凛りん多だなら俺の横で寝てるよ」

『……不良少年。いくら停学が明けて嬉うれしいからって、早朝の通学路で愛梨とそういう行為をするのは──』

「違う。マジで寝てるんだよ。ぐっすりと」

　言いながら、北斗は手を繋つないでいる愛梨の方を見る。

　恐ろしいことに、愛梨は目を瞑つぶったまま二足歩行していた。その口から「……くぅ」という可愛かわいらしい寝息が漏れている。マンションを出るところまではなんとか起きていたのだが、彼女の意識は睡すい魔まとの壮絶な戦いの果てに無残にもＫＯされたらしい。

『なるほど。それで不良少年が手を引っ張って登校してるわけか』

「まあ、歩きながら熟睡できるコイツもすげえけどさ。そろそろ学園に着くし、なんとか起こしたいんだが……」

　さて、どうするか。

　さっきから何を叫んでも愛あい梨りが目覚める気配はゼロ。白雪姫だったら白馬に乗った王子様のキスで目覚めるんだろうが、残念ながらここにいるのは徒歩通学のヤンキーが一名のみである。

『ふふん。大丈夫だ。愛梨を起こす方法はある。わたしが電話をかければいいだけだ』

「あ？　どういう意味だ？」

『愛梨のスマホの着信音はかなり特とく徴ちよう的なんだ。アレを聴いたら死人だって蘇よみがえってその場でヘッドバンギングを始める』

「どんな着信音だよ」

　なんだかすごくうるさそうだ。

　大人しそうな外見のくせに愛梨はロック好すきだし、やっぱりそっち系か？　ヘビメタバンドのライヴ音源を爆音で流すとか。

『ではでは、ミュージックスタート』

　二秒後。

　秋風が過ぎ去る音に混じって響いたのは──。




『そんなおまえは……俺みたいな人間にはすっげえ眩まぶしく見えたんだっ！』




「………」

　刹せつ那な、爽さわやかな朝の通学路はブリザードの吹き荒れる南極と化した。

　少なくとも北ほく斗とにはそう感じられた。近くにある自販機が白しろ熊くまにでも幻げん視しできちゃいそうな勢い。いや、南極に白熊はいないんだが……じゃなくて。

　この着信音は、まさか……。




『がんばれ！　がんばれよ凛りん多だああああああああああああああああああっ！』




「テメエえええええ凛多愛梨いいいいいいいいいっ!?」

　地獄の閻えん魔まも裸足はだしで逃げ出すような鬼気迫るシャウトを上げながら、北斗は愛梨のシャツの襟えりを掴つかんでガクガク揺さぶり強制ヘッドバンギング。すると、気持ちよさそうに寝ていた愛梨の瞼まぶたがパチリと開いて、

「あ。おっはーです、先輩。気持ちのいい朝ですね」

「どこがだ!?　つーか、なんなんだよテメエの着信音は！」

「第一次投票のときの先輩のアツい叫びです」

「やっぱりか！」

「先輩の、叫び」

「ムンクの叫びみたいに言うのはやめてくれる!?」

「朝はコレに限りますね」

「青汁のキャッチコピーみてえなセリフをほざいてんじゃねえ！　なあ、教えてくれよ？　なんでテメエは人の叫び声を着信音にしてんだ!?」

「先輩、だーぃ好すき♥」

「俺はテメエが大っ嫌いだ！」

　……夢なら覚めてくれ。

　北ほく斗とは全力で現実逃とう避ひをしようとしたが、その間にも愛あい梨りのスマホは激しく自己主張。気付けば周囲にいた通勤中のサラリーマンやゴミ出しをしていた主婦の目線がこちらに集中。なんだか、恥はずかしくて死にたくなってきた……。

「先輩は気にしすぎですってば。私はこういう青春っぽいノリが大好物ですよ。いぇい」

「だからって普通着信音にするか？　どうでもいいからさっさと着信を止めろ！」

「嫌です」

「なんで!?」

「もっと先輩の声が聞きたくて」

「俺の声ならいくらでも聞かせてやる！　だから俺の願いも聞いてくれ！　じゃねえと今すぐ葬るぞ!?」

「えっ、私を？」

「テメエのスマホをだよっ！」

　最近のスマートフォンは耐久性の方もかなり進歩しているだろうが、全力でアスファルトに叩たたきつければさすがに機能停止するだろう。というか、そうじゃないと困る。このままではこっちのハートが機能停止しそうだ。

「はふぅ。しゃーないですね」

　さすがに飽きたのか、それとも目をギラつかせた北斗の殺気に押されたのか、愛梨はパチポチとスマホを操作して着信音を止めた。

「でも、先輩の声が好きなのは本当ですよ？」

「俺はこの声がコンプレックスなんだ」

「ハスキーでイカしてるじゃないですか。ほんのちょっぴり、私の大好きなバンドのボーカルさんの声に似てる気がします」

「それって、ブルーハーツ？」

「いえ、それとはまた別のバンドです。そのボーカルさんはロックなエピソードが多い人でして。寝坊したせいでマネージャーにアバラを折られたり、二十年間ぐらい苺いちごが木になるものだと勘かん違ちがいしていたり、突然ライヴ中に『石狩は日本のサンフランシスコだぜーっ！』と絶ぜつ叫きようしたり……はふぅ、とってもカッコいいです」

　うっとりとした表情で息を吐き出す愛あい梨り。

　そのセンスは何か間違っている気がした。

『どうだった、不良少年？』

「ああ、凛りん多だは起きたよ。けど今すぐ永眠させてやりてえ」

『むっ。暴力はひどいな』

「ひでえのは今の着信音だ」

『せっかくわたしが録音したのに』

「諸悪の根源はテメエかスターダスト!?」

『こ、このわたしを名字で呼ぶことは許さないぞっ！　まぁ、いいじゃないか不良少年。あのときのきみはなかなかカッコ良かったぞ？　若いなぁ、アツいなぁ、青春してるなぁ……ふふふのふっ』

「ぐぉおおおおああああアアアアア……っ！」

　通学路のド真ん中で北ほく斗とは頭を押さえたまま苦く悶もんの叫びを上げた。

　……死にてえ。

　そういや、あんまり意識しないようにしてたけど、俺って全校生徒の前でメチャクチャ青クサいこと叫んじまったんだよな……と、北斗は今さらながらに学園に行くのが凄すさまじく憂ゆう鬱うつになってきた……。

「大丈夫ですよ」

　ぐったりとうなだれる北斗の腕を掴つかんでから、愛梨は校門へとグングン歩き出した。

「あのとき先輩がしてくれたことは間違ってなんかいませんでした。おかげで私たちが抱えていた問題が解決されそうですから」

「ああ？　問題？」

「ま、学園に着けばわかりますよ。今ならみなさんお揃そろいのはずなので」

「みなさんって……まだ朝の七時半だぞ？」

　朝のＳＨＲシヨートホームルームが始まるのは八時二十分。時間には大分余裕がある。

　なぜ北斗と愛梨がこんな時間に来たかというと、『二人で一緒にビラを撒まけ！　らぶらぶな感じで！』というチェルシーの脚本ブツクを演じるため。これも選挙活動の一環で……。

「えっ……」

　だが、愛梨に引っ張られて校門を通過したところで、北斗の思考は停止していた。

　目の前には、大勢の生徒がいた。

　人数はたぶん三十人くらい。大半が男で、髪を染めていたり、制服を着き崩くずしているヤツが多い。

　一言で表すのなら──不良。

　傍はたから見たら、完かん璧ぺきにヤンキーの集会である。そりゃあ瀬せ海かい学園には七千人も生徒がいるんだから、中には北ほく斗とみたいな不良がいてもおかしくないのだが、この状況はなんなんだ？

　警戒するように拳こぶしを握にぎり締める北斗。

　すると、目の前の不良たちは北斗のもとにダダダッと走り寄ってきてから、驚くことに頭を下げてきた。

　そのまま、一言。




「「「「「アニキ！　お勤つとめご苦労様でした！」」」」」




「………」

　瞬間、北斗は固めた拳で自分の頬ほおをぶん殴りたくなった。それできっとこの悪夢から覚められるはずだった。

　だって、この状況はありえない。なんでいきなりヤンキーの集団に一礼されてるんだ？　しかもお勤めって。いや、確かに自分は停学明けなのだが……。

『驚いたか、不良少年』

　イヤホンから聴こえたのはチェルシーの声。

　周囲のヤンキーに気取られないよう彼らから少し距離を取った後で、北斗は小声で彼女に質問する。

「オイ、チェルシー。このヤンキーはなんだ？」

『無論、全員きみのファンだ』

「俺のファン!?　コイツらがか!?　どっからどう見ても８９３の舎しや弟ていにしか見えねえんだけど！」

『まあ、きみは停学で学園に来ていなかったから知らないのも無理はない。この前の第一次投票の後、愛あい梨りのもとに一年生の男子が何人か訪ねてきたんだ。彼らは「俺らにも選挙活動を手伝わせてください！　舎弟にでもなんでもなりますから！」と言ってきたそうだ』

「………。それって、まさか……」

『もちろん、第一次投票で不良少年の言動に心を動かされたんだろうな。あのときのきみは血ち塗まみれになりながらも七千人の生徒にケンカを売った。その反骨心溢あふれる姿にグッと来た人間もいたわけだよ』

「………」

　その結果が、コレ？

　つーか舎しや弟ていって……マジすか？　『学園最強』とか『熊くま殺し』なんて物騒なあだ名で呼ばれている北ほく斗とだが、舎弟なんてできたことはない。元々他人に関わるのが嫌で不良になったので、誰かを子分にしようなんて考えたこともなかった。

『しかし、これは好都合だ』

　呆ぼう然ぜんとする北斗に、チェルシーは言う。

『今のきみと愛あい梨りに足りないもの。それは、組織力だ。きみたちは今までずっと二人でビラ配りやポスター貼ばりなどの選挙活動をしてきただろう？　第一次投票はわたしの脚本ブツクもあってなんとか勝てたが、第二次投票からは難しい』

「えっ、そうなのか？」

『うむ。事実、千ち夏なつには選挙活動を手伝うスタッフが何十人もいる。俗に言う後援会というヤツだな。対して、きみたちは二人だけ。どう考えても人手が足りない。ビラ配り、挨あい拶さつ回り、署名集め……同じ選挙活動でも行う人数が変われば効果はかなり違ってくるし、多くのスタッフがいれば「立りつ候こう補ほ者しやが生徒に支持されている」と観客にアピールできる』

「なるほど……」

　さすがは生徒会副会長。

　去年一度選挙を戦ったことがあるチェルシーの言葉には説得力があった。『学園の歌姫』なんて呼ばれる千夏には熱狂的なファンが多く、彼らが千夏の顔がプリントされたビラを配っているのを北斗も何度か見たことがある。

　組織力。

　ぼっちな自分と愛梨は、その点において千夏に大きく負けていたが……。

『不良少年。これからきみにはこの集団をまとめてもらう』

「げっ」

『彼らは不良で、全員が葛くず原はら北斗という人間に憧あこがれている。実際きみは腕っぷしが強いし、ルックスも不良としては完かん璧ぺき。だったら簡単だろう？』

「どこがだ！　どいつもコイツも一回は警察のお世話になったことがありそうな野郎ばっかりだぞ？　こんな集団まとめられるか！」

『心配するな。ちゃんと脚本ブツクは書いてある。きみはシナリオライターであるわたしの指示通りに喋しやべればいい。幸い、きみには不良としての風格と独特の声という武器がある。ぶっつけ本番でもなんとかなるはずだ。というわけでまずは彼らの近くへ行け。いつまでも距離を保ったままじゃ不審に思われる』

「………っ」

　あー、もうこうなりゃヤケクソだ。

　半ば勢いで覚かく悟ごを決めた北斗は、再びヤンキーの前へと移動。それだけで集団が「おおっ……！」とざわめいた。

「まさか、アニキが喋しやべるのか？」「ヤベエ、血の雨が降るぞ」「見ろよ、あの殺気立った顔を。ガン飛ばしただけで人を殺やれそうだ……」「さすが熊くま殺し！　マジパネエぜ！」

　……帰りてえ。

　ヒソヒソ小声で囁ささやき合う自分の舎しや弟てい（予定）たちを見ながら、北ほく斗とは全力でそう思った。なんなんだこの集団は？　全員教育現場が荒すさんでいた昭和の時代からタイムスリップしてきたんじゃないか？　許されるなら頭を抱えて座り込んでしまいたい。

「おはようございます、みなさん」

　と、そこで先に喋ったのは愛あい梨り。

　彼女がいつものクールな調子で不良たちに挨あい拶さつすると、

「「「「「「おはようございます！　姉あね御ご！」」」」」」

「………」

　いや、姉御って。

　おまえらコイツと同じ一年だよな？　とツッコミを入れたい北斗だったが、なんとか耐えた。この状況はチェルシーの書いた脚本ブツク。すべては愛梨が選挙で勝ち上がるための人手を手に入れるためのものだ。

　だとしたら、従うしかない。

　たとえ、どんなに目の前の状況についていけなくても……。

「朝早くから集まってくださり、ありがとうございます。今日でめでたく先輩の停学が明けました。──復活。葛くず原はら北斗、復活です。ついに、我らがクズ先輩が瀬せ海かい学園に帰ってきた！」

「「「「「「いぇえええええええっ！」」」」」」

「先日、私から先輩にみなさんのことを話したところ……『舎弟？　俺にはそんなもん必要ねえよ。けどな──テメエの信念のために命を懸けられるヤツがいるなら、ダチになってやる』という最高にロックなアンサーをいただきました」

「「「「「「うぉおおおおおおおっ!?」」」」」」

「というわけで、みなさんは今日から先輩の舎弟──いえ、ダチです。そして、先輩はこうも言ってくれました。『俺の目的は凛りん多だ愛梨を生徒会長にすること。ぶっちゃけ、かなりヤベエ戦いになる。──死ぬ覚かく悟ごがあるヤツだけ、ついてこい！』」

「「「「「「しゃあああああああっ！」」」」」」

　愛あい梨りの扇動のもと、海外の政治デモよろしく高々と拳こぶしを突き上げてシュプレヒコールを上げる不良集団。

　……耐えろ、耐えるんだ。

　ギリギリと血が出るくらい口唇くちびるを噛かみしめながら、北ほく斗とはなんとか目の前の現実を受け入れようと必死だった。

　たとえ愛梨のセリフにツッコミどころが満載でも、「ニューヨークに行きたいかーっ!?」と叫んでもこのヤンキー共はきっちりレスポンスを返してくれそうであっても、今は沈ちん黙もくを貫くしかない。

「ではでは、ただ今からお待ちかねの質問タイム。みなさんも色々と先輩に訊ききたいことがあるでしょうし、じゃんじゃんトークしちゃってください。あ、質問は一人一つで」

　そう言って、愛梨は北斗の肩をぽんっと叩たたいた。

　同時に、イヤホンからチェルシーの『ふふん。始めるか』というやけに楽しそうな宣言が。きっとどこかからこの現場を見ているんだろう。羨うらやましい。自分だってできることなら遠くから眺めてるだけがよかった。

「う、うっす……」

　緊張した様子で北斗の前に出てきたのはボウズ頭のヤンキー。その手には何やら整理券らしきものが。まさか、順番が決まってるの？　ここはアイドルの握手会か？

　全員の注目が集まる中。

　ボウズ頭は神しん妙みような表情で、

「じゃ、質問します。アニキの趣味はなんすか？」

　テメエは合コンに来た大学生か!?

　思わず絶ぜつ叫きようしかけた北斗だったが、すぐにイヤホンからチェルシーの指示が飛んできた。その内容にヒクヒクと頬ほおのあたりを痙けい攣れんさせながらも、持ち前のドスのきいたハスキーボイスで脚本ブツク通りのセリフを音読開始。

「趣味か……強いて言うなら、駆かけ抜けることだな」

「か、駆け抜ける、すか？」

「ああ。ときどき無性に……風になりたくなる」

「おおおおおおおおおおっ！」

　つまり、バイクか!?　きっとアニキのことだからヤベエのに乗ってるに違いねえ！　たぶんハーレーだな！　さすが熊くま殺し！　かっけーっ！　と北斗の答えに沸く不良集団。

　……違う。

　俺はバイクなんか乗ってません。せいぜいスーパーへの買い物に使うママチャリぐらいです。ていうか、風になるって何？　俺の趣味はスイーツ作りだから！

「アニキの好すきな漫画は？」

「『クロ〇ズ』と『ろくで〇しＢＬＵＥＳ』。俺の……バイブルだ」

　嘘うそだ！　俺が好すきなのは少女漫画！　最近は新しく始まった『ママレード・ボ〇イ』の続編が気になって仕方ねえぞ！

「すんません、アニキ。少しでもアニキと姉あね御ごの手伝いがしたくて、後援会のメンバーＴシャツとか作ってみたんすけど……どうすか？」

「おう……イカしてるじゃねえか」

　なんで胸のところに『お前はもう死んでいる』って書いてあんのぉおおおおっ!?　俺の名前が北ほく斗とだからか!?　つーか、マジで大丈夫かテメエら！　俺が言うのもなんだけど、よくこの学園に入学できたよなぁ─────────っ！

　怒ど涛とうのサービス＆レシーブ。

　様々な質問に心の中でツッコミを入れながらも、北斗は淡々と脚本ブツクをこなしていった。そんなクズ先輩の言動に、「パネエ！　最高だぜアニキ！」「もはやこの学園を照らす黒い太陽と言っても過か言ごんじゃねえ……」「……神だ」と大興奮するヤンキーたち。

　……もしかしたら。

　将来チェルシーは新しん興こう宗しゆう教きようでも始めた方がいいのかもしれない。人心を掌しよう握あくするスキルがハンパじゃない。

「では、そろそろラストにしましょう」

　すっかり司会進行役になった愛あい梨りが言った。

「よ、よろしくおねがいしますっ」

　最後の生徒はなんと女子だった。

　髪も真っ黒だし、化粧もあまりしてない。制服だってちゃんとしている。顔も大人しそうで、どっちかって言うと不良っていうよりイジメられっ子って感じ。

　けど、なぜだろう。

　なんだか、どこかで見たことがあるような……。

「ク、クズハラ先輩、は、」

　その生徒は。

　勇気を振り絞るみたいに北斗の名前を呼んでから、




「どうして、凛りん多ださんを好きになったんですか？」




「……は？」

　これにはさすがにぽかんとしてしまった。

　北斗のリアクションに焦ったのか、女子生徒は恐る恐るといった口調で、

「す、すみません！　こんなことを質問するのは失礼かと思ったんですけど……凛多さんはイジメられっ子でした。そして、あなたは不良です。なのに、どうして付き合うことにしたんですか？」

「どうしてって……」

　もちろん偽恋人だと明かすわけにはいかない。

　なので、早く脚本ブツクに書かれたセリフを言わなくちゃいけないが……。

『不良少年。ここはアドリブで頼む』

「!?」

　チェルシーの指示に呼こ吸きゆうが止まる。イヤホンからは「ふふふのふっ」と楽しそうな笑い声が。

　……冗談だろ？

　好すきになった理由を言えと言われても困る。そんなことを大勢の前で言うだけでも恥はずかしいのに、北ほく斗とは愛あい梨りの本物の恋人じゃない。だから、答えられるはずが……。

「………」

　いや、それじゃダメだ。

　劇場型恋愛。それは愛梨の恋人を演じること。だとしたら、チェルシーの脚本ブツクにない言動を演じなければいけないときもくるだろう。こういう不測の事態でもアドリブを言えるようにならなくちゃいけない。

　けど、あいにく北斗は気の利いた嘘うそが思いつけるほど器用な性格じゃなかった。

「凛りん多だが……自分が本気になれる何かを、ちゃんと持ってたからかな」

　だから、はっきりと本音を告げた。

「そこが凛多の魅み力りよくだと思う。コイツってジミ子こなんて呼ばれてるくせに、実はすげえ負けず嫌いの努力家でさ」

「………」

「コイツはもっと学園を良くしたいって思ってる。だから、今回の選挙に出馬したんだ。凛多の夢は、この学園の生徒会長になること。俺はそんなコイツの力になりたいって思っただけだよ。だから──」




　できれば、おまえらもコイツの力になってやってくれ。




　精一杯の誠意を込めて、北斗は自分の中にあった感情をただ声に出して、届けた。

「──はい。ありがとうございます」

　質問をしてきた生徒は、嬉うれしそうに微笑ほほえんでいた。

「私なんかに何ができるかわかりませんけど……協力させてください。私も生徒会長になるのは、凛多さんがいいと思いますから」

「うおおおおおてめえ抜ぬけ駆がけすんな！」

「俺らだってアニキや姉あね御ごの力になりてえんだぞ！」

「そうだ！　オレたちはアニキたちと同じで学園じゃはみ出し者だ！　けど、第一次投票でアニキが叫んだ言葉や姉御のスピーチを聞いて……なんかわかんねえけど、やらなくちゃって思ったんだよっ！」

　女子生徒の言葉に、不良たちの歓声が重なった。

　──ああ。

　たぶん、最後に質問していた女子生徒は北ほく斗とというより愛あい梨りのためにここに来たんだろう。きっと、第一次投票での愛梨のスピーチを聞いて、彼女に協力すると言ってくれたのだ。そして、それはヤンキーたちも同じ。

　──ちゃんと、届いたんだな。

　目の前の光景に、北斗の胸はどうしようもなく高鳴っていた。確かに北斗や愛梨の言葉はチェルシーの考えた脚本ブツクが多い。けれど、本音だって混ざっている。そして、今ここにいる彼らにはその本音が届いたんだ。

（ま、八十点ですね）

　歓声の中で、愛梨が北斗に小声で囁ささやいた。

（今のセリフはたぶん先輩のアドリブでしょ？　結構いい感じでしたよ）

（そうか？）

（凄すさまじく青クサかったですけどね。私もまさか自分の魅み力りよくを説明されるとは思ってませんでした。うっわ、恥はずかしっ）

（う、うるせえな。さっきはああするしか──）

（でも……ちょっぴり、ドキドキしちゃいました）

（えっ──）

　思わず愛梨を見つめると、ちょこっと舌先を出して微笑ほほえんでいた。

　……やられた。

　たぶん今のは嘘うそデレ。内心では「相変わらず先輩はちょろい。主人公とのバトルに負けた途と端たんいきなりデレ始める敵キャラぐらいちょろい」とか思ってるに違いない。愛梨の頬ほおがちょっと赤い気もするが、全部迫はく真しんの演技なんだ。

　そう……愛梨が北斗のことを好すきなわけがない。




　──だから、間違っても私のことを好きにならないでくださいね？　私も……先輩のことを、絶対に好きにならないようにしますから。




　それが劇場型恋愛を始めるときに愛梨から伝えられた言葉。

　だから、自分も愛あい梨りのことを好すきになるわけがない。大丈夫。確かに愛梨に魅み力りよくを感じてはいるが、まだ好きには──。

「ん？」

　まだ？

　まだって、なんだ？

　それじゃまるで……。

「ところで、気付きましたか？」

　と、そこで北ほく斗との思考を遮るように愛梨が話しかけてきた。

「最後に質問した女の子。あの子は以前、先輩と会ったことがあるんですよ」

「ああ、そういやなんか見覚えがある気がしたんだ。誰だっけ、あいつ？」

「榊さかき原ばら今日子きようこさんです」

「ん？　それって、確か……」

「私のことをイジメてた榊原さんです」

「ああ。そうか、あの榊原……って、はぁああっ!?」

　思わず北斗は目線を戻す。すると、さきほどの黒髪の女の子は一緒に来たらしき何人かの友だちと楽しそうに雑談していた。

「ほら、九月に先輩が私の教室に殴り込んだ事件があったじゃないですか。あれから、榊原さんも色々と心境の変化があったようで」

「いや、変わったのは心境どころじゃねえだろ」

　北斗の記憶では、以前は典型的なギャルっぽい格かつ好こうをしてたはずだ。茶髪をやめて濃いメイクをすっかり落としたせいか、全然気付けなかった。

「今の姿が、本当の榊原さんですよ。あの事件の後、色々と話をしました。私をイジメてたことについても……。榊原さんはこう言っていました。『誰かをイジメないと自分がイジメられるかもしれないって、怖かった』って」

「………」

「わかりやすい図式ですよね。クラスに一人はみ出し者をつくれば、それ以外の生徒全員が団結できます。今はＬＩＮＥやＳＮＳなんかのネット文化が発達したせいで、私たち高校生の人間関係は昔よりもさらに複雑怪奇でカオスティック。みんな、自分のクラスという名の集団の中で生き残るために必死なんです」

「じゃあ、クラスで上う手まくやっていくために、わかりやすい標的を用意したっていうのかよ？」

「ビンゴです。みんな、自分がイジメられないための生贄スケープゴートが欲しかった。そして、私がたまたまその役になってしまった。つまり、誰にだって生贄スケープゴートにされる可能性はあったんです。もちろん、榊原さんも」

「………」

「だから、彼女は私をイジメた。ギャルっぽい振る舞いをしていたのも、周囲にナメられないようにするため。そして、大人しそうに見える自分の外見を隠すため。でも、彼女は、自分を偽るのをやめました」

「………」

　それは。

　もしかしたら、榊さかき原ばら今日子きようこが愛あい梨りの姿を見たからかもしれない。先月の立会演説会で大勢に批ひ判はんされながらも、決して負けなかった姿を。イジメ問題に取り組むとスピーチで断言した姿を。そして、見事に生徒の支持を勝ち取った姿を。

　本当の自分を見せながら、輝いている凛りん多だ愛梨の姿を。

　だから、榊原今日子は──。

「というわけで、私と榊原さんは結構フレンドリーですよ。彼女とは音楽の趣味が合うんです。彼女の父親が楽器店を営んでいるそうで、昔のバンドをいっぱい知ってました」

「じゃあ、友だちになれたんだな」

「ま、そういうことになりますね」

　嬉うれしそうに、愛梨は微笑ほほえんだ。

　その屈託のない笑顔に、思わず北ほく斗とは見とれてしまった。

　だって、今の愛梨はどうしようもなく可愛かわい──。

「そ、そりゃあよかったよ。じゃあ、そろそろビラ配りを始めようぜ」

　自分の中に芽生えかけた感情を誤ご魔ま化かしたくて、北斗は呟つぶやいた。

　榊原今日子が今ここに来てくれたように、凛多愛梨を支持する生徒は確実に増えている。さらには後援会という名の組織力まで手に入れることができた。これなら今まで以上に愛梨の存在を、主張を、信念を、全校生徒にアピールできる。

　ひょっとしたら、第二次投票の得票数で千ち夏なつに勝つことだって──。

『ダメだ、不良少年』

　しかし。

　そこでイヤホンから響いたのは警告じみたチェルシーの言葉だった。

『わたしがきみにイヤホンをつけさせたのは、後援会をつくるためだけじゃない。脚本ブツクはまだ終おわっていないぞ。むしろ、本番はこれからだ』

「……は？」

　どういう意味だよ？　と北斗が訊たずね返そうとした──その瞬間だった。

「!?」

　いきなり、背後から何者かがタックルしてきた。

　だが、この程度で倒れるほど北斗は柔やわじゃない。空手で鍛きたえた足腰で踏ん張り、抱きついてきた何者かにバックエルボーを叩たたき込こむ。

「きゃうっ」

　すると、襲しゆう撃げき犯はビターンっと地面に倒れた。

　チャンス。決めるならここしかない。北ほく斗とは反射的に追撃の下段突きを叩き込もうとしたが……。

「えっ……」

　襲撃犯の正体を確認した瞬間、不覚にも呆あつ気けに取られてしまった。

　鮫。

　そこにいたのは可愛かわいらしくデフォルメされた鮫さめのキグルミ。全長二メートルほどのソイツは「ううっ……」と涙声を出しながら陸の上でピチピチもがいていて──。




「あはは、るっちゃんは相変わらず面白いなぁ」




　瞬間、登校時間の喧けん騒そうに混じって届いたのは、ひどく上じよう機き嫌げんそうな声だ。

　その声の主は煌きらびやかな髪を揺らしながら、校門を潜くぐってきた。周囲の生徒の目を奪う美び貌ぼうと天てん真しん爛らん漫まんなスマイル。朝の登校の喧騒を切り裂くように、彼女は北斗のもとへと歩み寄ってから、

「おっはーっ！　復学おめでとう、問題児くん！　ずっと、逢あいたかったよ？」

　軽やかに、北斗に挨あい拶さつしてきた。

　凛りん多だ千ち夏なつ。

　五日ぶりに会う妹は、鏡のように煌めく瞳で、ただ双子の兄を見つめていた。





　　　　　　　＠　＠　＠






『気をつけろ、不良少年』

　イヤホンから聴こえてきたのは、チェルシーの警告だった。

『実はここ数日、千夏の行動が奇妙だったんだ。もう一人の副会長と何やら相談しているみたいでな。ひょっとしたら、きみが復学するタイミングで何か仕掛けてくるんじゃないかと思っていたんだが……』

　予感が当たったらしい、とチェルシーは言った。

　その間にも、早朝の校門前には通学中の生徒が集まってくる。

　彼らの視線の先にいるのは千夏、愛あい梨り、北斗……そして、未いまだにびたんびたんと胸ビレで地面をドラミングしている鮫のキグルミ。

「あっ、そうだ。せっかくだから紹介するね～」

　にっこりと微笑ほほえんだままで、千ち夏なつは地面に倒れた鮫さめを助け起こした。

　今までうつ伏せになっていてわからなかったが、ギザギザした歯が並ぶ鮫の口からは人の顔が覗のぞいている。肩まで届くショートヘアにスタイリッシュなメガネ。可愛かわいらしい顔立ちをしているが、その顔に浮かんでいるのは感情の希き薄はくな無表情。

「たぶん問題児くんは初対面でしょ？　この子が瀬せ海かい学園のもう一人の生徒会副会長──白しら玉たまルナ。あだ名はるっちゃんだよ！」

「……白玉、ルナ」

　北ほく斗とが名前を呼ぶと、ルナは「……よろしく」とペコリと頭を下げてきた。だが、どうリアクションを返したらいいかわからない。さすがの熊くま殺しも鮫によろしくお願いされるのは初体験である。

『油断するなよ』

　呆ぼう然ぜんとしている北斗に、チェルシーが告げる。

『ふざけた外見に騙だまされない方がいい。ソイツは結構えげつない性格をしているぞ。去年の選挙で、わたしは千夏の推薦で副会長になった。だが、ソイツは自力で選挙を勝ち抜いて副会長になったんだ。これがどういうことか、不良少年ならわかるだろう？』

「………」

　もちろん、わかる。この鮫の中身は七千人のトップに立つ生徒会長の片腕。熾し烈れつな選挙戦に勝ち残り、支持を集め、成り上がったんだ。つまり、只ただ者ものじゃない。

　……いや。

　鮫のキグルミを着て登校してきた時点で、只者じゃない気もするが。

「るっちゃんは芸術科の二年生なんだ～。将来は服ふく飾しよくデザイナーを目指してて、色々な服を作ってる被ひ服ふく部のエースなの。で、今着てる鮫ちゃんは最新作の……」

「会長、違う」

　ビシッと、ルナは鮫の胸ビレで千夏にツッコミを入れた。

「この子はただの鮫じゃない。わたしの作品集──ルナシリーズの[image: ]３１６、グレートホワイトシャーク。よーするに、ホオジロザメ」

「あっ、ごめんごめん。そういやるっちゃんって白い動物のコスプレをするのが好すきだったもんねっ」

「コスプレじゃないもん。これは被服部の衣装テスト。わたしだって好きでやってるわけじゃ……」

「るっちゃん、可愛い！」

「あ、やめ、かいちょー、そんなに抱きついちゃ、は、ん、やぁ」

　ぎゅぅうううっと抱きついて「よーしよしよしよし～」とムツゴロウさんよろしく撫なでまわす千夏と、顔を微かすかに紅こう潮ちようさせながら慌あわてるルナ。

　とりあえず、この二人の仲が良いことは確かなようだ。

「千ち夏なつ」

　と、そこで話しかけたのは愛あい梨りだった。

「何が目的ですか？」

「え？　目的って？」

「とぼけないでください。あなたと白しら玉たまさんは共同で選挙活動を行っています。その二人が、同じ立りつ候こう補ほ者しやである私の前に現れた。これは偶ぐう然ぜんじゃないんでしょ？」

「わわっ、さすがはあっちゃん！　あたしの妹なだけはあるね！　あたしが今日ここに来たのはあっちゃんと問題児くんに言いたいことがあったからなのだ！」

「……言いたいこと？」

　訊たずね返す愛梨。

　すると、千夏はにっこりと微笑ほほえみを浮かべたままで、

「強いて言うなら、宣戦布告かな？」

　その一言で、場の空気が一気に硬質化した。

　すでに愛梨と千夏を中心に集まり始めた観客は百名近い人数になっているが、その全員が言葉を失い、千夏と愛梨の言動に心を奪われている。

「ふむ。穏やかじゃありませんね」













「あはは、あたしもそう思ったんだけどさっ。るっちゃんが『こういうことは派手にやった方がいい』って言うんだもん。ちなみに、あたしたちの会話は録画されてるよ？　あとで全校放送で流す予定だから♪」

「そういえば、さっきからスマホのカメラをこちらに向けている生徒さんがいますね。もしや、千ち夏なつの後援会の方ですか？」

「あったり～。でも、これは学園のみんなのためでもあるの。あたしがあっちゃんに宣戦布告をしたのは選挙で戦うって意志を改めて表明するため。そして、今月末にある体育祭をさらに盛り上げるため！」

「体育祭を？」

　怪け訝げんな表情で呟つぶやく愛あい梨りに、千夏は告げる。




「今年の体育祭──白組の総大将は、あたしがやるよ」




「なっ──」

　ざわっと、千夏の宣言に沈ちん黙もくしていた生徒が驚きの声を上げた。

「……本気ですか、千夏」

「もちろん、もう体育祭実行委員会にも話を通してあるよん。実は前から総大将をやってくれって実行委員の人から頼まれてたんだ。あたしはあんまり興味がなかったんだけどね！」

「ま、あなたは絶大な人気を誇ほこる『学園の歌姫』ですからね。当然、総大将になれば白組の生徒のモチベーションは爆発的に上がり、体育祭も盛り上がります。それは実行委員にとっても都合がいいことでしょう。ですが……どうして興味がなかったのに総大将を引き受けることにしたんです？」

「えっ、そんなの決まってるでしょ？　あっちゃんが紅組だからだよ」

　当たり前のことのように、千夏は言った。

「知ってると思うけど、瀬せ海かい学園の体育祭はクラスごとに紅あかと白に別れて争うもの。あたしとるっちゃんは白組。そして、あっちゃんとそこにいる問題児くんは紅あか組ぐみ。だから、あっちゃんは紅組の総大将になってよ？」

「………っ。何をバカなことを。私のようなただの一般生徒がいきなり総大将になれるわけが──」

「だいじょーぶっ。『凛多愛梨が紅組の総大将になれない場合は、凛多千夏も白組の総大将をやらない』って、体育祭実行委員会に条件を出したから。委員の人たちもちょっと迷ったみたいだけど、最終的には納得してくれたみたい」

「………。なるほど。つまり、実行委員はあなたを白組の総大将にできるなら、紅組の総大将がただの一般生徒でもいいと判断したわけですか」

「ううん、違う違う。だって、あっちゃんはあたしの妹で、あたしと生徒会長の座を争うライバルだもん。今この学園はあたしたちの姉妹対決で盛り上がってる。あっちゃんはあたしと戦うのにふさわしい相手なんだよ？　あたしたち二人が体育祭で対決することになったら、盛り上がると思わない？　ねぇ──」

　みんなもそう思うでしょ？

　唐突に、千ち夏なつはよく通る声で周囲に集まった観客たちに語りかけた。

　生徒会長の問いかけに、生徒は戸と惑まどったようだったが──。

「マジかよ、ちなっちゃんが総大将とか激アツじゃん」「俺のクラス白組だし、会長と一緒に戦える！」「でも、紅あか組ぐみはジミ子こで大丈夫なの？」「いや、なんとかなるんじゃね？」「この前の第一次投票でもしっかりスピーチしてたし、クズ先輩もいる」「だったら、意外といい勝負になるんじゃ……」「きっとすっげえ盛り上がるぞ！」

　まるで魔法にかけられたように、みんな千夏の言葉に賛同していく。

　これが、凛りん多だ千夏の持つ力。

　圧倒的な影響力と人気。

　そして、カリスマ性。

「───っ」

　──ヤバイ。

　場の流れは完全に千夏のペース。この状況じゃ愛あい梨りは無理やり紅組の総大将にさせられてしまう。だが、問題はそこじゃない。

　問題は、体育祭の結果が選挙に影響を及ぼすこと。

　第二次投票があるのは、体育祭の直後。愛梨がもし紅組の総大将を引き受けたとして、自軍を勝利に導けば得票数は増えるかもしれない。リーダーシップは生徒会長にとって必須の能力。体育祭はそれを発揮できる絶好の機会だ。

　逆に、千夏率いる白組に敗ければすべてを失う。

　やっぱりジミ子じゃ学園の歌姫には勝てなかった……という空気が生徒の間に嫌でも生まれてしまう。その勢いは、第二次投票での愛梨の得票数を容易たやすく左右するだろう。そうなったら、愛梨は──！

『慌あわてるな』

　瞬間、響いたのはチェルシーの指示。

　シナリオライターは、北ほく斗とを落ち着かせるように呟つぶやいてから、

『すべて、計画通りだ』

「！」

『このわたしを誰だと思っている？　瀬せ海かい学園生徒会副会長、チェルシー・スターダストだぞ？　千ち夏なつとルナが体育祭実行委員会と交渉をしているという情報は予あらかじめ掴つかんでいたし、状況がこうなることも読んでいたさ。当然、対策も用意してある。だから、不良少年。わたしの脚本ブツク通りに、演じろ』

「………」

『きみには度胸がある。なにせ第一次投票のときにたった一人で七千人にケンカを売ったんだからな。きみはわたしの脚本ブツク通りに喋しやべればいい。千夏ほどではないが、きみも特とく徴ちよう的な声を持っている。今からその武器を使うぞ』

「………っ」

　無言のまま、北ほく斗とは頷うなずく。愛あい梨りを助けるにはそうするしかないと思ったのだ。その感情が迷いかけた心を突き動かしていた。

「──オイ、会長」

　そして、北斗はイヤホンから届くシナリオライターのセリフを代だい弁べんする。

　持ち前の威い圧あつするようなハスキーボイスで。

「さっきから聞いてりゃ随ずい分ぶん勝手なことを言ってるじゃねえか。わかってんのか？　あんたは俺の女にケンカを売ってんだぞ？」

「ふふっ。でも、問題児くんも面白いと思わない？　体育祭であたしとあっちゃんが戦えば、きっと学園は盛り上がって──」

「俺が気になってるのはそんなことじゃねえ。体育祭の後の第二次投票に対する影響力だ。ところで、そこにいる副会長は知ってるのか？」

「何を？」

　北斗の言葉に、ルナが表情を変えずに答えた。

「とぼけんな。テメエはそんなふざけた外見をしてるけど、中身はキレる。じゃなかったら副会長になれるわけがねえ。なあ、テメエは知ってるんだろ？　この学園の体育祭には二つのジンクスがあることを」

「………」

「今までの体育祭の記録を調べればわかる。一つ目のジンクスはこうだ。『現役の生徒会長が総大将になった組は、その年の体育祭で間違いなく勝利する』」

「………」

「そして、二つ目のジンクスは──『体育祭で勝利した組の総大将が選挙に出馬した場合、必ず当選する』。それが体育祭における二つのジンクス。ここ数十年の体育祭を見ると、その傾けい向こうが強いことがわかる。これがどういうことだか、わかるよな？」

「──もちろん」

　はっきりと、ルナは頷いた。

「凛りん多だ千夏は現生徒会長。ジンクス通りに行けば、会長が総大将になれば今年の白組は絶対に勝つ。そして、白組が勝てば会長は今年の選挙でも当選する」

「そうだ。それがテメエの狙ねらいだろ、副会長？　ジンクス通りに行けば会長が白組の総大将になれば選挙でも勝てる。だからテメエは会長を総大将にしようとした。体育祭を利用して、凛りん多だ愛あい梨りを完かん璧ぺきに叩たたき潰つぶすためにな」

「でも、それは所しよ詮せんジンクスでしょ？　そんなもの当てにはならない」

「ふざけんな。たとえば、この国の政界にだって『知事経験者は他の都道府県の知事選に出馬しても勝てない』なんてジンクスがある。しかもそのジンクスはもう五十年以上も破られちゃいねえ。案外バカにできねえもんなんだよ、ジンクスってヤツはな」

　淡々とだが、周囲の生徒に伝わるように北ほく斗とは言った。

　もちろん、北斗はそんなジンクスのこともルナの策さく略りやくも知らなかった。

　すべてはチェルシーが書いた脚本ブツク。

　だが、よく考えてみればそんなジンクスがあってもおかしくはないのだ。生徒会長が総大将になれば、その組の生徒のモチベーションは高まり、体育祭で勝利する可能性が高くなる。七千人の頂点に立つ生徒会長には、それほどの影響力パワーがある。

　さらには体育祭で総大将として活躍すれば自軍──つまり、全校生徒の約半数の人気を得ることができる。もちろん、それは選挙の結果にも直結。

　だからこそ、勝利した組の総大将は選挙戦で有利なんだ。

　そして、千ち夏なつはその両方の条件を満たしている。つまりこれは限りなく千夏に有利な勝負。

『まあ、これが白しら玉たまルナのやり方だよ』

　不ふ機き嫌げんそうにチェルシーは吐き捨てた。

『去年の選挙で、あいつ以外の副会長立りつ候こう補ほ者しやは二十人ほどいたが、ほとんどが選挙期間中に辞退した。間違いなく、あいつが裏で何かしたんだろうな。脅きよう迫はく、賄わい賂ろ、策さく謀ぼう、協働、裏切り、罠わな……勝つためなら手段を選ばない。可愛かわいい顔でふざけた格かつ好こうをしているが、あいつの腹の中は真っ黒だ』

　ひょっとしたら、チェルシーはルナのことがあまり好すきじゃないのかもしれない。言葉の端はし々ばしから敵意がビンビン伝わってきた。

「なあ、副会長」

　そして、再び。

　北斗は脚本ブツクを代だい弁べんする。

「俺の彼女をナメんなよ」

「………」

「テメエは凛多を嵌はめようとしやがった。生徒を盛り上げるなんて建前を持ち出して、絶対に勝てない戦いを受けさせようとした。けど──テメエは甘い。なぜだかわかるか？」

「………」

「わからねえなら教えてやる。テメエらの敵は、凛多愛梨だぞ？　思い出せ。コイツは全校生徒が見てる前で、あの凛りん多だ千ち夏なつにケンカを売った女なんだよ。第一次投票の前に全校生徒からズタボロに批ひ判はんされても、あきらめなかった女なんだよ。そんなヤツがこの程度の逆境で怯ひるむと……ましてや敗けると思ってんのか？」

　そう、それこそがチェルシーが作り出プロデユースした愛あい梨りのキャラクター。

　たった一人で七千人の頂点に立つ生徒会長に戦いを挑んだ女の子。

　それが、愛梨のキャラクターであり、本質だ。

　だからこそ。

「なあ、凛多。おまえはどう思う？」

　最高のタイミングで、北ほく斗とは愛梨にパスを出した。

「……はふぅ」

　話題を振られて、愛梨はやれやれといった感じで息を吐いた。もう一ヵ月以上一緒に過ごしてきた北斗にはわかる。今の仕草は演技だ。

　思えば、愛梨は今朝いつも以上に眠そうだった。きっとあれは、昨日徹夜で脚本の練習をしていたから。

　それなら──。

「──上等です」

　迎え撃つ準備はできている。

　戦う覚かく悟ごは、決まっている。

「それが、私の答え。凛多愛梨の答えですよ、先輩。私がこの程度の逆境で怯むわけがないでしょ？　むしろ、かかって来いって感じですね。私は千夏の人気にも、副会長の策さく略りやくにも、敗けません。私が体育祭を面白くしてみせます。生徒のみなさんを楽しませてみせる。そのためなら──」




　紅あか組ぐみの総大将に、なってやろうじゃないですか。




「もちろん、千夏。あなたにも敗けるつもりはありませんよ。あなたは学園の歌姫。私よりよっぽどキラキラしている。でも、私はあなたよりもギラギラしています。勝利に飢えているんです。だから体育祭でも、選挙でも、私が勝ちます。ここにいる葛くず原はら先輩と一緒に、勝利を掴つかんでみせます。それでも私と戦いますか、生徒会長？」

　そう言ってから、愛梨は千夏に向かって右手を差し出した。

　まるで握手でも求めるみたいに。

「──あはっ」

　義妹いもうとの挑ちよう発はつじみた言葉にも、千ち夏なつは微笑ほほえんでいた。

「それでこそあっちゃんだねっ！　あたしたち姉妹なら体育祭を最高に盛り上げられる！　間違いなく瀬せ海かい学園史上最高に面白くてアツい体育祭になる！　そして、あたしだって負けるつもりはこれっぽっちもないよ？　だから、答えはもちろん──ＹＥＳ」

　お決まりのフレーズを口ずさんだ後で、千夏は愛あい梨りと力強く握手した。

　瞬間、大歓声。

　今まで黙っていた生徒たちが一気に騒さわぎ出だす。

「やるじゃんジミ子こ！」「今年は紅あか組ぐみが勝つな」「は？　バカ言うな。白組の総大将はちなっちゃんだぞ？」「会長は敗けないわ！」「つーか、クズ先輩かっけー」「さすがアニキ！」「副会長は相変わらず黒いな……」

　様々な主張、意見、感情が飛び交い、場の空気を燃焼させる。

　だが、声を聞く限り──愛梨と千夏への声援は互角のように思えた。

　これがチェルシーの書いた脚本ブツク。

　敵側のルナが立てた策さく略りやくを逆に利用し、愛梨のキャラクターをより生徒たちに印象付けた。言ってしまえば判ほう官がん贔びい屓きなのだが、愛梨の人気は上がるだろう。千夏の人気が圧倒的だからこそ、彼女に立ち向かう愛梨に生徒は感情移入しやすい。

　これなら、愛梨も十分体育祭で自軍のモチベーションを上げられる。

　そして、体育祭で勝利すれば──爆発的に得票数が増える。それは二つ目のジンクスを見てもわかることだ。

　しかし、一つ目のジンクスを信じるなら千夏が勝つ可能性も高い。

　そういう意味では、かなりリスキーな賭かけなのだが──。

「──ははっ」

　思わず、北ほく斗とは微笑んでしまった。

　身体からだを貫くのは、高揚感。

　脳内でアドレナリンが分泌されているのを感じる。やってやる、やるしかない、やってやろうじゃねえか。心の中で混じり合う不安と興奮。しかし、そんなスリルを楽しんでいる自分が間違いなくいた。

　──ああ、この感覚だ。

　ずっと欲しかったのは、このどうしようもない愉たのしさ。チリチリと身体を焦がす衝動。自分が生きているっていう燃えたぎるような実感。三年前に千夏に選挙で負けて以来、北斗はこの感覚をずっと忘れていた。思い出すことができなかった。

　けれど、愛梨がそれを思い出させてくれた。

　だったら──戦うしかない。

　劇場型恋愛。

　愛あい梨りの恋人として、体育祭で勝利し、第二次投票で千ち夏なつを打倒するしかない。

「でもね、あっちゃん」

　しかし。

　北ほく斗との気持ちを遮るように、千夏は握手をしたままで愛梨に話しかけていた。

「あっちゃんは一つ勘かん違ちがいしているよ？」

「……どういう意味です？」

「簡単だよ。あたしたちが争うのは体育祭や選挙だけじゃないってこと。あたしは、恋愛でも敗けるつもりはないから」

　その言葉に。

　沸ふつ騰とうしていた観客たちが一瞬で凍りついた。

　もちろん、それは北斗や愛梨……そして、シナリオライターであるチェルシーも一緒。さすがの彼女もこの展開は予想していなかっただろう。

　だって、千夏は学園のアイドル。

　この超巨大学園の頂点に立つ絶対君主。

　そんな彼女の口から『恋愛』なんて単語が出るなんて……。

「そう、あたしは恋愛でもあっちゃんに敗けるつもりはないの。だって──」

　静まり返った場で、ただ一人。

　にこやかに微笑ほほえんだ千夏は、北斗のことを見つめながら……。




　この瀬せ海かい学園を揺るがす、爆弾を落とした。




「あたしも、問題児くんが──北斗のことが大好すきだから♪」









　第三話　　限界破裂






『もしもし？　元気かな、にぃ！　電話をかけたけど留守電になっちゃったから、メッセージを残すね？　今朝はビックリしちゃったかな？　あたしとあっちゃんが体育祭で白組と紅あか組ぐみの総大将をやることになっちゃったしさ。けど、あたしは後悔してないよ？　きっとああした方が体育祭も選挙も盛り上がるもん！』




『ところで、にぃ。あっちゃんともうデートはした？　手は繋つないだ？　キスはした？　抱きしめた？　あたしにしてくれたみたいなことを──あっちゃんにも、したのかな？』




『あっ、ごめんね、にぃ。いきなり変な質問して。それに、今朝のことも怒ってるでしょ？　ごめんね。北斗なんて、呼び捨てにして。でも、にぃって呼ぶわけにもいかなかったし、ああするしかなかったんだ。今朝のことでにぃにも色々と迷惑をかけちゃったと思う。あたしがあんなことを言ったせいで学園中が大騒さわぎになっちゃったし、あたしもみんなからいっぱい質問されたよ。でも、あたしはみんなに言ったんだ。「別にあたしに好すきな人がいても不思議じゃないでしょ？」って。安心して。もちろんにぃとあたしが双子だってことはバラしてないから』




『そう。あたしがにぃのことを好きだって気持ちは変わらない。それに、もう抑えられないよ。この前三年ぶりににぃと兄妹きようだいとして逢あってから……おかしいんだ。胸が痛くて張り裂けそうで……今まで以上に、にぃのことを考えてる。毎晩にぃの夢を見る。ずっと、ずっと、ずっと……にぃがあたしの中から出てってくれない』




『好きだよ、にぃ。好き、好き、好き、好き、愛してる。にぃもあたしと同じ気持ちだよね？　双子のあたしにはわかるよ。にぃの中からも、あたしが出てってくれないんでしょ？　ふふっ、だいじょーぶっ。にぃは何も間違ってないよ？　あたしはにぃのものだし、にぃはあたしのもの。それだけは絶対に変わらない。変えさせない。これからもず～っと、にぃはあたしだけのもの』




『だから、あっちゃんににぃは渡さない』




『たとえどんなことをしても、あたしはにぃの心を手に入れる』









　第四話　　大迷惑







・今　年　の　体　育　祭　が　修　羅　場　す　ぎ　るPart1



　それが、北ほく斗とが復学した日に《セカイネット》に誕生したスレッド。そのスレッドはわずか数時間で書き込みが爆発的に増加し、放射能を浴びたゴジラのごとく急成長。もちろん書き込みの大半は今朝の出で来き事ごとについて。

　千ち夏なつと愛あい梨りが今年の体育祭で紅白両組の総大将を務めるということ。

　そして、突然千夏が北斗に告白したこと。

　千夏の宣言通り、その映像は昼休みに全校放送テレビでオンエアーされ、学園を狂乱の渦へと叩たたき込こんだ。無理もない。体育祭の総大将が現生徒会長の千夏になっただけでも驚きなのに、あろうことか彼女は北斗に告白してしまったのだ。

　しかも、北斗は千夏の妹である愛梨の恋人……ということになっている。

　つまりは、三角関係。

　校内一の問題児である葛くず原はら北斗と生徒会長の妹である凛りん多だ愛梨の交際は驚きよう愕がくの新展開へと突き進み、学園は阿あ鼻び叫きよう喚かん。

『体育祭がエライことになってきたｗ』『俺のちなっちゃんがあああああ！』『会長とクズ先輩ってどういう関係？』『北斗って呼び捨てにしてたよね？』『まさか、元カノ？』『でも、今の彼女はジミ子こなわけで……』『それ、なんて修羅場ｗｗｗ』

　ネット上にはそんなコメントが溢あふれかえっている。

　当然、北斗や愛梨もただじゃ済まなかった。休み時間になると事情を聞きたい生徒や新聞部が押し寄せてきたし、狂信的な千夏ファンに襲しゆう撃げきされかけ、果ては放課後に教師に呼び出されもした。

　それでも、なんとか学園からの脱出に成功。

　その後、いつもより大分遅い時間にマンションへと帰宅したのだが──。

「……オイ、これは何のマネだ？」

　時刻は六時半すぎ。

　北斗がマンションのロビーに入った瞬間、待ち構えていたのはチェルシー。そのまま愛梨の部屋のリビングへと引っ張り込まれてしまった。

　そして、北斗は今椅い子すに座らされている。

　しかも手は後ろに回されてロープでがっちり拘こう束そく。足首も椅子の脚に縛しばりつけられている。リビングに入った途と端たん、愛梨たちが有無を言わさず緊縛してきたわけで……。

「では、これより被告人──葛原北斗の裁判を開廷する」

　拘こう束そくされた北ほく斗との前に佇たたずむチェルシーが言い放った。

　その隣では、愛あい梨りが真剣な表情で北斗を見つめている。

「まずは今朝の事件の反省会だ。わたしの脚本ブツクは完かん璧ぺきだった。あのファッションモンスターの策さく略りやくをぎゃふんと利用し、愛梨の立ち位置をより生徒にアピールできた。もし愛梨が紅あか組ぐみを勝利に導けば、第二次投票で千ち夏なつの得票数を逆転できるかもしれない」

「グッジョブです、裁判長」

「ありがとう、愛梨。だが、問題が起きた。そうだろう、不良少年？」

　ふみっと、チェルシーは北斗のフトモモにちっちゃな足を乗っけながら言った。

「この記事を見ろ。これはうちの新聞部が今日の放課後にバラまいた号外だ。内容は千夏へのインタビュー。この記事によると千夏は『あたしは北斗のことがずっと好すきだったの。生徒会長だからって恋愛しちゃダメなわけじゃないでしょ？　あっ、詳しいことは副会長のスターダストさんに聞いてください』と赤裸々に語ったそうで……！」

　ぷるぷると。

　チェルシーは号外の記事を持ったままで震えてから、




「ふざけんにゃああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっ！」













　うがーっと、号外をビリビリに破いてしまった。

「なんなんだあの天然ボケは!?　また美お味いしいところをかっさらってわたしの脚本ブツクを台無しにして！　おまけにこの号外のおかげで生徒会……というか、わたしに問い合わせが殺到だ！　何が『スターダストさんに聞いてください』だ！　わたしはあいつのマネージャーか何かか!?　あと、わたしを名字で呼ぶのも禁止ぃ─────っ！」

「裁判長、落ち着いてください」

「無む茶ちやを言うな愛あい梨り！　千ち夏なつとルナを見ればわかるだろうが、うちの生徒会は変人の巣そう窟くつなんだぞ!?　だから、いつも尻しり拭ぬぐいをするのはわたしで……わたししかいなくて……あぅうっ、お腹なかが……ストレスから来る神経性胃炎が……」

「裁判長、お薬です」

「ううっ、すまない、愛梨……わたしの味方はきみだけだぁ……っ」

「裁判長、よしよし」

　およおよと涙目になりながらも愛梨に頭を撫なでられるチェルシー。どうやら日頃から千夏やルナに振り回されていたらしい。その姿には中間管理職のサラリーマンよろしく哀愁が漂ただよっている。

「では、裁判長。被告人質問を開始します」




「……なあ、凛りん多だ。いい加減法ほう廷ていドラマごっこはやめに──」

「よし！　手加減するなよ凛多愛梨検けん察さつ官かん！　生なま爪つめを二～三枚剥はがすくらいなら許可するぞ！」

「………」

　ひょっとしたら、今から始まるのは魔女裁判ばりの異端審問なのかもしれない。早くも北ほく斗とは胃薬を分けてもらいたくなってきた。

　けど、チェルシーたちが慌あわてるのもわかる。それほどまでに今日の千夏の告白は予想外だった。北斗だって現状に戸と惑まどっていて……。

「単刀直入に訊ききます、先輩」

　椅い子すに座った北斗の前に移動してから、愛梨は訊たずねてきた。

「千夏とは、一体どんな関係なんですか？」

「……悪い。それだけは、言えない」

「言えない？　つまり先輩と千夏は以前から面識があったんですね？　ひょっとして、先輩は千夏サイドの人間なんですか？　だとしたら私とちぃちゃんを騙だまして……」

「そんなわけねえだろ！　俺は本気でおまえらの手伝いがしたくて……！」

「では、答えてください。千夏とは過去に何があったんです？　どうして今日千夏は先輩に告白してきたんです？」

「そ、それは……」

「……どうやら、何か言いづらい事情があるみたいですね」

　沈ちん黙もくする北ほく斗とを見ながら、愛あい梨りは「しゃーないですね」と呟つぶやいた。

「裁判長、例のブツを」

「うむ。任せろ」

　愛梨の指示を受けて、とことこリビングから出ていくチェルシー。数分後、戻ってきた彼女の腕に抱かれていたのは……。

「にゃ～」

　艶つやのいい毛並みを持った黒猫。

　愛梨の飼い猫である、ニャンザブローだった。

　ちなみに、北斗は先天的な猫アレルギーである。

「……オイ、凛りん多だ。まさか……」

「ビンゴです。真実を喋しやべらない場合は、この子を使って先輩を拷ごう問もんします」

「ご、拷問って……！」

「行け、ニャンザブロー！　十万ボルトだ！」

「世界を代表する電気ネズミみたいなことやらせんな！　つーか、落ち着け！　俺は猫アレルギーで……」

「じゃあ、秘密を喋ってください。とっとと白状しやがらないとニャンザブローのぷにぷに肉球パンチがあなたのハートをブレイクしちゃいますよ？」

　チェルシーからニャンザブローを受け取った後、その前足を使って綺き麗れいなワンツーを繰り出す愛梨。傍はたから見たら女の子が飼い猫と戯れている凄すさまじくハートフルな光景だが、猫アレルギーの北斗にとっては死活問題。早速、鼻がムズムズしてきた。

　けど、言えるわけがなかった。

　もちろん、真実を話せない罪悪感はある。それでも話せるわけがない。

　凛多千ち夏なつと葛くず原はら北斗。

　自分たちが双子の兄妹であること。

　そして、異常な関係であることを愛梨に話すのだけは……。

「……どうしてですか？」

　寂しそうに、愛梨は黒猫をぎゅっと抱きしめながら言った。

「どうして話してくれないんです？　今朝、千夏は先輩のことを『北斗』って呼び捨てにしていましたよね？　しかもすごく親しそうに。やっぱり、ウワサ通り二人は付き合っていたんですか？　千夏の、恋人だったんですか？」

「………」

「……そうですか。先輩は何も話してくれないんですね……」

　顔を俯うつむかせたままで、愛あい梨りは掠かすれた声を出した。

　その姿はひどく悲しそうだが……。

「凛りん多だ。嘘うそデレはやめろ」

「ちぇっ。バレましたか」

　北ほく斗とが追つい及きゆうした瞬間に、愛梨は顔を上げて「はふぅ」と息を吐いた。

「『彼氏に裏切られて泣きそうな彼女』を演じれば先輩もカツ丼を提供された犯人のごとく泣きながら自供を始めると思ったのですが、そこまでちょろくはありませんでしたか」

「いつもおまえにからかわれてるから、耐性がついたんだよ。……いや、さっきのはギリギリまで演技か本気かわからなかったけど」

「当然です。だって、半分くらいマジでしたから」

「えっ……」

「必殺、ニャンザブローリングサンダー！」

「ぬぉおおおおおおおおおおおやめろ凛多！　マジでシャレになら……へぶしっ！　クシャミがへぶしっ！　止まらへぶしっ！」

「おやおや。天下のクズ先輩が、キャラを立てるために無理やりおかしな語尾をつけたラノベのキャラみたいになってしまいましたね。さあ、ニャンザブロー。あなたの魅み惑わくのもふもふボディで先輩をメロメロにしちゃいましょう。えいえい」

「にゃああああああああああああっ!?」

　ぎゅううううっと黒猫を顔面に押しつけられて悲鳴を上げる北斗。その叫びに驚いたのか、ニャンザブローがぱしぱしと猫パンチを放ってきた。猫アレルギーの北斗にとっては地獄。魂の方も天国に旅立ってしまいそう。

「──愛梨」

　十数秒間、猫地獄が続いた後で。

　チェルシーがさきほどとは違う真剣な声で言った。

「今は不良少年を追及するのはやめよう」

「えっ、でも……」

「これだけされて何も言わないということは、よっぽど言いづらい理由があるんだろう。思えば、不良少年と千ち夏なつは同じ中学の出身だった。だったら、そこで何かがあったとしても不思議じゃない。それに、愛梨だって本気で不良少年が千夏サイドの人間だと疑っているわけじゃないだろう？」

「……そんなの、当たり前です」

　黒猫を胸に抱きしめながら、愛梨は告げた。

「私だって、この一ヵ月間先輩の恋人を演じてきたんです。先輩が私たちを裏切る人じゃないってことくらい、わかります」

「だったら、不良少年と千ち夏なつの関係については少し保留しよう。わたしだって気にならないわけじゃないが、これ以上踏み込んでわたしたちの関係が破は綻たんしてしまっては元も子もない。それよりも、今はもっと重要な問題がある」

「問題、ですか？」

「うむ。不良少年と千夏の間に何があったかはわからない。だが、千夏は不良少年に告白してしまった。まずはそれをどうにかしなければいけない。そうだろう、不良少年？」

「……ああ。悪い、チェルシー」

　息も絶え絶えになりながらも、北ほく斗とは理解を示してくれたチェルシーに頭を下げる。

　愛あい梨りは「むぅ」とご機き嫌げんナナメだったが、今のセリフを聞く限り北斗のことは信頼してくれているんだろう。彼女の気持ちに、北斗の胸はチクリと痛んで……。




『がんばれ！　がんばれよ凛りん多だああああああああああああああああああっ！』




「あ、誰かから電話がかかってきました」

「だからその着信音はやめろよな!?」

　シリアスな空気が台無しじゃねえか！　と椅い子すに拘こう束そくされたままで叫ぶ北斗を余よ所そに、愛梨はスカートのポケットからスマホを取り出してから、

「もしもし？　冬とう華かさん？」

　電話の相手は北斗の妹である冬華。もしかしたら今朝の事件のことで電話をかけてきたのかもしれない。冬華は自分の兄と愛梨が付き合っていると思っているわけだし、事情を聞きたがっても不思議じゃない。

「え？　私の部屋の前にいるんですか？　……はい。ちょっぴり待ってください。今、鍵を開けます」

　電話を持ったままで、愛梨は黒髪とリボンを揺らしながら玄関へと向かった。

　どうやら冬華が訪ねてきたみたいだが、

「やっほーっ！　あっちゃん！」

　そこで玄関の方から聞こえてきたのはやたら元気のいいシャウト。もちろん、北斗には声の主が一発でわかった。

　凛多千夏。

　まさかの生徒会長の登場であった。

「なっ……なんであいつが凛多の家に!?」

　驚きよう愕がくする北斗を余所に、玄関からは「んじゃ、お邪魔するね～」という千夏の声が響いてきて、

「くっ……！　不良少年。とりあえず、わたしは隠れることにする。わたしが愛梨の家にいるという事実を千ち夏なつに知られてはマズいからな」

「お、おう。下へ手たをすればおまえと俺たちが裏で繋つながってるのがバレ……って、ちょっと待て。おまえが隠れるってことは、俺の縄は誰が解ほど……」

「では、健闘を祈る」

「テメエええええええスターダストぉおおおおおおおっ！」

　千夏に聞こえないように小声で叫ぶ北ほく斗とだったが、チェルシーは「わ、わたしを名字で呼ぶなっ！」とプンスカ怒ってから、ベランダのカーテンの陰にフェイドアウト。ベージュ色の大きなカーテンは副会長のミニマムボディを物の見事に隠していた。

「ごめんなさい、愛あい梨り。私が下校してたら生徒会長たちとばったり会って、そしたらあなたの部屋に行きたいって言い出して……」

「謝らないでください冬とう華かさん。千夏がマイペースなのは今に始まったことじゃありませんから」

　まずリビングへと入ってきたのは愛梨と冬華。千夏がいるせいなのか、冬華の口調は優等生モードだったが、

「えっ……」

　リビングに入った途と端たん、冬華と椅い子すに拘こう束そくされた北斗の視線がモロにランデブー。

　──数秒間。

　兄妹の間に気マズい沈ちん黙もくが流れた後で、

「な、何してるのお兄ちゃん!?」

　兄の緊縛現場を直視したせいなのか、冬華の口調は自宅モードに戻っていた。

「なんで愛梨の部屋で手足を縛しばられてるの!?」

「落ち着け、妹。これにはわけが……」

「わけって何よ！　冬華、お兄ちゃんのこと心配してたのよ!?　今朝は会長に告白されてたし、学園でトラブルに巻き込まれてるんじゃないかって！　なのに、こんなことをしてるなんて……！」

「冬華……」

「そういうプレイが好すきなら、冬華に言ってくれればよかったのに！」

「おまえの気遣いの方向性は大分間違ってるぞ！」

　兄を縛りあげる妹とか嫌すぎる。

「わわっ、なんだか面白いことになってるね！」

　続いてリビングに入ってきたのは千夏。そして、その後ろにいるのは……。

「……虎とら？」

　白と黒の縞しま模も様ようを持った直立二足歩行する虎のキグルミである。今朝北斗が見た鮫さめ同様、口からは顔が覗のぞいている。当然中身は副会長の白しら玉たまルナだ。

「ところで、千ち夏なつ。どうして私の家に？」

「えへへ。るっちゃんと下校してたら偶ぐう然ぜん問題児くんの妹ちゃんと会ってさ。ちょっと問題児くんとお話ししたいことがあったから、お家うちにお邪魔させてもらうことにしたんだけど……着いたら本人がいないんだもん。そしたら妹ちゃんがあっちゃんの家にいるかもしれないって言うから」

「なるほど。だから私の家に来たわけですか。ところで、白しら玉たまさん。キグルミが今朝と違うようですが」

「ルナシリーズの[image: ]１９１──ホワイトタイガー。これも被ひ服ふく部の衣装テスト。決して着たくて着てるわけじゃ……」

「るっちゃん、萌もえ！」

「ひゃ、かいちょー、だから、そんなに、さわっちゃ、きゃう」

　バタバタと暴れるホワイトタイガーを抱きしめる千夏。

　そして、彼女は副会長をぎゅっとしたままで、

「でも、あっちゃんのお家うちに来れて嬉うれしいな～。あたし、ここに来たのは初めてだし。ところであの黒猫くんは？　ここにいるんでしょ？」

「たぶん出てきませんよ。なぜかニャンザブローはあなたに懐きませんでしたし」

「あー、そうなんだよね～。でも問題児くんがいてくれたからいいや！　さっき電話したけど出ないから、こうして会いに来たんだ！」

「電話？」

　その言葉で、北ほく斗とは自分のスマホを鞄かばんに入れっぱなしだったことを思い出した。一度《セカイネット》を覗のぞいてから騒動を見るのが嫌になって、ずっと放り込んでいたのだ。

「千夏。私もあなたに訊ききたいことがあります」

「わわっ、何かな？」

　向かい合う姉妹。

　愛あい梨りはいつものクールな態度だが、その表情は少し硬い。

　対して、千夏はにこやかに微笑ほほえんでいて考えが読みづらい。

「今朝あなたは先輩に告白しました。どうしてです？」

「もちろん、あたしも問題児くんが──北斗のことが好すきだからだよ？」

「呼び捨てにするんですね」

「あはは、だって北斗とは付き合いが長いもん。あっちゃんこそ、どうして北斗を縛しばってるの？」

「ちょっとしたジョークに先輩が付き合ってくれただけです。ま、遊びみたいなものですよ。私たちは、現在進行形で付き合っていますから」

「ふうん。あっちゃんと北斗は仲良しなんだね～。でも、あたしだって北斗との間には色々あったよ？」

「ま、待ってください！　会長と兄さんが知り合いだったなんて、妹の私ですら知りませんでしたよ？」

　再び優等生モードになった冬とう華かが口を挟んだ。

「別に不思議じゃないでしょ？　妹ちゃんは北ほく斗との家族だけど、家族だからってなんでも話すってわけじゃないし」

「………っ。少し質問させてもらってもいいですか、会長。ウワサではあなたと兄さんは昔恋人同士だったんじゃないかということになっていますが……本当のところ、どうなんですか？」

「んー……」

　どうしようかな？　とも言いたげな視線で千ち夏なつは北斗のことを見つめてきた。そんな彼女を北斗は睨にらみつける。

　すると、千夏は「あははっ」と微笑ほほえんでから。

「ごめんね妹ちゃん！　それは言えないよ。なんだか北斗も言ってもらいたくないみたいだし。でも、北斗はあたしにとって特別な人だよ？」

「「………っ」」

　その言葉に、愛あい梨りと冬華の表情が固まった。

　すぐに二人は北斗に目を向けてくるが、北斗は黙るしかなかった。だって、千夏は自分の双子の妹。ある意味、特別な関係なのだ。

「先輩……」

「兄さん……」

　けれど愛梨と冬華は、その沈ちん黙もくを千夏の言葉に対する肯定だと受け取ってしまった。

「これは、少し話し合う必要がありそうですね」

「ええ、愛梨。私も兄さんの妹として、あなたの友だちとして……会長に訊ききたいことがあるわ。あ、それと、愛梨。あなたが兄さんを縛しばった理由もよ～く理解できたわ」

　ふふふふふっと暗い顔で微笑む偽恋人＆義妹いもうと。

　……女って、怖こええ。

　拘こう束そくされたままで北斗は背筋が凍るような恐怖感を覚えた。いや、普通の人間だったら椅い子すに縛りつけられた時点で結構な恐怖を感じているだろうが──。

「北斗♪」

「！」

　しかし、そんな殺伐とした空気を無視するように、千夏は北斗にダイビングハグをかましてきた。艶つややかな髪から香る柑かん橘きつ系けいのいい匂いが北斗の鼻をくすぐり、愛梨ほど大きくはないがしっかりと女の子している胸がふにゅふにゅと押しつけられて……！

「ちょ、ちょっと！　会長！」

「何をしているんですか、千ち夏なつ」

「え？　抱きついてるんだけど、見てわからない？　それにしても、北ほく斗とに抱きつくと安心するな～。昔はよくこうしてたし」

「[image: ][image: ][image: ]っ。会長。お兄……いえ、兄さんに抱きつくのはやめてください。あなたは生徒の見本となるべき方なんですから、もう少し節度というものを……」

「ねぇ、北斗？　キスしていい？」

「人の話を聞きなさいよねあんた!?」

「ん？　妹ちゃん、今口調が変わらなかった？」

「いっ……いえ、そんなことはありませんわよ」

「ありませんわよ？」

「と、とにかく！　兄さんに抱きつくのはやめてください！　そんなはしたないこと、妹である私でもしません！」

　いや、おまえは昨日の夜中に「お兄ちゃーん！　こんな時間だけどお腹なかすいちゃったのー！　夜食にチャーハン作ってー！」って抱きついてきたよな？　と北斗はツッコミたかったが、千夏のハグが強烈すぎてそれどころじゃなかった。ていうか、胸が。胸が顔に。

「……むっ」

　北斗に抱きついている千夏を見て、愛あい梨りが不満そうに口唇くちびるを尖とがらせた。

「千夏。いい加減先輩から離れてください。先輩は私の恋人なんです。それから、私たちとじっくり話を……」

「その前にあっちゃんのお部屋を見せてよ！　この家に来るのは初めてだから気になるんだよねっ！　主にクローゼットの中身とか！」

「あっ、待ちなさい。というか、どうして私の部屋がそっちだと……」

「わははーっ！　乙女の勘は鋭するどいのだー！」

　北斗から離れた後で、千夏はバタバタと駆かけ出して行った。

　相変わらずハリケーンのようなテンションとマイペースである。

「会長！　話はまだ終おわっていません！」

　すぐに冬とう華かが千夏を追いかけていき、愛梨も「先輩は来ちゃダメですよ私のクローゼットの中身を見ちゃダメですよ見たらお仕置きです絶対絶対絶対ですからねっ」と言い残してリビングから出ていった。

　まあ、いくら釘くぎを刺されようと北斗は身動き一つ取れないわけだが……。

「………」

　かくして、リビングには二人の人間が残された。

　一人は、校内一の問題児こと葛くず原はら北斗。

　もう一人は、さっきからずっと黙っているホワイトタイガー……いや、白しら玉たまルナ。

　正直な話、彼女は千ち夏なつ以上に何を考えているかわからない。

「……なあ、あんた」

　ダメ元で、北ほく斗とはコミュニケーションを試みることにした。

　さすがにずっと縛しばられたままなのはシンドい。

「悪いんだけど、この縄を解いてくれないか？」

「………」

　ジーっと、ルナは北斗を見つめてから、小さく頷うなずいた。

　そのままてくてくと歩いてきて、北斗の脚に巻きついたロープを解いていく。どうやらコミュニケーションに成功したらしい。だが、ルナの格かつ好こうが虎とらなのでなんだか凄すさまじくシュールな光景で──。

「!?」

　なんて、北斗が考えたときだった。両足のロープを解いてくれたところで、ルナが獲物に襲いかかる虎よろしく飛びかかってきて、

「ずっと会いたかった、ルーシー」

　北斗の身体からだを、フローリングに押し倒した。
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「うおっ!?」

　普段の北斗だったらこんなことにはならなかった。仮にも中学時代に空手で全国一になったことがあるのだ。か細い女の子に抱きつかれたくらいじゃ倒れない。

　だが、現在の北斗は後ろ手に縛られて拘こう束そくされている。

　解かれたのは足のロープだけ。しかも、今のタックルは完全な不意打ち。結果、北斗は受け身を取ることもできずに椅い子すから転げ落ちて、

「うっ……」

　お腹なかのあたりに感じるぷにぷにした柔やわらかな感触。

　キグルミスタイルのルナが、マウントポジションの要領で北斗の腰に跨またがっていた。そういえば、彼女は今朝も自分にタックルしてきたような……。

　ていうか、ルーシーって誰だ？

「わからないみたいだから、教えてあげる」

　マウントポジションを取ったままで、ルナが口を開いた。そのままキグルミのお腹のあたりから一冊の漫画雑誌を取り出す。どうやらカンガルーよろしくお腹にポケットがあるらしい。カンガルーよりは某猫型ロボットに近い気もするが。

「これはわたしが愛読している少女漫画雑誌の今月号。これにはわたしが尊敬してる漫画家さんの連れん載さいが載ってるの」

「連載？」

「タイトルは、『爆殺魔法少女シャンデリヤ・ルーシー』」

「………」

　この世の終おわりが来たとしか思えないタイトルだった。

　よくそれで出版社の編集会議を突破して連載に漕こぎつけたものだ。

「ストーリーはシンプル。ある日、何の変哲もないただのヤンキーである主人公が、謎なぞの天使の力によって魔法少女シャンデリヤ・ルーシーに大変身。そのまま彼は悪の組織と戦うことに」

「どう考えても支し離り滅めつ裂れつじゃねえか」

　とてもじゃないがシンプルなストーリーには思えない。

　ルナが見せてきたページに目を向けると、金髪ヤンキーな男の子が甘ロリチックな衣装を身に纏まとい、釘くぎバットでバッタバッタと敵をなぎ倒していた。凄すさまじい内容である。魔法少女なのに身体からだが男のままなところが特にヤバい。

「……ん？」

　しかし、北ほく斗とは気付いた。なんだかこの絵柄、やけに見覚えがある。それに主人公であるルーシーがどことなく自分に似ているような。ていうか、この作者のペンネーム……朝比奈鈴蘭って、まさか……！

「そう、あなたのママ」

「だぁああああああああああああああっ!?」

「やっぱり、知らなかった？」

「当たり前だ！　知ってたら全力で止めてるよ！　主人公のモデルがどう考えても俺じゃん！」

「巻末の著者コメント欄にもそう書いてある。『ルーシーのモデルは息子です。すまん、息子よ！』」

「できれば紙面でやる前にダイレクトで謝罪して欲しかった！」

「自分のママが描いてるのに読んでないの？」

「いや、家に献本とかは届くけど……親が書いてる漫画とか恥はずかしくて読んでなかったんだよ。他の人が描く少女漫画は好すきだけどさ」

「なら真実を知れてよかったね」

「できれば墓はかの下まで持って行って欲しかったけどね！」

　元々、『一年以内に彼女をつくれなければ家から追い出す』なんてハチャメチャなオーダーを息子に押しつけた母親だ。感性が大分ぶっ飛んでいるとは思っていたが、まさかここまで破天荒な漫画を連れん載さいしていたとは。

「つーか……テメエ、なんで朝あさ比ひ奈な鈴すず蘭らんが俺の母親だってわかった？」

「わたしは生徒会副会長。生徒の個人情報をある程度把は握あくできる。あなたの家族構成についての書類を見たら、母親の職業欄に漫画家って書いてあった。しかも、『シャンデリヤ・ルーシー』の主人公はあなたそっくり。それで、確信した。あなたのママは朝比奈先生」

「……なるほど。テメエが非合法っぽいことをやって俺の母親の職業を突き止めたことはわかったよ。けど、なんで俺を押し倒した？　どうして俺をルーシーって呼ぶ？」

「え？　あなたは中の人でしょ？」

「違う」

「ねぇ、ルーシー」

「ルーシーって呼ぶな！　お願いだから現実の世界に帰ってきてください！」

「でも、せっかく大好すきな漫画の主人公のモデルさんに会えたのに……わたし、朝比奈先生の大ファンなの。あの人がデザインする衣装はまさに神がかり。ほら、見てルーシー。今月号の七十三ページのあなたの衣装、とっても可愛かわいいよ？」

　ずいずいっと紙面に描かれたヤンキー魔法少女を指さすルナ。

　──ヤバイ。

　この女、かつて出会ったことがないレベルの変態さんだ。北ほく斗との背筋はシベリアの永久凍土のごとく凍りついていた。なんとかこの状況から逃げ出したいが、鉄壁のタイガーマウントからは脱出不可能。

　これは……一度、ルナのノリに付き合うしかないのか？

「……わかった。この際、握手でも記念撮影でもなんでもしてやる。だから早く俺の身体からだからどいてくれ」

「ほんと？」

「ああ。どうせなら隣の部屋に行って母さんのサインでももらってきてやろうか？　あの人、たぶん家で仕事をしてるはずだし」

「ううん、朝比奈先生のお仕事の邪魔をするのはだめ。だから、サインは後でいい。それに、もっと大事な話がある」

「大事な話？」

　北斗が訊きき返すと、ルナはコクンと頷うなずいてから、

「あなた、わたしたちの仲間にならない？」

「えっ……」

「別に、今すぐ会長の恋人になれって言ってるわけじゃない。ただ、わたしに協力してくれればいいの。ちゃんと報酬も出すから、あなたは凛りん多だ愛あい梨り陣営の情報をリークして」

「つまり……俺にスパイになれって言ってんのか？」

「そう。あなたがスパイになってくれれば、体育祭や選挙を有利に進められる。それに、あなたはとっても優秀。今朝の啖たん呵かはすごかった。まさか生徒会でもないのにわたしのプランを調べ上げて、おまけに利用するなんて」

「いや、あれは……」

　全部チェルシーの書いた脚本ブツクなのだが、さすがにそれをバラすわけにはいかない。

「ともかく。俺はテメエらのスパイなんかにはならねえよ。俺は凛りん多だの恋人だからな。それに、今言ったことを会長は知ってんのか？」

「ううん、知らない。これはわたしの独断。ぜんぶ会長を選挙で勝たせるため」

「おまえ、マジで腹黒いな。名前は白しら玉たまのくせに」

「うっ……」

　なぜか、ルナはシュンと落ち込んだ。

「みんな、そう言う。わたしが腹黒だって。わたしはただ会長を……自分の友だちのお手伝いがしたいだけ。そのために努力することがいけないことなの？　わたしは自分なりにがんばってるだけなのに……」

「それは……」

「わたしは会長みたいに運動神経がいいわけじゃないし、人気があるわけでもない。どっちかっていうと、立場の弱い生徒だった。それでも会長の力になりたかったの。だから一生懸命色々考えて、ここまで這はい上あがってきた」

「………」

「なのに、みんなひどい。《セカイネット》でも『副会長ってゲスだよなｗ』『副会長としてはすっげえ優秀だけど、ゲス』『でも逆にそこがいい！』『ああいう人ほど自分の恋人の前では素直になりそう。ゲスだけどね』『ゲ・ス・デ・レｗｗｗ』とか言われて……」

「なんか、おまえも苦労してんだな……」

「……わかってくれるの？」

「まあ、俺も色々あったし」

　同じく《セカイネット》で批ひ判はんされていた北ほく斗とには、ルナの気持ちが少し理解できた。北斗だって、ネット上で顔も名前もわからないヤツらから散々クズと呼ばれてきたのだ。その辛つらさは痛いくらいにわかる。

　本当は自分以外の誰かの中身なんて簡単にはわからないのに。

　ほんのわずかな第一印象だけで他人の性格を決めつけて、面白がって批判するのはよくない。きっとルナも、ネットの匿名性が生んだ誹ひ謗ぼう中傷の被害者で……。

「そう……わたしはゲスなんかじゃない」

　ふるふると震えながらも、ルナは言った。

「確かに、ほんのちょっぴり悪いこともしたけど」

「えっ……」

「去年の生徒会総選挙で、わたし以外の副会長立りつ候こう補ほ者しやの情報を徹底的に調べ上げて、軽く脅したり、仲間に引き入れたり、罠わなに嵌はめたりして、全員辞退に追い込んだけど」

「………」

「去年そんなことをしちゃったからみんな怖がって、今年の選挙の副会長立候補者はわたし以外誰もいなかったけど」

「………」

「どうしてもルーシーに会いたかったから、会長に『今日、葛くず原はら北ほく斗とに会いにいこ。そうすれば告白の返事が聞けるかもしれないし、突然登場すれば凛りん多だ愛あい梨りを動揺させられるよ？』って言って、まんまとこのマンションに潜り込んだけど……違うの！　わたしはゲスなんかじゃないの！」

「どう考えても救いようがないゲス野郎だよなテメエ!?」

　真っ黒。

　名字は白しら玉たまのくせに、中身は糖分ゼロのＢＬＡＣＫである。

「ひどい……辞退した人たちには、報酬として予算会議とかで色々優遇してあげたのに……ルーシーまでわたしをいじめる……」

「だから俺はルーシーじゃねえ」

「今月号の八十二ページですっごい活躍してるのに。ほら、見て？　釘くぎバットで敵キャラの側頭部を滅多打ちにしてるよ？」

「やめろ！　人の親が描いたグロ漫画を見せつけんな！　つーか、いい加減話を戻すぞ！　俺はスパイになるつもりはない！」

「うっ……わかった……」

　キグルミスタイルでしょんぼりするルナ。その姿は不覚にも可愛かわいく見えたが、騙だまされちゃダメだ。中身は腹黒。千ち夏なつの右腕にして策さく略りやくを企くわだてるブレインである。

「わかったなら、早く俺の上からどけ」

「もちろん。でも、その前に記念撮影しよ？　さっきあなたもそう言ってくれたでしょ？」

「まあ、それぐらいなら」

「ありがと。じゃあ、準備するね？」

　えへっとルナはほんわか微笑ほほえんでから──北斗のシャツに手をかけた。

「……オイ、待て。なんで俺のシャツに触る？」

「だって、お着替えしないと」

「着替え!?」

「記念撮影するならそれぐらいしないとめーでしょ？　だいじょうぶ。昨日徹夜してルーシーの衣装を作ってきたから。よかったね、これであなたも魔法少女になれる」

　ぶわっと、北ほく斗との全身から大量の脂汗がふき出した。

　だが、ルナはシャツのボタンに手をかけて、

「──って、マジで脱がす気か!?」

「うん。じゃないと着替えられないし……んしょっ。シャツのボタンは全部外せたから、次は……」

「次は？」

「……下？」

「したああああああああああああああああっ!?」

「そ、そんなに叫ばないで。わたしだって……は、恥はずかしいんだからっ」

「だったら顔を赤くしながら俺を脱がそうとするな！」

「でも、ルーシーもさっき記念撮影してくれるって言ったでしょ？　さっきの会話はスマホのアプリで録音しておいたから、証しよう拠こもばっちり。……もう、逃げられないよ？」

「ゲスぅうううううううううこのゲス子こぉおおおおおおおおおおおっ！」

　必死に抵抗する北斗を無視するように、ルナは「わぁ、これが男の子の身体からだなんだ」と照れた口調で呟つぶやきながら、羞しゆう恥ち心しんに震える手で制服のズボンに触れてきた。

　……助けて。

　今まで何人ものヤンキーを倒してきた北斗だが、目の前にいる女の子はヤンキーの百倍怖い。ああ、俺はこのまま脱がされて魔法少女にメタモルフォーゼさせられるのか。しかも虎とらのキグルミを着たメガネっ子に……。

　そんな感じで、北斗があきらめかけた──その瞬間だった。

「いい加減にしろこのファッションモンスタぁ───────っ！」

　横から飛んできたちっちゃな影が、北斗の上に跨またがったルナに強烈なジャンピングエルボーをお見舞いしていた。

　その正体は、チェルシー・スターダスト。

　もう一人の副会長の登場であった。

「あぅ」

　エルボーを受けてゴロゴロ転がりながらも、ルナはすぐに身体を起こした。どうやらキグルミを着ていたおかげでダメージは少なかったようだ。

「……スターダスト？　なんであなたがここに？」

「うるさい！　わたしを名字で呼ぶな！　きみこそ何をしている！　まさか後輩の彼氏の服を無理やり脱がせるとは……！」

「べ、別に好すきで脱がせたわけじゃないっ。これはふかこーりょく。ルーシーが本当の魔法少女になるための儀ぎ式しきなの」

「ふん。相変わらずきみは少女漫画フリークだな」

「余計なお世話。それより、あなたこそどうしてここにいるの？」

「簡単だ。わたしは不良少年と同じクラス──つまり、紅あか組ぐみだ。今年の白組の総大将は千ち夏なつだろう？　生徒会総選挙であいつと戦う人間として、今回は凛りん多だ愛あい梨りの味方をしてあげようと思ってな」

「だから……この家で話し合いをしてた？」

「さすが白しら玉たまルナ。察しがいいな。きみと千夏が来たから隠れていたが……いい加減不良少年が哀あわれになって助けることにした。大丈夫か、不良少年？」

「助けてくれてサンキューけど心配する暇があったら早くこのロープを解いてくれ！」

　つーか、元々はテメエらが俺を縛しばったせいでこんなことになってるんだからな!?　と叫ぶ北ほく斗とだったが、相変わらず床に転がされたままなのでいつもの迫力はゼロ。しかも、シャツの前は全開。パンツは大丈夫だが、ズボンはフトモモのあたりまでズレ落ちている。

「ふ、不良少年っ！　そんな格かつ好こうで寝っころがるな！　早く立ち上がれっ！」

「無む茶ちやを言うな！　とりあえず、このロープを解いてくれチェルシー」

「う、うむ。わかった。じゃあ、なるべく見ないように……って、ルナ!?　なんできみはわたしに抱きついてくる!?」

「だめ。服を着せちゃめーなの。まだ記念撮影が終おわってないもん」

「だからってわたしに抱きつくなっ！　ていうか、そのふざけたキグルミはなんだ!?　きみの方こそ服を脱げ！」

「だめ。今日は暑かったから、キグルミの下には何も着てなくて……」

「えっ、ほ、本当か？」

「嘘うそ。簡単に騙だまされるなんて、チェルシーは可愛かわいいね」

「こ、このゲス女ぁああああああっ！　答えろ！　なぜわたしを騙した!?」

「だってわたし、猫を被かぶってる」

「それで上う手まいことを言ったつもりか!?　上等だ！　だったらこのわたしがその猫キグルミを脱がしてやるっ！」

「あっ、だ、だめ、やめて、ちぇるしー、何も着てないのは嘘だけど、この中はすごく暑いから、ぶらとぱんつしかつけてなくて……っ」

　バタバタと絡み合う副会長コンビ。

　チェルシーがルナのキグルミを無理やり脱がせたせいで縞しま模も様ようの下着をまとった上半身が丸見え。チェルシーも暴れているせいでスカートが派手にめくれ上がって……正直、かなり目のやり場に困る……。

「先輩。何をしてるんですか？」

　そこで、聞こえたのは愛梨の声だった。

　北斗が視線を向けると、リビングの入り口で立ちすくむ愛梨、冬とう華か、千夏の姿が。彼女たちの視線は、シャツの前を全開にして、ズボンをフトモモまでずり下ろしたザ・変態スタイルのままキャットファイトを観戦している北ほく斗とに注がれているわけで……。













「………」

　この後。

　なぜか猛烈に怒り出した愛あい梨りと冬とう華かをなだめるのに、十五分ほどかかった。
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「あははははっ。なんだか今日はとっても賑にぎやかだねっ」

　愛梨の家のリビング。

　ルナとチェルシーの一ひと悶もん着ちやくからやっと落ち着いたところで、千ち夏なつが楽しそうに笑っていた。

「笑うな、千夏。こうなったのは今朝きみがあんなことを言ったせいだ」

「まぁ、そうなんだけどさ！　でも、ちぃちゃんがあっちゃんの家に来てるとは思ってなかったよっ。二人は前から知り合いだったの？」

「はん。まさか。きみたちが体育祭で戦うと知って、わたしはきみの妹に肩入れすることにしただけさ。わたしだって生徒会長の座を狙ねらっている。だったら、体育祭できみの支持率を下げた方が得策だろう？」

「わわっ、相変わらずちぃちゃんは野心家だね～。ところで、るっちゃんは大丈夫？」

「……うん。今、とってもはっぴー」

　再びキグルミを着たルナは、胸にサイン色紙を抱えたままコタツに入った猫みたいに表情をとろけさせていた。

　北ほく斗とと記念撮影をしたいと渋る彼女を見かねた冬とう華かが、隣部屋までひとっ走りして母親からサイン色紙をもらってきたのだ。どうやら、それで一ひと先まずは満足してくれたらしい。

「では、本題に入るか」

　場を仕切るように、チェルシーが切り出した。

「結局、千ち夏なつは愛あい梨りたちに不良少年との関係を話したのか？」

「いえ、まったく。千夏が私の部屋をメッチャ荒らしただけで終おわりました」

「荒らすなんてとんでもないよ！　それにしても、あっちゃんがあんなにセクシーな下着を持ってるなんてビックリ！　ねぇねぇ、アレってどこで買ったの？　ネット通販？」

「黙りなさい、千夏」

「……えっと、愛梨。私もちょっと気になるんだけど、アレって……に、兄さんの趣味なのかしら？　ま、まさか二人で一緒に買いに行ったんじゃ……っ」

「冬華さんもあわあわしないでください。それに、先輩の趣味については後でじっくり話し合いましょう。私も色々と知りたいことが……って、そうじゃなくてですね」

　はふぅ、と。

　愛梨は自分を落ち着かせるように息を吐いてから。

「千夏。一つ訊ききたいことがあります。あなたは私の家に来たとき──先輩に話したいことがあると言っていましたよね？」

「あっ、そうだった！　すっかり忘れてたよ！」

　いつも通りのスマイルを浮かべながら。

　千夏はなんでもないことのように、

「北斗と話したかったのは、ゲームの話」

「───っ」

　双子の妹の言葉を聞いた瞬間、北斗の身体からだを緊張感が支配した。

「ゲーム？　どういう意味ですか？」

「あれ？　あっちゃんは知らなかったんだ～。じゃあ、教えてあげるよ。あたしと北斗はゲームをしてるんだ。第二次投票の得票数であっちゃんがあたしに敗けたら、北斗はあたしの恋人になるっていうゲーム」

「なっ──」

「当然、その場合は北斗とあっちゃんは別れて、もう二度と会っちゃダメ。もちろん、北斗も納得してくれたよ？」

「そんな……」

　信じられない、といった顔で北ほく斗とを見つめる愛あい梨り。

　対して、北斗は何も言うことができなかった。

　しかしそれは、千ち夏なつの言葉に対する肯定でしかなくて──。

「何考えてるのよ兄さん！」

　愛梨より先に問い詰めてきたのは冬とう華かだった。妹は北斗のシャツの襟えりをぐいっと掴つかみながら、叫ぶ。

「バカじゃないの!?　なんでそんなゲームをしてるのよ！　兄さんは愛梨のことが好すきなんでしょ!?　愛梨だって……兄さんのことが好きなのっ！　二人は恋人同士じゃなかったのっ!?」

「冬華……」

「なのに……こんなことされたら、何のために私は愛梨と兄さんを応援することにしたのか、わからないわよ……」

　悲痛な表情で、冬華はそう零こぼした。感情が高ぶりすぎたせいか、口調も自宅モードに近くなってしまっている。

「あ～、北斗を怒らないで妹ちゃん。これは取引の結果だから。ほら、第一次投票のときにあっちゃんが大変なことになっちゃったでしょ？　だから、あのとき北斗はあたしに頼んできたんだ。あっちゃんのことを、助けて欲しいって。だから、あたしは条件付きで北斗のお願いを聞いてあげることにしたの」

「………っ！　まさか、その条件っていうのが……！」

「おおっ、理解が早くて優秀だね妹ちゃん！　条件は、北斗があたしのお願いを一つ聞くこと。そして、あたしのお願いは第二次投票を利用したゲームをすることだったんだ。ゲームの内容は、さっき言ったからわかるよね？」

「会長……あなた……っ！」

「落ち着いてください、冬華さん」

　冷え切った声が、冬華を制止していた。

「愛梨……」

「私のために怒ってくれて、ありがとうございます。ですが、大丈夫です。ここからは私が話をしますから」

　言って、愛梨は千夏を睨にらみつける。ひどく、感情の籠こもった眼まな差ざしで。

「ようやくわかりましたよ、千夏。第一次投票のとき、どうしてあなたが私を助けたのかが。実はずっと不思議に思っていたんです。いくら姉妹であろうと、あなたにとって私は生徒会長の座を争う敵。だったらあそこで助けるのは不自然です」

「えー、ひどいなぁ～。あたしはあっちゃんのことを心配してたよ？」

「それでも助けないのが凛多千夏です。あなたは『学園の歌姫』なんて呼ばれて生徒からの人気も高いですが、冷徹で、ドライな思考の持ち主です」

「仕方ないよ。あたしは七千人のトップに立つ人間だもん。おかげでうちの学園の予算編成には大分無駄がなくなったでしょ？」

「ええ、その通りです。ですが、私はあなたとは違うやり方で瀬せ海かい学園を変えていきたい。──いや、変えてみせる。そのためにあなたと戦うことにしたんです。そして、あなたが第二次投票で私と戦うと言うのなら、受けて立ちましょう。むしろ、かかってきやがれです」

　義あ姉ねに向かって左手の中指を突き立てながら、どこまでも挑ちよう発はつ的に愛あい梨りは言い切った。

「………っ！　凛りん多だ！」

「大丈夫ですよ、先輩。あなたは第一次投票のときに私を助けようと必死でした。だから、千ち夏なつに助けを求めたんでしょう？　結果、あなたは千夏とゲームをすることになってしまった。だったら、そのゲームに勝てばいいだけの話です」

「わわっ、強気だねあっちゃん。でも、わかってる？　あたしの第一次投票での得票数は約三千。対して、あっちゃんは約五百。五倍以上の差があるんだよ？」

「ですが、第二次投票の前には体育祭があります。そして、私は紅あか組ぐみの総大将。自軍を勝利に導けば、得票数が爆発的に増える可能性があります。しかも、千夏は今日先輩に告白してしまいました。あなたは私と違って、学園のアイドル。好すきな人ができたと知れ渡れば支持者も大幅に減ってしまうのでは？」

「あーっ、それもそうだね！　うわぁ、あたしったらうっかりしてたよ～。これじゃ体育祭も第二次投票もあっちゃんに負けちゃうかも！」

　明るい調子で、千夏は笑っていた。

　──なんだ？

　双子の妹の様子に、北ほく斗とは激しい違和感を覚えた。どうして千夏はこんなに余裕でいられる？　思えば、愛梨を紅組の総大将に指名したのも、北斗に告白して自分の支持者を減らすような行動をしたのも千夏だ。

　なぜ、あえて自分が不利になるようなことをした？

　これが本当にうっかりだったら苦労はしないのだが、千夏はそんなことをするヤツじゃない。愛梨の言う通り、千夏は外見と違う冷徹な一面を持っている。天てん真しん爛らん漫まんな温かさの中に、氷のような無慈悲さを孕はらんでいる。

　──ひょっとして。

　千夏は、何か企たくらんでるんじゃ……。

「ところで、あっちゃん。体育祭のルールについて話があるんだけど、いいかな？　うちの学園は総生徒数七千人の超マンモス校。だから、一人が出られる種目数は制限されてる。だけど、総大将であるあたしとあっちゃんはその制限よりも多くの種目に出れるようにしよう？」

「要するに、私とあなた限定でルールを改変したいと？」

「まぁ、これはるっちゃんの提案なんだけどさ！　総大将が活躍した方が体育祭も盛り上がると思うんだ。体育祭実行委員会にはあたしの方から話を通しておくから！」

「………」

　少しだけ。

　愛あい梨りは考え込んだ後で。

「いいでしょう。思えば、子供の頃から私は運動でもあなたには勝てませんでした。今年の四月に行われたスポーツテストでも全種目で敗けましたからね。でも、今は違います。そのことを証明してあげますよ。そして、奇くしくも私は紅あか組ぐみです」

「………」

「知っていますか、千ち夏なつ？　権力者との階級闘争で民衆が振りかざすのは、赤旗。つまり、紅は革命の色なんです。だから、私は革命を起こしてみせましょう。体育祭と第二次投票で、あなたをこの学園の玉座から引きずりおろす」

「──あはっ。望むところだよ。じゃ、勝負は体育祭──そして、第二次投票だね」

「ええ。そこで勝った方が、先輩の彼女でいられる」

　正面から、愛梨と千夏は見つめ合っていた。

　──もう、誰にも止められない。

　凛りん多だ愛梨と凛多千夏。

　二人の姉妹の戦いの火ひ蓋ぶたは切って落とされた。

　戦いの場は、体育祭。

　そしてその直後の第二次投票──。

「敗けるつもりはありませんよ、千夏」

　まるで自分に言い聞かすように、愛梨は告げる。

　──しかし。




「だって……私は、先輩の彼女ですから」




　最後に彼女が口にした言葉は、微かすかに震えて聞こえた。









　第五話　　ＬＡＤＹ－ＧＯ－ＲＯＵＮＤ






　凛りん多だ千ち夏なつ。

　瀬せ海かい学園総生徒七千人のトップに立つ生徒会長にして、北ほく斗との双子の妹。

　どうして彼女との関係を愛あい梨りたちに話したくないのか？

　自分のことながら、北斗にはその理由がわからなかった。いっそのこと喋しやべってしまった方が楽になる気もする。愛梨は自分と千夏がどんな関係なのか不安に思っているようだし、そんな彼女を見るたびに北斗の胸は締めつけられた。

　しかし、北斗が自問自答する間にも、時間は流れる。

　千夏が愛梨の家に乗り込んできた翌日も、北斗と愛梨は何事もなかったように登校。

　当然、事情を知りたい生徒たちが寄ってきたが、無視した。元々問題児である北斗は人を寄せつけない術すべを知っていたし、愛梨には後援会のヤンキーを何人か警護役としてつけた。

　もちろん、後援会のメンバーとは選挙活動も続行中だが……。

「オイ、凛多。なんかあいつらおかしくねえか？」

「おかしいとは？」

「いや、一緒に選挙活動をしてくれるのはありがたいんだけど、『さあ、がんばる前方後円墳！』とか『姉あね御ごに清き一票をよろしくお願いしま菅すが原わらの道みち真ざね！』とか、語尾が日本史の単語になってるような」

「ああ。選挙活動を手伝ったせいで後援会メンバーの方々の成績が落ちちゃマズいでしょ？　なので、前に先輩に貸したＣＤをレンタルしときました」

「まさか、例のよくわからねえ通販で買ったヤツか？　じゃあ、あの語尾は……」

「副作用です」

「言ったな!?　おまえ今はっきり副作用って言い切ったよな!?」

「大丈夫ですって。死にはしません。それより、不良の方々がこうしてマジメに選挙活動に協力してくれるのはいいアピールになります。先輩の方からも彼らに『学園では問題を起こすな』って指令を出しましたし」

「まあ、そうすりゃ一般生徒にはおまえがあいつらを更生させたように見えるか……」

　それが、チェルシーの書いた脚本ブツク。

　実際、不良たちはトラブルを起こさなかった。それどころか愛梨を支持するように不良じゃない一般生徒も後援会に入ってくれた。組織力を手に入れるという点では、チェルシーの策さく略りやくは大成功だったと言える。

　さらには、体育祭の準備も続行。

　体育祭二週間前から、愛あい梨りと千ち夏なつは何度か校内放送に出演。体育祭を盛り上げるべく対談をしていた。当然、放送部のインタビュアーの質問は北ほく斗とのことにも及んだが、二人ともノーコメントで通した。

　けれど、その頃からあるウワサが瀬せ海かい学園に流れ始めた。




　──凛りん多だ愛梨と凛多千夏。

　体育祭の後の第二次投票で勝った方が、クズ先輩と付き合える。




　北斗たちだけが知っていた。そのゴシップは紛まぎれもない真実。そして、学園の生徒たちもこのウワサを真に受け、体育祭への注目は例年よりもさらに高まっていった。

　勝利できなければ、愛梨はすべてを失う。

　だから彼女は日々体育祭に向けてトレーニングをしていたのだが──。

「……凛多。大丈夫か？　もうちょっとペースを落としてもいいぞ」

「問題ありませんって。このペースならあと二キロは走れます。さあ、先輩。あの夕日に向かってダッシュです。涙で明日が見えなくなるまで。ごーごーれっつごー」

「おまえって、地味にスポコン大好すきだよな」

「だから地味は余計ですってば」

　お約束のやり取りをしつつ、愛梨と北斗は放課後に学園の近くの河川敷で体力づくり。ときどき冬とう華かが差し入れ（コンビニで買ったスポーツドリンク）を持ってきてくれた。どうやら彼女も体育祭の行く末が気になるらしい。もちろん、北斗と愛梨は冬華の前でも恋人を演じ続けた。

　──けれど。

　劇場型恋愛を続けながらも、北斗が愛梨に千夏との関係を話すことはなかった。愛梨も何も訊たずねてこなかった。たぶん、体育祭と第二次投票だけに集中することにしたんだろう。

　だから、自分の気持ちに蓋ふたをした。

　北斗も愛梨も、何事もなかったように偽恋人を続けた。一緒に登校し、昼休みにお昼を食べ、ときおりやってくる千夏に愛梨が嫉しつ妬とし、放課後は体育祭の準備をする……ある意味、充じゆう実じつした毎日。

　まるでお互いが抱え込んでしまった深刻で致命的な問題から目を逸そらすように──二人は学園という舞台の上で自らの役を演じ続けた。

　そして──十月三十一日。

　ついに、その日はやってきた。





　　　　　　　＠　＠　＠






『イエエエエエ─────イッ！　瀬せ海かい学園約七千人の生徒諸君おっはー！　本日にはお天気にも恵まれ……な・ん・て！　ぼたん様はそんなお約束のご挨あい拶さつはしねーぜ！　今日が何の日かわかってるかもちろんわかってるよな生徒諸君！　第三十九回瀬海学園体育祭の開幕だぁ──────っ！』

　快晴の空の下。

　スピーカーを通して瀬海学園が誇ほこる巨大な人工芝グラウンドに響き渡ったのは、放送部の佐さ田た宮みやぼたんの号令。彼女の伸びのあるソプラノボイスで──体育祭の開会式は幕を開けた。

　白と紅あか。

　グラウンドを彩るのはそれぞれ自軍の色の鉢はち巻まきを頭につけた七千人の生徒たち。さすが超巨大学園。ただ整列しているだけなのにハリウッド映画の撮影のような雰囲気。まあ、一万五千人もの人数を収容可能な観客席を備えたこのグラウンドもすごいと思うが。

『さてさて、本日は放送部エースであるぼたん様が体育祭の全種目の実況を務めるわけだが……ここ、放送部テントには紅白両軍から素敵なゲストをお招きしてるぜまずは紅あか組ぐみぃ！　「熊くま殺し」「学園最強」「クズ先輩」の異名を持つ校内一の問題児……葛くず原はら北ほく斗と！』

『おう。よろしく』

　テントの下に設けられた席に座りながら、体操服にハーフパンツ姿の北斗は応えた。

「うおっ、クズ先輩だ！」「今日あの人がゲストなのか！」「今日の結果でジミ子こかちなっちゃんか選ぶんだろ？」

　生徒のざわめきがテントまで届いてきたが、無視。北斗だって好すきでこんなところに来たわけじゃない。体育祭を盛り上げるため……そして、第二次投票に向けての愛あい梨りの人気ＵＰのために、チェルシーに放り込まれたのだ。

　無論、耳にはチェルシーからの指示を伝えるイヤホンマイクがついてる。

『くっはああああ相変わらずクズ先輩は大人気だねぇ！　ぼたん様嫉しつ妬としちゃう！　けど、今はゲスト紹介ぃいいい！　白組からのゲストは現生徒会副会長にして皆様ご存じファッションモンスター！　白しら玉たまルナ！』

『………』

　ぼたんの紹介が終おわっても、北斗の隣に座ったルナは無言だった。

　その衣装はなんとシロイルカ。八はつ景けい島じまシーパラダイスなんかにいるアレである。開会式前に北斗が「なんでそれを選んだ？」と訊たずねると、「みんなの人気者だから」と応えられた。もしかしたら、ネットでゲスゲス呼ばれてたことを気にしてるのかも。

『オイオイオイ何だ今日のゲストは二人ともキャラ立ちすぎだろこれじゃぼたん様のキャラが薄れちまうっつーの！　瀬せ海かい学園が誇ほこるクズとゲスが集合とか誰得だよざけんじゃねーぞ体育祭実行委員！　Ｆ××Ｋ！』

　いや、テメエも十分キャラ立ってるからな？

　なんて、北ほく斗とはツッコまない。なぜなら、すでにチェルシーの脚本は始まっている。このイヤホンから指示が飛ぶまでは、極力喋しやべらないことになっているのだ。その方が堂々としているように見えるらしい。

『さーて、それでは開会式を進行するよん！　早速だが……紅白両軍の総大将による自軍の応援演説！　まずは紅あか組ぐみ総大将──凛りん多だ愛あい梨り！』

　ぼたんの呼び声に、学園中が歓声を上げた。

　七千人の生徒と向かい合う形で設置された宣せん誓せい台。

　そこに向かうのは紅あかい鉢はち巻まきを額ひたいに巻いた愛梨。服装は瀬海学園指定の白い体操服と黒いスパッツ。ぴっちりとした体操服を着ると普段は目立たない彼女のふくよかな胸が強調されてしまっているが……きっと、本人はそんなことを気にしている余裕はないだろう。

　七千人。

　それほどの人数の前でスピーチを行うのだ。原稿はもう考えてあるし、一ヵ月前に行われた立会演説会のときのように何十時間も北斗と一緒に練習してきた。それでも、緊張がゼロになったわけじゃないはずだが、

『おはようございます、みなさん』

　凛りんとした様子で、愛梨は挨あい拶さつをした。

　その迷いのない呼びかけに、騒さわいでいた生徒が沈ちん黙もくする。

『紅組の総大将を務めることになった凛多愛梨です。思えば、今年の体育祭は準備段階から波乱続きでした。すでに生徒のみなさんも私や千ち夏なつに関する様々なウワサを耳にしているでしょう。しかし、今日はそんなことは関係ありません。今日の主役はみなさんです。私たち紅組が戦いを挑むのは、この超巨大学園の頂点に立つ生徒会長が率いる白組。新聞部による事前調査では、六対四の割合で白組の勝利という意見でした。ですが──』

　そんな前評判なんざクソ喰らえです、と。

　愛梨は言い切った。

『逆境、苦節、窮地……様々な困難に立ち向かったときにこそ、自分の真価が試される。どこまでやれるかが試される。そして、困難が立たち塞ふさがったときにこそ──戦わなくちゃいけない。私は一ヵ月前の立会演説会で、そのことを証明したつもりです』

　全校生徒が思い出すのは、一ヵ月前の光景。

　第一次投票前の立会演説会で凛多愛梨は七千人に批ひ判はんをぶつけられながらも、逃げなかった。あきらめなかった。屈しなかった。最後まで、戦い抜いた。

　そして、勝利を掴つかんでみせた。

『みなさんは高校生です。誰だって、高校生でいられる時間は限られています。だからこそ、何かをやらなくちゃいけない日が来ます。誰にだって、そんな瞬間が否いや応おうなく訪れるんです。そして、今日がその日です』

　愛あい梨りの言葉は、北ほく斗との胸にも否応なく突き刺さった。彼女の演説に身体からだの内側が熱を持ち、背筋を震えさせる。闘争心を、立ち上がらせる。

『困難に打ち勝ち、勝利という名の勲章トロフイーを獲得した瞬間、これ以上ない喜びが生まれます。限界ギリギリまで勝利を求め、心と身体を完全燃焼させたときに、本当の愉たのしさを手に入れることができる。それが私の流儀です。凛りん多だ愛梨の──あなたたちの総大将の流儀です。だからこそ、私は紅あか組ぐみのみなさんにこの言葉を送ります。紅組──』




　──ファイトっ！




　宣せん誓せい台で右みぎ拳こぶしを突き上げながら、愛梨は獣のように吼ほえた。

　刹せつ那な──大声援。

　紅組の生徒たちから雄叫おたけびのような歓声が次々と上がり、学園の空気を燃え上がらせる。驚くことに、白組の生徒からも拍手が巻き起こっていた。

　扇動。

　愛梨がやったことはシンプルだ。生徒会長率いる白組と戦う紅組の状況を教え、煽あおり、何度も何度も練習した演説で彼らの反骨心に火をつけた。逆境にいるからこそ、戦わなくちゃいけないと理解させた。

　今の演説は間違いなく第二次投票にも影響するだろう。生徒たちを纏まとめ上あげる才能リーダーシツプ。七千人を前にしても揺るがない集中力コンセントレーシヨン。戦うことをいとわない闘争心ハングリースピリツト。

　すべてが生徒会長に必要な能力だ。

『では、次の応援演説を。白組総大将──凛多千ち夏なつ！』

　愛梨の演説の興奮も冷めやらぬうちに、ぼたんの声が響き渡った。

　愛梨と入れ替わるように宣誓台に登ったのは白い鉢はち巻まきを額ひたいに巻いた千夏。彼女が登った瞬間、あれだけ盛り上がっていた七千人が静まり返った。

　はっきり言って、ハードルは上がっている。

　普段はジミ子こなんて言われている妹愛梨がこれほどまでに場の空気を盛り上げてみせたんだ。だからこそ、姉千夏はどんなスピーチをするのかという期待が高まっているはずで──。

「───っ」

　しかし。

　突とつ如じよ静せい寂じやくを切り裂いたのは、歌声だった。

　瀬せ海かい学園、校歌。

　あろうことか宣せん誓せい台に立った千ち夏なつは伴奏もつけずにアカペラで校歌を歌い始めた。その姿に七千人が驚きよう愕がくするが──彼らは一瞬で心を奪われる。

　透き通るような美声。

　心に直接語りかけてくるような歌い方。

『学園の歌姫』の異名の名に恥はじない圧倒的な歌唱力。

　煌きらびやかな髪を揺らし、美び貌ぼうを振りまきながら千夏の姿はまるで物語に出てくる妖よう精せいのように美しかった。彼女の姿は、彼女の声は、彼女の歌は、生徒たちに感動を与える。千夏の敵である北ほく斗との心にすら、その温かな歌声は響いてくる。

「───」

　時間にして、約一分半。

　千夏が独唱を終おえると──会場を割れんばかりの歓声と拍手が埋め尽くした。

　突然の校歌斉せい唱しようというサプライズに、白組は大興奮。紅あか組ぐみの生徒も惜しみのない拍手を送る。まさかこんな方法で応援演説をするとは誰も思っていなかった……。

『やはり、千夏は厄やつ介かいだな』

　イヤホンから届いたのは、チェルシーの声だった。

『自分の最大の武器である歌で勝負してきた。自分が何をすれば目立てるか、誰かの印象に残れるか、人気と支持を手に入れられるか──ちゃんと理解している』

　微かすかに焦燥が含まれた口調で、チェルシーは言った。

　確かに、これでわからなくなった。千夏が勝てば彼女は北斗と付き合うというウワサも流れているが……それでも彼女を応援するファンはいるだろう。さきほどの歓声から、その気迫が伝わってきた。

　そして──。




『『宣誓っ！』』




　再び宣誓台に上がった愛あい梨りが、千夏と声を合わせて叫ぶ。

　応援演説からの両軍総大将による選手宣誓。これが瀬せ海かい学園体育祭の恒例なのだが、今年の盛り上がりは例年以上だった。

『我々瀬海学園生徒一同は、スポーツマンシップに則のつとり！』

　千夏の声に、七千人が沸ふつ騰とうする。

『すべてが燃え尽きるまで戦い尽くすことを、ここに誓う！』

　愛梨の声に、七千人が声援を送る。

　そして、二人の姉妹が交互に宣誓文を読んだ後で──。

『選手代表、紅組総大将──凛りん多だ愛梨！』

『選手代表、白組総大将──凛りん多だ千ち夏なつ！』

　二人の叫びに、学園中が燃え上がる。

　──こうして。

　これ以上ないくらい鮮せん烈れつに、舞台の幕は開いた。

　瀬せ海かい学園体育祭。愛あい梨りと北ほく斗との行く末を決める第二次投票への道を切り開く、選挙活動たたかいが──始まった。
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『さぁーて、ゲストのクズ先輩とルナたんにはしばらくここにいてもらうとして、第一種目は紅白対抗八百メートルリレー！　しょっぱなからクライマックスだぁ─────っ！』

　開会式が終おわった後で、グラウンドの空気を揺るがしたのはぼたんのシャウトだった。

　第一種目は紅白対抗リレー。

　瀬海学園の体育祭では毎回実行委員が趣向を凝らしている。だから、あえて盛り上がりの強い対抗リレーを最初に持ってきたのだろう。しかも、ルールの改正によって両軍の総大将は一般生徒よりも多くの種目に出場可能。

　その結果両軍のアンカーは、

「きゃああああああ会長ぉおおおおおおおおおおっ！」

　スタンドから飛んできたのは白組の最終走者である千夏を応援する声。その声援に応えるように、グラウンドに立った千夏はスマイルを浮かべながら手を振っていた。その隣には、紅あか組ぐみの最終走者になった愛梨の姿も。

　グラウンドを歓声が埋め尽くし、ローカル局のテレビカメラが彼女たちの映像を捉とらえ、スタンドに設置された大型モニターに映し出す。

『対抗リレーに出る選手たちも野球部、バスケ部、陸上部……各運動部のエースクラスが勢ぞろい！　一人が走る距離は二百メートル。もちろんアンカーは両軍の総大将である凛多姉妹！　それでは始めようか準備はいいかい野郎ども？　位置に着いて……よーぃ、』

　パァンっ！　と鳴らされたピストルの号砲と同時に、第一走者がスタート。紅あかは男子バスケ部、白はサッカー部のエースだったはずだ。

『始まったぜ第一種目！　ちなみにぼたん様は白組が先にゴールインする方に食券十枚賭かけてゲフンゲフンそれではここらでゲストの意見も聞いちゃおうまずはクズ先輩！　ずばり、どっちが勝つと思う？』

　グラウンドのトラックを駆かけ抜ける走者を見ながら、ぼたんが北斗に話を振ってきた。同時にチェルシーから『始めるぞ』という指示が届く。

『決まってんだろ、勝つのは紅組だ』

　脚本ブツク通りに断言すると同時に、紅あか組ぐみサイドの応援団から声援が上がった。実際、ここは負けられない勝負。

　なぜならこれは第一種目。勝った方が、この体育祭の主導権を握にぎれる。

『その意見は、どうかと思う』

　第二走者に代わったところで、北ほく斗との隣に座ったルナが反論した。

『今年の四月に行われたスポーツテストでの二百メートル走のタイムを調べて計算したところ、第一～第三走者が走り終おわるまでに白組が約五メートル差をつけて先行するはず。そして、アンカーは会長。ちなみに、会長の二百メートル走のタイムは24秒12。これは全国でもトップクラス。対して凛りん多だ愛あい梨りのタイムは25秒03。彼女も十分速いけど、会長には敗けてるの。だから、勝つのは白組』

『おおおおおおおっとさすが副会長！　すでにデータを計算して勝利を確信している！　ゲス！　安定のゲスっぷりです！』

『……ゲ、ゲスじゃない。わたしは……自分なりにがんばってるだけだもんっ』

『きたあああああ伝家の宝刀ゲスデレきたぁああああああああっ！　ああもうごめんなさいぼたん様リレーとかどうでもよくなってきちゃったこのシロイルカちゃん可愛かわいすぎ抱きつかせろペロペロさせろルナたん萌もえ─────っ！』

　きゃああああっと奇声を上げながらルナに抱きつくぼたん。

　その間にバトンは第三走者へと渡った。

　この時点で白組が僅きん差さでリードしている。

　ここまではルナの予測通りだが、

『勝負はまだわからねえぞ』

『どうして？　今リードしてるのは白組なの。このままアンカーにバトンが渡れば勝つのは会長に間違いない』

『ああ。けど、あんたが調べたのは四月のスポーツテストのデータだろ？』

『ひょっとして、凛多愛梨のタイムが上がってるって言いたいの？　確かに、彼女はあなたとここ一ヵ月ずっと体力づくりや徒競走の練習をしてた。その情報はとっくに掴つかんでる。でも、たったの一ヵ月でタイムが劇的に変わるわけがない』

『そうだな。たったの一ヵ月の努力じゃ無理だったろうよ。けど、一ヵ月じゃなくて半年だったとしたらどうだ？』

　北斗がそう伝えるのと同時に、白組のバトンが千ち夏なつへと渡った。

　わずかに遅れて紅組のバトンが愛梨へと渡る。二人の差はぼたんの推測通り五メートル弱。データ通りなら、タイムで勝る千夏が逃げ切るだろう。

『えっ──』

　しかし、後方から追い上げるのは、愛梨。軽快なフォームでトラックを駆かけ抜ける彼女は、見る見る加速して千ち夏なつとの差を縮めていく。

　そう、たった一ヵ月でタイムを劇的に縮めるのは難しい。

　けど以前愛あい梨りはこう言っていた。




　──今年の四月に行われたスポーツテストでも、全種目で敗けていましたからね。でも、今は違います。




　きっと、愛梨は悔しかったのだ。

　いつもはひねくれたことばかり言っているが、愛梨の本性は負けず嫌いな努力家。勝つためなら時間を犠ぎ牲せいにすることも労力を惜しむことも厭いとわない情熱の持ち主。

　そして、北ほく斗との脳のう裏りでフラッシュバックするのは愛梨が冬とう華かの誕生会で言ったセリフ。




　──先輩の作るお菓子を食べすぎてもいいように、四月から週何度もジョギングやダッシュをしてダイエットをしていますので。




　思えば、あの時点で気付くべきだった。

　だって愛梨と北斗が出会ったのは今年の九月だ。なのに、どうして愛梨は四月からジョギングやダッシュを……トレーニングをしていた？













　すべては、この瞬間のため。

　スポーツテストで敗けた愛あい梨りは千ち夏なつにリベンジする機会をずっと待っていたのだ。来るかどうかもわからない瞬間のために、半年もの間ただ地道に牙きばを研といでいた。そして、今年の体育祭の第一種目でそのチャンスはやってきた。

「行っけええええええええ凛りん多だぁああああああああああっ！」

　マイクを使わずに地声で、北ほく斗とはトラックを駆かけ抜ける愛梨に声援を送る。

　そのセリフはチェルシーの脚本ブツクにはなかった。けれど、叫ぶべきだと思った。劇場型恋愛とか、偽恋人だとか、そんなことは関係ない。だって、自分だってこの一ヵ月間ずっと努力する愛梨の姿を見てきたんだから。

「───」

　そして、愛梨は加速する。最終コーナーを曲がってゴールまで残り五十メートルほどになったところで、ついに千夏に追いついた。

　だが、千夏も簡単には抜かせてくれない。まるで愛梨が来るのを待っていたようにペースを上げる。

　それでも、愛梨は必死に千夏に喰くらいつき、そして──。

『ゴォ─────────────ルインっ！』

　ぼたんの叫びが学園を揺らす中。

　愛梨はゴール寸前で千夏を追い抜き、一着でゴールイン。

　天才と凡才。

　凛多千夏と凛多愛梨はいつもそうやって比べられてきた。けれど、愛梨は勝った。千夏との間にあった差を、半年間の……いや、千夏と姉妹になってからずっと続けていたであろう、地道な努力で埋めてみせたんだ。

『……はあっ、はあっ』

　すぐに、ゴールインした愛梨の元に放送委員がマイクを持っていく。すると、愛梨は激しく息を切らしながらもマイクを握にぎってから、

『まずは、紅あか組ぐみの一勝です』

　あえて落ち着いた声で勝利を告げてから、高々と拳こぶしを突き上げた。

　瞬間、大歓声。

　勝ち名乗りを受けた総大将の姿に、紅組の生徒が惜しみない称賛と万ばん雷らいの拍手を送る。

　これが、チェルシーの書いた脚本ブツク。

　第一種目の直接対決。そこで愛梨は千夏に勝利し、体育祭の主導権を──勢いを自軍のものにしてみせた。

「──すごい」

　燃え上がる会場を見つめながら、ルナがマイクを使わずに言った。

「たぶん、凛りん多だ愛あい梨りは会長に勝つためにずっと努力してきた。じゃなかったら勝てるはずがないもん。きっと、彼女はこれからも全力で競技をこなしていく。それがあの子の魅み力りよく。いつだって一生懸命で、たとえ敗北が決まっても最後まであきらめない。だけど──」




　もしかしたら、それが裏目に出るかも。




「………っ」

　そう、それはチェルシーも懸念していたことだ。

　愛梨が出る種目がリレーだけならよかった。しかし、彼女は総大将としてこの後いくつもの種目に出場しなければいけない。愛梨の性格的に、すべての種目を全力で熟こなそうとするだろう。

　きっと、それが千ち夏なつサイドの狙ねらいだ。

　その証しよう拠こにリレーを走り切った千夏は愛梨ほど体力を消費していないように見えた。おそらく敗北を意識した瞬間、余力を残すためにあえて手を抜いたのだろう。

　しかし、愛梨にはそれができない。

　なぜなら常に全力で強敵に向かっていくのが彼女のキャラクターだから。少なくとも生徒はそう意識しているだろうし、チェルシーもそういう風に見えるように愛梨をプロデュースした。愛梨も最後まであきらめないことを選ぶはずだ。

　しかし、身体からだを酷使すればするほど、疲労は蓄積されていく……。

「………」

　どうにか、持ちこたえてくれ。

　愛梨の体力が続くことを願いながら、北ほく斗とは観客の声援を浴びる偽恋人の姿を見つめた。
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『終了ぅ────────っ！　午前中ラストの種目、両軍男子による棒倒し！　結果は十五対二十五で紅あか組ぐみの勝利っ！　そして、ここらでお待ちかねのお昼休憩タイムじゃ───────いっ！』

　時刻は正午。雲一つない秋空に太陽が高く昇ったところで、午前の種目がすべて終了した。グラウンドの電光掲示板に映し出された紅白両軍の獲得点数スコアは、三十七対三十二。僅きん差さで、紅組がリードしている。

「お疲れさまです、先輩」

「おう。そっちもお疲れ」

　棒倒しに出場していた北ほく斗とが観客席まで戻ると、愛あい梨りが出迎えてくれた。

「ほい、タオルです」

「サンキュー。あー、それにしても疲れた」

「さっきの棒倒しはすごかったですね。まるで無双系ゲームを見てるみたいでしたよ。先輩が突っ込んだ途と端たん、白組の陣形がガッタガッタに崩壊して」

「……なあ、凛りん多だ。俺って、そんなに怖いか？」

　さっきの棒倒しはひどかった。

　北斗が先頭で突っ込んで行った瞬間、白組の生徒は「あれは殺やる目だ！」「助けてくれヤツは人を殺すことしか考えてねえぞ!?」「ほ、保健委員！　誰か保健委員をーっ！」と悲鳴を上げながら逃げまどっていた。

　むしろ、北斗は「棒倒しは結構危険な競技だから誰かが怪け我がしたら真っ先に保健室に連れて行ってやろう」とか思っていたのだが。

「つーか、おまえの方こそその服装はなんだよ？」

「え？　見てわかりませんか？」

　くるっとその場で一回転する愛梨。

　その言葉通り、彼女が身に纏まとっているのはチアガールの衣装。ひらひらと揺れるプリーツスカート。ほっそりとした腕が丸見えのノースリーブの上着。全体的に紅あかが使われた可愛かわいらしいデザイン……どっからどう見てもチアリーダーにしか見えない。

「……似合ってますか？」

「うっ……」

　もちろん、ここは「似合ってる」と即答すべきなのだが、なんだか恥はずかしくなってしまった北斗は黙るしかなかった。正直、似合いすぎ。桜色の口唇くちびる、きゅっとしまったウエスト、衣装の上からでもわかるふくよかな双そう丘きゆう……。

「ふふっ」

　恥ずかしがっている北斗の反応を見て満足したのか、愛梨は嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「好評みたいでよかったです。実は、お昼休憩の後にある応援合戦に出場することになりまして」

「そんなもん応援団とかチアリーディング部に任せときゃいいだろ？」

「ところがぎっちょん。一昨日くらいに、千ち夏なつが応援合戦に出場するという情報をキャッチしたんです。白組の総大将が出る以上、私も出なくちゃいけません。チア部の方が簡略化してくれた振り付けも徹夜で憶おぼえましたし。おかげで寝不足さんですが」

「おまえって、ホント地味に努力家だよな」

「だから地味は余計ですって」

　お馴な染じみの軽口を叩たたく愛梨だったが、その表情にはどこか元気がなかった。おそらく、かなり疲労が溜たまっているんだろう。

　北ほく斗とが午前中出場したのは棒倒しだけだが、愛あい梨りが出た種目は二人三脚障害物競走（パートナーは同じクラスの冬とう華か）、借り物競争（お題は全部英語で書いてあって、間違ったものを持ってきたらやり直し）、大玉転がし（転がすのは教師が入ったクッション付きのエアボール）……など、様々だ。

「あんまり点差を離せなかったか」

「ええ。さすがは千ち夏なつ率いる白組。第一種目のリレーを紅あか組ぐみが取った後で完かん璧ぺきに勢いを奪ったと思ったのですが、持ち直してきましたね。千夏も、種目で勝つたびにマイクアピールしてますし」

「おまえの方こそ、いくつも種目に出てるじゃねえか」

「はい。特にラストがやばやばですね。この瀬せ海かい学園の広大な敷地内を使った、紅白対抗仮装リレー。私は総大将なのでアンカーですし、また千夏と直接対決ですから」

「でも、敗けるつもりはねえんだろ？」

「モチのロンです。むしろ、楽しみです。この日のために私は半年間……いえ、千夏と姉妹になった瞬間から今日まで努力を続けてきたと言っても過か言ごんじゃありません。やっと千夏と互角に戦える。だから──たとえどんなことが起きても、最後まで戦い抜きたい」

　グッと、愛梨は力強く拳こぶしを握にぎりしめた。

「なので、エネルギーを補給しなくちゃいけません」

　というわけでお弁当タイムにしましょっか、と愛梨は手に持っていたバッグから可愛かわいらしいお弁当箱を二つ取り出した。

『もしもし？　聞こえているか、不良少年？』

　北斗が耳にしたイヤホンから届いたのは、チェルシーの声。

　そう、お昼休憩だろうが脚本ブツクは続行中。

　周囲の観客席にはお弁当を食べている生徒……というか、興味深そうにこっちの動向を窺うかがっている輩やからがわんさかいるのだ。

「では、いただきます」

　席に座った愛梨がぱかっとお弁当箱を開ける。おかずはミートボール、たまご焼き、ポテトサラダ、プチトマト、そしてメインディッシュの鳥モモからあげ。見た目だけならかなり美お味いしそう。

「ちなみに、冬華さんが作るのを手伝ってくれたんですよ？」

「えっ……マジで？」

「はい。昨夜私の家に来て、『せっかくだから手伝ってあげるわ！』と言ってくれました」

「普段は料理なんて全然しねえのにな」

「冬華さんには助けてもらってばっかりです。放課後のトレーニングにもよく差し入れを持ってきてくれますし、ときどき一緒に登校しますし」

「そういや、家の外であいつと一緒にいる時間がかなり増えた気がする。それにしても冬とう華かが料理の手伝いをねぇ……」

　まあ、美お味いしそうだしいいか。北ほく斗とはそう結論付けてから、愛あい梨りから受け取ったお弁当を開けた……直後、自分の目を疑いたくなった。





　北斗、ＬＯＶＥ！






　お弁当のゴハン部分にはピンク色の桜でんぶで作られた愛妻弁当も真っ青のバカデカいメッセージが。

　当然、周囲の観客も「おお……っ！」とざわつく。

「どうしました、先輩？　ひょっとして……『ＬＯＶＥ！』じゃなくて『だ・い・す・き♥』の方がよかったですか？」

　捨てられた子猫みたいに目を潤ませて、不安そうにする愛梨。

　そういう問題じゃねえからなこのジミ子こ!?　とツッコミを入れたい北斗だったが、すぐにチェルシーから脚本ブツクが飛んできた。

「へ、へえー、すっげえ美味しそうじゃん」

「先輩のことを想おもいながら一生懸命作ったんですよ？」

「サ、サンキュ。なんだか食べるのが勿もつ体たいないな」

　本当は一刻も早く胃の中に収めてこの恥はずかしすぎるメッセージを世界から消去してしまいたい。

「じゃあ、食べさせてあげます」

「えっ……コレを？」

「はい。先輩は今日いっぱい私を応援してくれたので、ささやかなお礼です。それとも……私が作ったお弁当は、食べたくはありませんか？」

　いや、むしろおまえが食べたいぞ愛梨！　そう言うんだ不良少年！　というチェルシーの指示が飛んできたが、無視した。そんなセリフを口走るくらいなら食べさせてもらった方がマシだ。

「わかったよ」

「では、あーんってしてください。はい、あーん♥」

「あ、あーん」

　緊張しながらも、北斗は口を開ける。

　すると、愛梨がピンク色に染まったゴハンを摘つまんで優しく食べさせてくれた。その様子にまたもやざわめく生徒たち。どうせなら見物料を取りたくなってきた。

「北ほく斗と♪」

「！」

　そこで背後からいきなり名前を呼ばれて、ビクッと北斗の身体からだが震えた。

「うわっ、会長だ」

　近くにいた生徒の言葉通り、やってきたのは千ち夏なつ。しかも、その衣装は愛あい梨りと同じチアリーダー。ただし、こっちの色は純白。

　白いプリーツスカートを揺らしながら、千夏は自然な様子で隣に座って、

「一緒にお昼食べようよ」

「………」

　瞬間、周囲の体感気温が三℃ほど下がった。おいおいマジかよヤベエよジミ子こと会長とクズ先輩が一緒にランチとか完かん璧ぺきに修羅場じゃん！　という観客たちの視線にも敗けず、千夏は真夏のヒマワリのように爽さわやかな笑みを浮かべている。

「まったく。あなたはいい度胸していますね、千夏」

「ふえ？　何が？」

「私と先輩は付き合っているんですよ？　なのに、私たちのらぶらぶランチを邪魔しに来るとは」

「でもでも、あたしだって北斗のことが好すきだしさ！　それにみんなで食べた方がゴハンも美お味いしくなると思わない？」

「………。はふぅ。いいでしょう。先輩の彼女として、あなたが同席することを許可しますよ。ぶっちゃけ、この程度じゃ私と先輩の関係はこれっぽっちも揺らいだりしませんから」

　おおおおおおおっ！　と愛梨の宣言に観客が沸く。

「ジミ子、大人だな！」「これが正妻の余裕か」「でも、相手はあのちなっちゃんだぞ？　隙すきを見せたら敗ける」「なあ、おまえはどっちが勝つと思う？」「ジミ子に食券五枚」「私は会長に二十枚！」

　生徒たちは、千夏と愛梨の話題で持ちきりである。

『ふふん。計算通りだな』

　満足げに、チェルシーが言った。

『今現在、選挙戦の焦点は完全に千夏ｖｓ愛梨だ。第一次投票を通過した立りつ候こう補ほ者しやは八人だが、話題性だけで言えばこの二人が完璧に抜けている。第一次投票でこの学園の半数近い票を得た千夏が愛梨をライバルに指定したからこそ、以前以上に注目が集まってきた。これなら、第二次投票の突破は確実だろう』

　その言葉には、北斗も同意見だった。

　他の立候補者も色々なマニフェストを提示したり、選挙活動をしている。

　しかし、話題性では愛あい梨りと千ち夏なつに勝てない。

　生徒会長ｖｓジミ子こ。姉妹対決。三角関係。観客である生徒にもわかりやすいキャッチコピーがつけられた二人の戦いは、まるで演劇かドラマのように生徒たちの好奇心と興味を刺激し、もっと続きが見たいという気持ちにさせる。

「はい、北ほく斗と。今朝早起きして、お弁当を作ってきたんだ～」

「悪い、会長。俺は凛りん多だが作ってくれたお弁当が……」

「男の子なんだから二つぐらい大丈夫でしょ？　午後も体育祭で体力を使うんだしさ。だから……食、べ、て♪」

　にこやかな微笑ほほえみながら、チアリーダー姿でお弁当を差し出してくる千夏。

「会長の手作り弁当だと!?」「つーか、『食、べ、て♪』って……」「言われてええええええ俺もちなっちゃんにそのセリフ言われてえええええ！」

　カシャカシャというシャッター音が鳴り響く。どうやらみんな生徒会長の貴重な姿をアルバムに収めようと必死らしい。

「ところで、それがあっちゃんが作ったお弁当？　とっても美お味いしそうだねっ」

「あなたにはあげませんよ。私のすべては先輩のものですから」

「あはは、あっちゃんは相変わらずだね～。でも、本当に美味しそう！　まぁ、あたしが作ったお弁当も美味しいと思うけどさ！」

「ほぅ。随ずい分ぶん余裕しゃくしゃくですね。ま、確かにあなたは昔から料理が上手でしたが」

「うんうん、だから早く北斗にも食べて欲しいな～。でも、みんなに中身を見られるのは恥はずかしいから、最初は北斗だけが見てね？　結構恥ずかしいメッセージが書いてあるし」

　きゃーっと恋する乙女みたいに頬ほおを桃色に染めて恥ずかしがる千夏。

　するとイヤホンから『食べろ、不良少年。その後で愛梨のお弁当の方が美味しいと断言するんだ』と指示が。

「わかったよ」

　千夏とチェルシーに返事をしながら、北斗はお弁当を受け取った。

　だが、気になるのはさっきの言葉。

　一体何が書いてあるんだ？　不安を感じながら、北斗はお弁当の蓋ふたをちょっとだけ開けて中身を覗のぞき込こむ。すると、お弁当箱に敷き詰められたゴハンに書かれていたのは、





　大好すきだよ、にぃ♪






　刹せつ那な、北斗はお弁当に入っていたゴハンを一気に口の中へと押し込んだ。

　……なんてことをしやがるんだ、この妹。

　誰にもこのメッセージが見られないように、全力で箸はしを動かす。

「わぁ、嬉うれしい。そんなに急いで食べてくれるなんて、よっぽど美お味いしかったんだねっ」

　ハラハラする兄を尻しり目めに、千ち夏なつは嬉しそうだった。

　その様子に愛あい梨りは「むっ……」と不ふ機き嫌げんそうに口唇くちびるを尖とがらせる。

「先輩。私のお弁当も食べてください」

「ちょ、ちょっと待て。まずはこっちを片付けてから……！」

「どうして千夏の方を優先するんです？　そんなにそのお弁当は美味しいんですか？　できれば私にも味見させて欲しいのですが」

「ダ、ダメだ！　それだけは……」

「ほぅ。つまり、『この弁当は全部俺のだ！』と？」

「そういうことが言いたいわけじゃねえ！　こっちにも色々と事情があるんだよ！」

　はあはあと息を切らしながら、北ほく斗とは一度箸はしをストップ。

　早食いのおかげで千夏のメッセージは跡形もなくなっていた。

「えへへ。美味しそうに食べてくれてありがとう、北斗。がんばって作ったかいがあったよ」

「会長、あんた……」

「でも、北斗にお弁当を作ってあげるのは久しぶりだったなぁ。昔は何回も作ってあげてたし。北斗だって、次は何を作って欲しいかよくリクエストしてくれたでしょ？　おかげであたし、北斗の好すきなおかずや味付けは全部わかるもん」

「ぐっ……！」

　反論できない。両親が離婚して、お互いが別の家で暮らすことになった後も、北斗と千夏はこっそり会っていた。そのとき千夏はよくお弁当を作ってきてくれたのだ。

「……むっ。聞きずてなりませんね、千夏」

「え？　何が？」

「あなたが先輩によくお弁当を作っていたということですよ。しかも、先輩もおかずのリクエストをしていたと。それじゃまるで……二人は恋人同士だったみたいです」

「あはは。ダメだよ、あっちゃん。あたしと北斗がどんな関係だったかは言えないんだ。でも、この前も言った通り、北斗はあたしにとって特別な人。もちろん、北斗にとってもあたしは特別な人のはずだよ？」

「随ずい分ぶん、言ってくれるじゃないですか」

「あたしはホントのことを言ってるだけだもん。さあ、北斗。もっと食べていいよ？　北斗が大好きなアスパラのベーコン巻きも、肉ジャガも、マカロニサラダも全部作ってきてあげたから」

「ふふん。先輩の好きなおかずを知ってるぐらい大したことじゃありませんよ。私だって、先輩の好みを知っています」

「ふうん。たとえば？」

「そうですね……」

　うーん、と。

　愛あい梨りは少しだけ考え込んでから。

「ウサ耳」

「は？」

「いえ、ですから先輩が好すきなオカズはウサ耳＆裸エプロンのむっちんぼいんなおねーさんで──」

「うぉおおおおおおおおおおおおおおおっ!?」

　反射的に、北ほく斗とはお弁当箱に入っていたアスパラのベーコン巻きを愛梨の口に押し込んだ。「むぐぐっ」と愛梨はそれを咀そ嚼しやくしながら。

「なひほするんへすは」

「うるせえ！　それはこっちのセリフだ！　いきなり何を言い出すんだテメエ!?」

「ほひろんしぇんぱいのしゅきなオカズでしゅが？」

「そんなもん暴ばく露ろすんな！　ていうか、食べ終おわってから喋しやべれ！」

　そういえば、以前愛梨に部屋を漁あさられて色々と発掘されていたんだった。けど、だからってこんな暴露しなくてもいいじゃないか。

「あはははっ。二人は仲がいいなぁ。とっても息がぴったりだし！」

「……んぐっ。当然です。私たちは恋人同士ですから」

「羨うらやましい。あたしも北斗ともっと仲良くしたいよ」

「寝言は寝て言ってください。先輩の彼女は私なんです。たとえ、あなたが先輩と過去に何があったとしても──」

「でも、あたしのファーストキスは北斗だよ？」

　瞬間。

　場の空気が凍りついた。北斗も、チェルシーも、周囲の生徒たちも、千ち夏なつの突然の爆弾発言に言葉を奪われている。

　しかし、一人だけ。凛りん多だ愛梨は違った。

「……ファーストキス、ですか。つまり、あなたは先輩とキスしたことがあると？」

「もちろん」

「ちなみに、回数は？」

「あっちゃんは、今まで食べたパンの枚数を憶おぼえてる？」

「漫画のネタを挟むのはやめてください」

「あはは、ごめんごめん。けど、何回したかなんて憶えてないよ。それに、北斗のファーストキスもあたしなはずだし。それに、知ってるかな？　北斗って、キスのときにとっても優しくしてくれるんだよ？　北ほく斗ととキスすると……身体からだがかぁって熱くなって、とっても幸せな気分になる。そのままぎゅぅううって抱きしめて欲しくなる。何もかも、どうでもよくなくなるくらい」

「でも、私だって……」

「そういえば、あっちゃんも北斗にほっぺちゅーしてたよね？　けど、北斗からキスしてもらったことはある？」

「それは……」

「恋人なのに、まだなの？」

「くっ……」

　ぎゅっとプリーツスカートの裾すそを握にぎり締めながら、愛あい梨りは黙るしかなかった。

　だって、愛梨は北斗の偽恋人。

　いくら恋人らしく振る舞おうと、キスなんてしたことがない。チェルシーがそういう脚本ブツクを書けば話は変わるかもしれないが、それだって所しよ詮せん偽物なのだ。

『マズいな』

　すぐさま、チェルシーから指示が飛んできた。

『なんとか状況を収拾しろ、不良少年。きみと千ち夏なつの間に何があったのかは知らん。だが、この会話の流れはマズい。最悪、きみと愛梨が偽恋人だとバレる可能性もある』

「───っ」

　そうだ。今重要なのは千夏から愛梨への追つい及きゆうをやめさせること。だったら、強引に会話の流れを変えるしかない。

「オイ、千夏。いい加減にしろ」

　持ち前のハスキーな声で、威い圧あつするように北斗は言ったが、

「千夏？」

　まるで噛かみしめるように、

　千夏はそう言ってから、

「嬉うれしいよ、北斗。昔みたいに、あたしのことを名前で呼んでくれるなんて」

「!?」

　しまった。後悔するが、もう遅い。今まで北斗は学園では千夏のことをずっと『会長』と呼んでいた。それは二人が双子の兄妹であることを隠すため。そして、学園の生徒たちに自分と千夏が他人同士だと認識させるためだったが……。

「ど、どういうことですか!?」

　発端は、近くにいた女子生徒だった。

「今呼び捨てにしてましたよね!?　やっぱり会長とクズ先輩って付き合ってたんですか!?」「いい加減私たちにも教えて！」「ていうか、あんたが好すきなのは一体どっちなんだ!?」「てめええええ葛くず原はらぁあああああよくも俺のちなっちゃんをおおおおおっ！」

　たぶん、我慢の限界だったんだろう。

　今まで学園は北ほく斗とたちの三角関係で散々盛り上がっていた。さらに、千ち夏なつに思わせぶりなセリフを嫌と言うほど聞かされ、生徒たちも好奇心を抑えることができなくなったのだ。中には我を忘れて北斗に襲いかかろうとする熱狂的な千夏ファンまでいる。

「───っ！　行くぞ、凛りん多だ！」

　咄とつ嗟さに、北斗は愛あい梨りの手を引いて立ち上がった。

　そのまま詰め寄ってきた生徒たちを睨にらみ一発で押しのけて、愛梨の手を掴つかんだままで走り出す。

「……して、ください」

　しかし、観客席を飛び出して追ってくる生徒たちを振り切って、人ひと気けのないところまで走ったところで、愛梨が小さな声で呟つぶやいた。

「……凛多？」

　思わず、北斗は足を止める。

　辿たどり着ついたのは、校舎と校舎の間に設けられた中庭。今日は体育祭だし、みんな観客席で昼食を取っているんだろう。だから、普段は賑にぎわっている中庭にも人はいなくて──。

「離してください！」

　その静せい寂じやくを切り裂いたのは、愛梨の悲痛な叫びだった。

　その声は、どこか掠かすれている。

「あっ……悪い。無理やり引っ張ったりして」

　愛梨が叫んだことに動揺しながらも、北斗は彼女の手を離した。そこで、小さな違和感に気付く。どうやらさっきの騒さわぎで耳につけていたイヤホンマイクを落としてしまったらしい。

　でも、状況はそれどころじゃなかった。

「……違います。私が先輩に言って欲しいのは、そんな言葉じゃないんです」

「えっ……」

「お願いします。教えてください、先輩。千夏とは、本当にキスしたんですか？」

　その言葉は。

　北斗のど真ん中に突き刺さった。落ち着けとか、冷静になれとか、なんとか弁解しろとか、理性が必死に思考を立て直そうとするがすべて無駄。

　だって、目の前には愛梨がいる。

　今にも泣きそうな顔をした、彼女が。

「……そうですか。さっきの千夏の言葉は全部本当だったんですね」

「凛多……」

「私には、先輩と千ち夏なつの間に何があったのかわかりません。けど、千夏はあなたにとって特別な人なんでしょ？　先輩は昔……千夏のことが好すきだったんじゃないですか？　──いいえ。もしかしたら、先輩は今でも千夏のことが──」

「違う！　あいつは、俺の……」

「俺の、なんですか？」

「くっ──」

　沈ちん黙もくだけが、秋風が通る中庭を支配した。

　──言えるわけがない。

　千夏とは兄妹で、彼女が自分に対して異常な愛情を抱いているなんて──言えるわけがなかった。そう、愛あい梨りにだけは言えるわけがなかった。

　だって。

　葛くず原はら北ほく斗とにとって、愛梨は──。

「わかりました」

　ひどく思い詰めたような調子で、愛梨は告げた。

　そして、彼女は北斗のことを上目遣いに見つめたままで、ゆっくりと歩み寄ってくる。

「……先輩。一つだけ、お願いがあります」

　今にも抱き合えそうな距離。

　そこまで近づいたところで、愛梨は精一杯の勇気を振り絞ったように。




「私にも、キスをしてくれませんか？」




「なっ……！」

　あまりにも唐突な申し出に、北斗は言葉を奪われた。

　けれど、愛梨は透き通った瞳で自分のことを見つめてくる。

　懇願するみたいな、真剣な眼まな差ざしで。

「……せんぱい」

　そのまま、まるですべてを北斗にゆだねるみたいに。

　愛梨はゆっくりと目を瞑つぶった。

　しかし、彼女の桜色の口唇くちびるは微かすかに震えている。北斗のシャツを掴つかむ腕はきゅっと力が込められているし、少しだけ背伸びをした足元はどこか頼りない。きっと、ひどく緊張しているんだろう。

　──それでも。

　愛梨は、北斗のキスを求めていて──。

「──ダメだ」

　愛あい梨りの髪から漂ただよう甘い香り、すぐ近くにある端正な輪郭、自分にすべてを任せてくるような彼女の態度……。様々な誘惑を断ち切りたくて、北ほく斗とは言った。

　いつもだったら、「嘘うそデレはやめろ」ぐらい言えたかもしれない。けれど、この二ヵ月間愛梨と一緒にいた北斗にはわかってしまった。

　きっと、今の愛梨の言葉は嘘でも演技でもなくて──。

「……どうして、です？」

　拒絶された愛梨は、掠かすれた声で悲しそうに訊たずねてきた。

　彼女の不安に塗りつぶされた瞳を見ただけで、北斗の胸は潰つぶれそうになる。理由もわからない罪悪感が、身体からだ中じゆうを侵していく。

「やっぱり……先輩は千ち夏なつみたいな女の子の方が好すきなんですか？　私みたいな地味な女の子よりも、みんなから好かれる生徒会長の方が……」

「落ち着け、凛りん多だ。俺とおまえは偽恋人だ。千夏と俺がキスをしたって聞いて、動揺するのはわかる。……すまない。悪いのは、本当のことを何一つ言えない俺だ。けど、だからってそんな理由で俺なんかとキスしちゃ──」

「違います」

　まるで内側で何かが溢あふれ出だしたみたいに。

　愛梨は告げた。

　告げて、しまった。

「私が先輩にキスしてもらいたかったのは……そういう理由じゃないんです。偽恋人だから、動揺してしまったわけじゃないんです。自分でも……よくわかりません。わからないんです。ただ、千夏と先輩がキスしたって話を聞いたら、頭の中がグチャグチャになって、胸のあたりがきゅって痛くなって……！」

「凛多……」

　少しでも愛梨を落ち着かせようと、北斗は彼女の肩に手を置こうとした。

　しかし愛梨は後ろに下がって避けてしまった。

　まるで、今の自分たちの間にある距離を象徴するみたいに。

「……ごめんなさい」

　そして、愛梨は震えた声で謝る。

　彼女は必死に冷静さを取り戻そうとしているみたいだった。しかし、それはまるで上う手まくいっていない。いつもの凛多愛梨らしくない。必死に取り繕おうとすればするほど、北斗には彼女の動揺が痛いくらいに伝わってきた。

「全部、先輩の言う通りです。私たちは偽恋人。本当の恋人じゃありません。お互いが好き合っているわけじゃありません。だから……お互いが誰とキスをしようと関係ない。なのに、私は……」

「………っ。違うんだ、凛りん多だ。悪いのは、全部俺で──」

「そんなことはありません！　悪いのは私なんです。だって……私は千夏に嫉妬してるんですよ？　千ち夏なつから先輩とキスをした話を聞かされて、羨うらやましいって思っちゃったんです！　だから、さっき先輩にあんなはしたないことを言って……」

「けど、それは悪いことなんかじゃない。だって、おまえは俺の偽恋人だ。だから、おまえは千夏に敗けたくなかっただけなんだろ？　姉妹であるあいつに対抗心を燃やしてただけで──」

「それだけじゃないんですよっ！」

　涙に潤んだ瞳で、愛あい梨りは叫んだ。

　それだけじゃない。

　自分がキスをしようとしたのは、千夏に敗けたくなかったからだけじゃない。

　その言葉の意味が──北ほく斗とにはわからなかった。

　けれど──。

「あっ──」

　愛梨にだけは、自分自身が口にした言葉の意味がわかってしまったようだった。

　そして、何かに怯おびえるように後ずさる。

　その手は、自分の胸を強く押さえつけていた。

　──信じられない。

　今自分が何を言ったのか、自分が何を考えているのか、自分が何に怯えているのか、そして今の自分が、信じられない。信じたくない。そんな不安を必死に抑えつけるように、愛梨は強く強く胸を押さえつけていて──。

「すみません、先輩。今、私が言った言葉は……全部、忘れてください」

「えっ……オイ、凛多！」

　唐突に、愛梨は北斗に背を向けて走り出してしまった。

　反射的に、北斗は追いかける。今だけは絶対に追いつかなくちゃいけない。そう思ったのだが、

「きゃっ!?」

　愛梨を追いかけて中庭からグラウンドの方へと向かう曲がり角を曲がろうとしたところで、逆方向から来た誰かとぶつかってしまった。

「うっ……」

　ぶつかった相手は、女の子。

　彼女は痛そうに地面に尻もちをついていて──。

「──って、冬とう華か？」

「に、兄さん？」

　そう、北ほく斗とがぶつかったのは体操服姿の葛くず原はら冬とう華かだった。

「おまえ、なんでこんなとこに？」

「わ、私は……愛あい梨りと兄さんが大変なことになってるって聞いたから、二人を探してただけよ。そうしたら曲がり角の向こうから愛梨が走ってきて、ビックリして立ち止まっていたら、兄さんとぶつかって……」

「………っ！　そうだ、凛りん多だは……！」

　思わず視線を愛梨が走り去った方へと向けるが、ちょうどそこにはグラウンドの方へと歩く生徒の一団が。もうすぐ午後の部が始まるから移動してるんだろう。

　しかし、そのせいで愛梨の姿は見えなかった。

　彼女の姿を、見失ってしまっていた。

「……兄さん？」

　呆ぼう然ぜんと立ち尽くす北斗に、冬華が心配そうに話しかける。

　しかし、北斗の中には妹の言葉に応える余裕なんて、どこにもなかった。









　第六話　　君が好きだと叫びたい






『さてさてさて皆様お待ちかね！　長かった瀬せ海かい学園体育祭もついにクライマックスフィナーレラスト！　最終種目、紅白対抗仮装リレーの開幕だぁあああああああっ！』

　時刻は午後三時すぎ。

　実況であるぼたんの声が、瀬海学園の広大な敷地内に轟とどろいた。

『ルールは簡単！　この瀬海学園の広大な敷地内全体に張り巡らされた全長約五キロのコースを両軍それぞれ五人のランナーがバトンを繋つなぎながら走るって寸法だ！　コースにはチェックポイントがあって、ランナーはそこで自分に用意された衣装に着替えること！　十月はハロウィンの季節だし仮装とかちょっとステキかも……とか思った一年ＢＯＹは甘ーい！　去年は某なし汁ぶしゃーのゆるキャラスタイルのまま一キロ全力疾走することになった哀あわれな犠ぎ牲せい者しやもいたし、今年もどんなとんでもコスプレが出るか……やぁんっ、ぼたん様ドキドキしちゃうぅうううううううっ！』

　スピーカーから流れ出すぼたんの声はどこまでも楽しそうだった。

　それだけ最終種目は盛り上がる。なにせこの企画、本物のマラソンよろしくコースの脇わきに設置された沿道で生徒が観戦＆応援できる。七千人にも及ぶ生徒は全長五キロのコースのいたるところに散らばり、自軍のランナーを応援するのだ。

『さらに今年はミラクルが起きた！　今現在、紅白両軍の獲得点数スコアは七十五ｖｓ七十八でわずかに白組リード！　だが、この最終種目で紅あか組ぐみが勝てば点差は大逆転！　もちろん両軍のアンカーは凛りん多だ姉妹だ！』

　途と端たん、グラウンドに設置された巨大モニターにスタート地点にいる千ち夏なつと愛あい梨りの様子が映し出された。

　千夏は観客の声援に応えるように大きく手を振り、満面の笑顔。一日通して二ケタ近い種目に出場したというのに、まったく衰えが見えない。

　対する愛梨は、緊張した面持ちでコースを見つめていた。その表情には千夏とは対照的に疲労が滲にじみ出でている。

　午後に入ってから、愛梨は出場種目であまりいい結果を残せなかった。それでも、最後まであきらめない総大将の姿に生徒たちは割れんばかりの拍手を送った。

　──もっとも。

　愛梨が調子を落としたのは、疲労だけが原因ではないんだろう。

　観客席でモニターを見ながら、北ほく斗とはそう思った。




　──私が言った言葉は……全部、忘れてください。




　走り去る前に愛梨はそう言ったが、忘れることなんてできなかった。あのとき交わした言葉は消して抜けない楔くさびとなって北斗の胸に打ち込まれてしまっている。

　そして、それはきっと愛梨も同じだろう。

　だから、午後になってから北斗と愛梨は会話を交わすことができなかった。

　今会話をしたら、きっとひどくギクシャクしてしまう。恋人を演じなければならない以上、それはできない。下へ手たにトラブルを起こしてその現場を他の生徒に見られれば、紅組の士気にすら関わってしまうから……。

「隣に座ってもいいか、不良少年？」

　っしゃあああああああ第一走者がスタートぉ───っ！　というぼたんのシャウトと生徒たちの歓声が響き渡る中、北斗の隣にやってきたのはチェルシーだった。

「いいのかよ？　俺たちは……」

「大丈夫さ。わたしたちは同じ紅組だ。だったら話をしていても不思議じゃない。それに、観客は最終種目に釘くぎづけだからな。誰もわたしたちを気にしないさ」

「まあ、それもそうか」

「しかし、今年の体育祭は例年以上に盛り上がったな。愛梨と千夏の姉妹対決、第二次投票で勝った方がきみの恋人になれるというゲーム、そして一進一退の攻防……様々な要素が合わさって、最高の体育祭になった。生徒会副会長として、素直に嬉うれしいよ」

「そういや、おまえは副会長だったな」

「そ、そういやとか言うな！　確かにこの体育祭ではわたしの影は薄かったが、ここ最近ネット上でわたしの評価はウナギ登りだ！　『チェルシーたんは生徒会のマジ良心』とか『よくあの変人揃ぞろいの生徒会をまとめられるよな』とか『スターダストさんのフォローっぷりが甲か斐い甲が斐いしくて泣けてくる』とか……って、わたしを名字で呼ぶのは禁止だぞ!?」

「自分で言って自分でツッコむなよ」

　どうやらチェルシーはチェルシーでしっかり選挙活動をしていたらしい。これなら彼女も第二次投票を突破できるだろう。

「このリレーのランナーは両軍合わせて十人だ。ランナーは事前に登録がしてある」

「登録、ね。でも、誰かが病気や怪け我がで体育祭を欠席したらどうするんだよ？」

「心配するな。もちろんトラブルが起きたときのために、対策を用意してある」

「対策？」

　北ほく斗とが聞き返すと、チェルシーはその対策とやらを手短に教えてくれた。

　対策としてはシンプルなものだったが……。

「なるほど。それなら問題は起こらないか」

　今教えてもらった方法なら、誰かが欠席しても問題はない。それに、体育祭の盛り上がりを損なうこともないはずで──。

「ただ、問題があるとすれば今日の第二次投票の結果だな」

「………っ」

　チェルシーの言葉に、心臓が激しく揺さぶられた。

　モニターの中では第一走者がチェックポイントで仮装を終おえていた。紅あか組ぐみのランナーである女子バレー部のセッターはコロ助。白組ランナーである女子ソフト部のピッチャーはオバＱ。まさかの藤子不〇雄対決に、観客は爆笑しながらも声援を送る。

「現時点の《セカイネット》の予測では、紅組が勝った場合五十二％の確率で愛あい梨りが第二次投票で千ち夏なつに勝利できる」

「体育祭に勝っても、まだ半分の確率なのか」

「仕方ないさ。千夏には今まで積み上げてきた地盤がある。今日の体育祭だって、第一種目で紅組が勝っていなければもっと点差を離されていただろう。だが、千夏の地盤はあいつが不良少年に告白したことや、愛梨の支持者が増えたことで大分崩れた」

「それはチェルシーのおかげだろ」

　周囲の生徒に聞こえないように、小声で言った。

「おまえの脚本ブツクがなかったら、俺も凛りん多だもここまでやれなかったよ。なのに、さっきは悪かったな。イヤホンをなくしちまって」

「ふん。気にすることはない。何事にもトラブルはつきものだ。第一次投票の前に愛あい梨りのスキャンダルが起きたときに、思い知らされたよ。大事なのは──きっと、トラブルが起きたときに何ができるかだ」

「………」

「わたしたちはまだ高校生だ。だが、高校生だからって深刻なトラブルに直面しないわけじゃない。何かが立たち塞ふさがったときにただ感情的になるのではなく、冷静に事態を受け止め、自分に何ができるか把は握あくし、行動に移す。それが自分の夢を叶かなえる一歩になる」

「なんだか、凛りん多だみたいなことを言うんだな」

「ふふん。わたしも愛梨と同じで青春クサいノリが嫌いじゃないということさ」

「いや、おまえのセンスは青春クサいっていうより中二病──」

「う、うるさいぞ不良少年！　子供みたいにいつまでも同じネタでからかうなっ！」

「子供……か」

　モニターを見ながら、北ほく斗とは呟つぶやいた。

　現在リレーは紅あか組ぐみがリード。バトンが第二走者に渡り、チェックポイントへ。今度は紅組がスパ〇ダーマン、白組が仮〇ライダー。日米二大ヒーローの競演に沿道を埋め尽くした生徒たちは大興奮。

「確かに、俺はガキなのかもな」

「？　どうしてそう思う？」

「いや……なんか、自分が情けなくてよ。俺はおまえらに千ち夏なつとの関係を話せなかった。いっそ話しちまえば楽になるって何度も思ったけど……できなった。しかも、そのことでうだうだ悩んでる……」

「………」

「そういうところが、ホント青クセえガキだって思うよ。大人だったら、もっと悩まないで決断を下せるんじゃねえかって……自分が嫌になる」




　──すみません、先輩。




　頭を過よぎるのは、さっき見た愛梨の泣きそうな顔。

　もし自分がもっと大人でしっかりしていたら、あいつにあんな顔をさせることもなかったんじゃないか？　北斗の中では、そんな後悔が生まれて──。

「ふむ。それはどうかな？」

「えっ……」

　不思議に思って見つめ返すと、チェルシーは電光掲示板に映されたランナーたちを見つめながら、答えた。

「大人だって、悩むときは悩むと思うぞ。大人になるということは何も聖人君子になるということじゃない。きっと、今よりちょっとだけ成長するということだ。上う手まい生き方や上手い世の中との付き合い方を憶おぼえながら……な」

「………」

「だから、そこまで気に病むこともないんじゃないか？　不良少年は大人になりたがっているのかもしれない。けど、青いというのは悪いことじゃないさ。むしろ、わたしは大人になってもずっと青いままでいたいとさえ思う」

「………」

「だって、青いということは、まだ発展途上ということだ。まだまだ成長の余地があるということだ。変に大人ぶって青クサいことをやりたがらなくなるよりは、子供のようにがむしゃらに、一生懸命に、必死に……自分が本気になれる何かに向かってがんばれる人間の方が、わたしは好すきだし、カッコいいと思う」

「……チェルシー」

　彼女の言葉に、北ほく斗とは一度だけ名前を呼んでから。

「おまえ、今かなり恥はずかしいことを言ってるぞ」

「う、うるさいなっ！　別にいいだろう！　わたしが青クサいことを言っても！」

「ああ、そういやおまえはまだ十四歳──」

「ち、違う！　わたしは十六歳だ！　嘘うそなんかついてない！　……ホントだぞ？」

「悪い悪い。なんだか、凛りん多だみたいなセリフを言ってるからちょっとからかいたくなっちまってさ。でも……ありがとな」

　しっかりと、北斗はお礼を言った。

　言うことが、できた。

「たぶん、さっきも言った通り俺はまだまだ青クサいガキなんだと思う」

「不良少年……」

「けど、それでもできねえことがないわけじゃねえんだよな。ちょっと最近色々あったせいか、そのことを忘れてたぜ。チェルシーのおかげで、なんか吹っ切れた気がする。だから、ありがとう」

　一言お礼を言ってから、北斗は立ち上がっていた。

　立ち上がることが、できた。

　──そう。

　青いからこそ──発展途上であるからこそ、成長する余地がある。

　だったら、成長してやればいい。

　きっとそのために努力できることが、がんばれることが、必死になれることが、青いってことなんだ。それならいいじゃないか。青いままで、がむしゃらに今できることをやる。そうやって、成長していく。

　そんな生き方こそが──本当の意味で、大人になるってことなのかもしれない。

「俺、凛りん多だの応援に行ってくる」

「そうだな。わたしも応援に行きたいところだが……この後、副会長として閉会式の準備をしなくちゃいけない。だから──頼んだぞ、不良少年」

「おう、任せとけ」

　額ひたいに巻いた紅あかい鉢はち巻まきをなびかせながら、北ほく斗とは走り出す。モニター上では第四走者にまでバトンが渡っていた。今ならまだ愛あい梨りのスタートに間に合うはずだ。

　青クサいガキにだって──いや、青クサいガキだからこそ、できることがある。

　だったら、行くしかない。

　声を。

　意志を。

　気持ちを。

　届けるために、走るしかない。今自分が行けば愛梨とはギクシャクしてしまうかもしれない。それでも、何もしなかったことを後悔するよりはマシだ。何もせずに逃げていたことを悔いるよりは、ずっといいはずなんだ。

「───っ」

　しかし、観客席があるスタンドを出て、リレーコースの脇わきの沿道を走ること数分。

　突然、周囲がやけに騒さわがしくなった。

　──なんだ？

　嫌な予感が、北斗の背筋を凍らせた。

　沿道にいる生徒たちがざわついている。しかも、それは歓声や声援じゃない。予期せぬトラブルを目撃してしまったみたいな、悲鳴じみた戸と惑まどい。

「……くそっ！」

　思考を侵食しつつある不安を振り払いたくて、北斗は走る足を速めた。そして、沿道にいる生徒をかき分けるように目的地へと直行して──。

「兄さん！」

　そこに着いた瞬間、声をかけられた。

　最終走者のスタート地点の近くの沿道にいたのは冬とう華か。妹はやってきた兄を見て慌あわてた様子で話しかけてきたが──北斗は、それどころじゃなかった。

　どうしてか、愛梨がスタート地点で倒れていた。その近くには、地面に落ちた紅いバトン。そして、彼女は何人かの体育祭実行委員らしきスタッフに囲まれていて──。

「冬華！　何があった！」

　すぐさま近くにいた妹に問いただす。

　すると、冬とう華かは今にも泣きそうな声で、

「そ、それが……バトンの受け渡しのときにミスがあって。愛あい梨りはバトンを落としちゃったの。その後、愛梨がバトンを拾おうとして……焦って転んじゃって。そのときに、どこか痛めたみたいで……」

「痛めたって……！」

　前にいる人垣をかき分けながら、愛梨を見つめる。

　確かに、彼女は右足の足首を押さえながら倒れていた。ひょっとしたら、転んだときに捻ひねってしまったのかもしれない。一瞬だけ、まさかこれも脚本ブツクなんじゃないかと思ったが、愛梨の苦しそうな表情を見た途と端たん、そんな思考は吹っ飛んだ。

　──違う。

　あれはどう見ても演技じゃない。この二ヵ月間ずっと愛梨と一緒にいた北ほく斗とにはわかってしまった。

　思えば、いくつもの種目に出たせいで愛梨の身体からだにはかなりの疲労が溜たまっていたはずだ。それに応援合戦の振り付けを憶おぼえるために徹夜をしたとも言っていた。さらには、さきほどの中庭での出で来き事ごと。

　あれが……愛梨の疲れ切った身体にさらに負担をかけたとしたら──。

「───っ」

　──やめろ。

　今はそんなことを悔やんでいるべきじゃない。




　──何事にもトラブルはつきものだ。




　少しずつ冷静になっていく北斗の頭の中でリフレインしたのは、チェルシーの言葉。




　第一次投票の前に愛梨のスキャンダルが起きたときに、思い知らされたよ。大事なのは──きっと、トラブルが起きたときに何ができるかだ。




　そう、大事なのは今自分に何ができるか。

　葛くず原はら北斗という人間が、凛りん多だ愛梨に何をしてやれるかだ。

「大丈夫か、凛多！」

　沿道からコースに出て、愛梨のもとに駆かけ寄る。

　まず目に映ったのは、腫はれ上がった足首。たぶん捻ねん挫ざだろう。保健委員らしき生徒がその怪け我がの様子を見ているが──。

「……先輩」

　愛あい梨りは駆かけ寄ってきた北ほく斗とを見た瞬間、一度だけ深く息を吐いた。

　そして、

「なっ──」

　腫はれ上がった足で、立ち上がる。しかし、やはり傷が痛むんだろう。すぐさま愛梨はバランスを崩して倒れそうになってしまった。

「バカ！　何やってんだよ！」

　反射的に、北斗は愛梨の身体からだを抱きとめ──そして、気付いた。

　彼女の身体が、震えていることに。

「……大丈夫、です」

　痛みを堪こらえるように、愛梨は今にも消え入りそうな声で言った。

「私はまだ走れます。だから、走らせてください」

「で、でも──」

「私より先に、千ち夏なつはスタートしています。もうかなり先行しているはずです。ひょっとしたら……もう追いつけないかもしれません。それでも、まだ負けたって決まったわけじゃないんです」

「───っ」

　ゾクッと、その透き通った瞳に宿った闘志に気け圧おされる。

　──なんてヤツだ。

　さっき愛梨が言ったことが本当だとしたら、もはや結果は絶望的だ。この怪け我がのまま走っても、千夏に追いつけるわけがない。それは、紅あか組ぐみの敗北へと直結する。そして、体育祭のジンクス通りに行けば第二次投票でも愛梨は千夏に敗けるだろう。

　それでも、愛梨は走ろうとしていた。

　北斗には、一体何が彼女の小さな身体をここまで突き動かしているのかわからなかった。総大将としての責任。最後まで生徒たちを楽しませたいという義務感。千夏に敗けたくないという反骨心。逆境に屈したくないという意地……。

　もしくは、北斗を失うことへの恐怖。

　そんないくつもの感情が、愛梨を突き動かしているのかもしれない。

　だが何にせよ──愛梨は、自分自身の意志で走りたいと言った。

　きっと走らなくちゃ後悔が生まれる。悔いが残る。一生消えない何かが心に刻まれてしまう。だからこそ、愛梨は自分自身の意志で走ることを決断した。ボロボロになりながらも、千夏と戦うことをあきらめたくなかったんだ……。

「──わかった」

　だから、北斗は愛梨の言葉に頷うなずいた。

　どうなるかはわからない。

　ひょっとしたら走ることで怪け我がが悪化するかもしれない。ロクに走れないで倒れてしまうかもしれない。惨めな姿を学園の生徒に晒さらすことになるかもしれない。

　それでも、北ほく斗とは愛あい梨りの偽恋人。

　偽物だけど、恋人なんだ。大事なのは、凛りん多だ愛梨の意志。恋人だったら、一番彼女の近くにいる人間なら、きっと愛梨の意志を尊重するべきだ。

「──あっちゃん」

　けど、そんな北斗の想おもいを裏切るように響いたのは──硝子がらすのように透き通った声。

　凛多千ち夏なつ。

　コースを逆走してやってきたのは、生徒会長に違いなかった。

「えっ……」

　その姿に、誰もが驚きよう愕がくする。だって千夏は愛梨より先にスタートしたんだ。もし走っている途中で後方の異変に気付いたとしても、戻ってくる必要はない。

「大丈夫？　ひょっとして、怪我したの？」

　しかし、千夏は生徒の視線を無視するように愛梨に近づいて行った。

　倒れている愛梨以上に、苦しそうな顔をして。

「───っ」

　その顔を──仮面のようによくできた表情を見た瞬間、北斗はすべてを悟ってしまった。

　同時に、やめろっと心の中で叫ぶ。

　だって、今千夏が……自分の双子の妹がしようとしていることは──！

「あっちゃん」

　気付けば、千夏の近くには放送部のカメラがいた。つまり、この映像は学園中に流されている。きっと、千夏もその事実を理解している。

　だから、彼女は学園中に響き渡る声で──告げた。




「一緒に、走ろう」




「───っ」

　義姉の言葉に、苦痛に歪ゆがんでいた愛梨の顔からさらに血の気が引いた。

「ち、千夏、何を……」

「大丈夫だよ、あっちゃん。もう、無理しないで。今日一日、あっちゃんと体育祭で勝負できてあたしはとっても嬉うれしかったし、すっごく楽しかった。できることなら最後まであっちゃんと一緒に体育祭をやり遂とげたい。だから──」




　あたしがその手を引いて、一緒にゴールしてあげる。




　千ち夏なつは優しく微笑ほほえんだまま、北ほく斗との身体からだにしがみついていなくちゃ立っていられない愛あい梨りに手を差し伸べた。

　それは、傍はたから見たらひどく美しい光景だった。

　血の繋つながっていない姉妹。

　ずっと争っていた彼女たちだが、怪け我がをして満足に走れない妹に、姉が手を差し伸べている。まるでドラマのワンシーン。道徳の教科書の一ページにでもなりそうなエピソード。妹のために勝利を捨てた、優しい生徒会長お姉ちやん。

　その姿に、生徒たちは心を奪われた。

「……ちなっちゃん」「すげえ。妹を助けるために戻ってくるなんて」「優しい……」「さすが会長」「敵に手を差し伸べるなんて、なかなかできねえよな」

　千夏への賞賛が響き、やがて場は温かい拍手に包まれる。おそらくこの映像が映し出されているグラウンドでも同じことが起きているだろう。天使のような千夏の優しさに誰もが感動し、愛梨と千夏が一緒にゴールするところを見たがっているように思えたが。

　──やめろ！

　北斗はそう絶ぜつ叫きようしたかった。













　千ち夏なつがどうして愛あい梨りに手を差し伸べたのかはわからない。

　点差的に、白組の勝利を確信したのかもしれない。ここで妹を助ければ第二次投票で自分の印象が有利になると考えたのかもしれない。ひょっとしたら何の魂こん胆たんもなく、ただ純粋に困っている妹を助けたいと思ったのかもしれない。

　だが、少なくとも彼女の行為は北ほく斗とにとって最悪だった。

　──なあ、千夏。

　おまえは知ってるのか？

　今にも倒れそうな自分の妹が、どんな想おもいでここに来たか知ってるのか？　どれだけの努力をしてここに辿たどり着ついたと思ってるんだ？　毎日毎日脚本ブツクをこなして、ただ体育祭で勝つために放課後にトレーニングして、身体からだと心をすり減らして、魂を燃焼させて……。

　おまえは凛りん多だ愛梨がどんな想いでここにいるか、わかってるのか？

「───」




　──楽しみです。




　休憩のときに、愛梨は北斗にそう言った。




　──この日のために私は半年間……いえ、千夏と姉妹になった瞬間から今日まで努力を続けてきたと言っても過か言ごんじゃありません。




　まるで運動会の前夜に眠れない子供みたいに、言ったんだ。




　──やっと千夏と互角に戦える。




　そう、愛梨は待っていた。

　千夏と戦える今日という日を。もちろん敗北の恐怖を感じていなかったわけじゃないだろう。それでも彼女は楽しみにしていたんだ。




　──たとえどんなことが起きても、最後まで戦い抜きたい。




　すべてを賭かけて、

　姉と戦えるこの瞬間を、ずっと待っていたんだ。

　なのに──。




　──一緒に、走ろう。




　その同情は、愛あい梨りの努力に対する冒ぼう涜とくでしかない。

　必死に努力してきた愛梨を──勝ちたいと思ってきた妹の意志を踏みにじる行為だ。




　──もう、無理しないで。




　無理をして、何が悪い？

　少なくとも、それを決めていいのは他人じゃない。

　無理をするって──がんばるって決めたのは愛梨なんだ。努力するって決断したのは愛梨なんだ。たった今走りたいって願ってるのは愛梨なんだ。

　なのに、どうしてそれを同情という形で否定しようとする？　どうして全力で向かい合ってやらない？　どうして戦ってやらない？　どうして勝ってやらない？　どうして敗けることすら許してやらない？




　──あたしがその手を引いて、一緒にゴールしてあげる。




　どうしてそんな言葉が言えるんだ？

　まさか、自分の妹を傷つけたくないとでも思ってるのか？

　だとしたら──。

「───」




　──テメエは、これっぽっちもテメエの妹いもうとのことを理解できちゃいない。




　なあ、教えてくれよ、千ち夏なつ。

　凛りん多だ愛梨は傷ついたら戦うのをやめるヤツなのか？　倒れたら一人じゃ立ち上がれない人間なのか？　すぐにあきらめちまうような人間なのか？

　違うだろ。

　凛多はそんなヤツじゃない。そんなヤツだったら最初からおまえと戦うことを決断してない。だって、コイツはおまえが天才だって知っている。戦えば何度も敗けて傷つくって十分理解してる。なのに、コイツは戦うことを──戦い続けることを選んだ。




　なのに、おまえは自分が助けたいって理由だけで、凛多に手を差し伸べるのか？




　それは、傍はたから見ればすごく正しいことなのかもしれない。高潔で、崇すう高こうで、尊くて、まるで神様みたいだ。もしかしたらみんな「人の好意は素直に受け取れ」なんて思っているのかもしれない。

　でも、正しいことが、すべて正解とは限らない。

　勝手に人の気持ちを決めつけて、戦うべき敵に優しさを押しつける。

　ときにそれは──裏切りになる。

　自分と全力で戦ってくれようとしてくれた人間への、どうしようもない裏切りになるんだ。その裏切りは、敗北よりもさらに深く、相手の心をズタズタに傷つける。

　確かに、人に優しくすることは大事なことだ。きっと誰にだって、誰かに優しさを分けてやらなくちゃいけないときが来る。

　けど、それと同じように──誰かに優しくしちゃいけないときもある。

　その優しさが、誰かを傷つけてしまうときもあるんだ……。

「さあ、あっちゃん」

　北ほく斗とが思考する間にも、千ち夏なつは笑顔のままで手を差し伸べる。

　観客たちは──七千人の生徒たちは、愛あい梨りがその手を取ることを望んでいるように見えた。

　まるで小説みたいに。

　まるで映画みたいに。

　まるで童話みたいに。

　優しい優しいお姉ちゃんに助けられる、傷ついた妹を見たがっていた。美しい感動を欲していた。誰かから誰かへと贈られる無む償しようの愛情を見て、自分の心が潤うのを望んでいた。

　そういう場の空気に、呑のまれていた。

　みんながそうだから、自分もそうしようと流されていた……。

「───っ」

　だけど、愛梨は違った。

　彼女は怯おびえたように、姉が差し出した手を見つめている。

　──ああ、そうか。

　北斗はその瞬間、理解していた。愛梨が千夏に助けなんか求めてないことを、千夏が戦ってくれるのを望んでいることを──改めて理解できた。

　だって、今愛梨は泣きそうになっている。

　この涙の理由は姉に助けられた嬉うれしさじゃない。敵が自分のことを敵として扱ってくれないことへの悔しさ。そして、こんな事態を招いてしまった自分自身の不甲斐なさだ。燃えたぎるような感情に、愛梨の瞳は潤んでいる。そのことを──彼女の偽恋人である北斗だけが理解できた。

　なら──どうしたらいい？

　重要なのは落ち着いて行動を起こすこと。今自分が愛あい梨りは走れると叫ぶのは簡単だ。でも、それじゃダメだ。この場の空気が──千ち夏なつがつくり出した観客の感情が、愛梨に無む茶ちやをさせないだろう。無理に北ほく斗とが愛梨を走らせても、余計に千夏への支持が集まるだけ。そうすれば、第二次投票で愛梨は不利になる。だって、千夏の判断は愛梨の気持ちを完璧に無視しているという一点以外はすべて正しいのだから。

　だったら、どうすればいい？

　どうすれば愛梨を本当の意味で助けてやれる？

　愛梨の努力を無駄にしないでやれる？

　愛梨の涙を、止めてやれる？

　一体どんな方法を、手段を、対策を使えば──！

「───っ」

　──そうか。

　北斗の中で光を灯ともしたのは、たった一つの言葉だった。そう、さっき観客席でチェルシーは言っていた。最終種目は誰かが欠場してもいいように対策が設けてあると。

「──千夏」

　だから、北斗は。

　迷うことなく愛梨に手を差し伸べた千夏に声をかけた。

　──助けたい。

　ただ、北斗はそう思った。

　愛梨だったから。

　相手が凛りん多だ愛梨だったから、北斗は彼女を本当の意味で助けたかった。少しでも彼女の努力が報われて欲しかった。中庭で彼女を傷つけたことを詫わびたかった。この二ヵ月間ずっと彼女を傍そばで見続けてきたからこそ──行動を起こすことを決断した。




　──俺は、凛多が泣いてるのを見たくなんかない。




　そんな、どこまでもシンプルで人間らしい感情で、前に進むことを選んだんだ。

「？　何かな、北斗？」

　微笑ほほえみを浮かべたままで、千夏は訊たずねてきた。

　目の前にいる血の繋つながった妹に──北斗は告げる。

　カメラを通して、全校生徒に届くように。

「俺が代わりに、走る」

「え？」

「だから、俺が代わりに走るって言ったんだ。最終種目には──出場選手が病気や怪け我がで欠場してもいいように、事前に総大将が指名した補欠が一人いるはずだ。そして、その補欠が俺だ。だから──俺が、凛りん多だの代わりにおまえと戦う」





　　　　　　　＠　＠　＠






　そう、それが最終種目に設けられた対策。

　観客席でチェルシーが教えてくれたプランだった。

　誰かが病気や怪我で欠席した場合、事前に総大将が決めていた生徒が走ることが許される。ただし戦うランナーが男女だった場合、男の方はハンデとして両足に三キロずつの重りアンクルをつけなければいけない。この変則ルールは、エキセントリックな種目をいくつも生み出した体育祭実行委員会のらしさが出ていたが……。

　正直言って、北ほく斗との申し出が通るかは微妙だった。

　だってこれはレース前に選手にトラブルが起きたときのための対策ルール。けれど、愛あい梨りが怪我したのはスタート直後とはいえレース中。さらには、生徒の空気も愛梨が千ち夏なつに助けを求めることを望んでいたが──。

「大丈夫なの、兄さん？」

「おう。これぐらいの重り大したことねえよ。千夏が先行してた分の距離は開いたままだけど、すぐに追いついてみせる」

　最終走者のスタート地点。

　そこで北斗は、隣に立った冬とう華かに言った。

　そう、北斗の申し出は通った。




　──わかったよ、北斗。




　そうなった一つ目の理由は、白組の総大将である千夏が了承したこと。

　そして──。




　──お願いします、先輩。




　二つ目の理由は、紅あか組ぐみの総大将である愛梨が北斗にすべてを託してくれたこと。代わりに走るのを──認めてくれたこと。




　──私の代わりに、千夏と戦ってください。




　愛あい梨りも、無駄にしたくなかったのだ。一緒にゴールするなんて都合のいいエンディングで自分の努力を裏切って欲しくなかった。だからこそ、北ほく斗とにすべてを託した。もちろん、これはチェルシーが書いた脚本ブツクじゃない。

　葛くず原はら北斗と凛りん多だ愛梨。

　二人が、決めたことだ。

「ところで、凛多は大丈夫か？」

「ええ。さっき副会長のチェルシーさんが保健室に連れて行ったわ。怪け我がも捻ねん挫ざだと思うから、応急処置をすればすぐに病院に行かなくても大丈夫なはずよ」

「そっか。じゃあ、体育祭の閉会式には出れそうだな。よかったよ」

「……ねえ、兄さん。どうしてここまでするの？　きっと、生徒の中には兄さんのことをよく思ってない人もいる。たぶん、あのまま愛梨が会長に助けてもらうことを望んでた人もいるわ。会長が『じゃあ、これで仕切り直しだねっ！』って上う手まく盛り上げてくれたから体育祭の熱は冷めてないけど……ひょっとしたら、代走なんて手段を使った兄さんにヤジが飛ぶかもしれないのに……」

「いいよ、それでも」

　特に問題でもないように、北斗は言い切った。

「だって、俺は凛多の恋人だからな」

「………っ」

「それに、凛多の夢は生徒会長になること。あいつはこれからも選挙戦で戦わなくちゃいけないんだ。俺は、あいつにがんばって欲しい。あいつの手助けがしたい。あいつの力になりたい。ただ、それだけだ」

「……そう。それでこそ、私の兄さんね」

　優等生らしい笑顔で兄を激励する冬とう華か。

　けれど、勝負に集中していた北斗は気付けなかった。妹の笑顔が、ほんの少しだけぎこちなかったことに。

　北斗の瞳は、ただ前だけを見つめている。

　自分がこれから走るコースを。

　そして、はるか前方にいる双子の妹……凛多千ち夏なつを──。

『まさかまさかの代走劇！　ここに来てランナーはジミ子こからクズ先輩へと文字通りバトンタッチでオイオイオイ見せつけてくれるじゃねーかこのバカップル共がーっ！　だがぼたん様はこういう青春クセえノリは意外と嫌いじゃねーぜ!?　それでは改めて始めようか？　こっからが本当のクライマックスだ！　──位置について、よーぃ……』

　スピーカーから響く実況。ドクンドクンッと緊張と不安に揺れる心臓を抑えつけるように、北ほく斗とはただ耳を澄ませた。

　──絶対に、勝つ。

　ただそれだけを胸に。

　愛あい梨りが抱いていた想おもいを胸に。

　これからも彼女と一緒に選挙活動を続けることだけを胸に──！




『──ＧＯ！』




　北斗は、駆かけ出した。

　走る距離は一キロ。

　だが、北斗は決めていた。千ち夏なつを捉とらえるまでは全力で走る。温存して先にゴールされては元も子もない。

「なんでおまえが走ってんだ！」

　走り出してすぐに、脇わきの沿道にいる白組の生徒からヤジが飛んだ。

「せっかく会長が助けようとしてくれたのに無駄にしやがって！」「そこまでして勝ちたいか！」「見苦しいんだよ！」

　きっと、普段なら校内一の問題児である北斗に悪口なんて言えない。けれど高まった体育祭の熱気が、そして集団でいるということが、彼らに批ひ判はんする勇気を与えていた。

　しかし、北斗は前を見て走り続ける。

　後悔はない。

　自分が取った行動が見苦しいかもしれないとは思ってる。けど、どんなに泥臭くさくなってもいいって信じられた。

　だから、何も言い返さないで、駆け抜ける。

　観客に対する怒りも、不満も、屈くつ辱じよくも……すべてを捨てるようにアスファルトを蹴けり続ける。

　そして、五百メートルほど走ったところで、チェックポイントに辿たどり着ついた。

　コース上に設置されたのは、高さ二メートルほどの長方形の立方体。服屋にある試着スペースに似ている。この中で用意された衣装に着替えるのだろう。

　すぐさま、北斗は設置された着替えスペースに飛び込んで──。

「……は？」

　瞬間、目を疑った。無理もない。全力疾走で息を切らす北斗の眼前。着替えスペースの中に置かれていたのは、




　フリルが大量についた真っ赤なエプロンドレスだった。

　しかも、可愛かわいらしい猫耳まで用意されていた。




「………」

　不覚にも。

　北ほく斗とはレースに出たことをほんのちょっぴりだけ後悔しそうになった。

　だって、いくらなんでもコレはないだろう？

　今までの衣装もかなりぶっ飛んでいたが、ここまでエキセントリックじゃなかった。この衣装は、どう見ても男が着るヤツじゃ──。

「あっ──」

　そこで、北斗は理解した。

　自分は代走。最初走るのは愛あい梨りの予定だった。

　だからこれは、女の子である愛梨のために用意された衣装なのだろう。確かに、この衣装を着た愛梨はすごく見てみたい。こんな猫耳魔法少女な格かつ好こうをしたらさすがの愛梨だって恥はずかしがる。その照れた姿はとんでもなく可愛いはずで……。

「……って、そうじゃねえ！」

　ゴッ！　と着替えスペースの壁に激しく額ひたいを打ちつけて、北斗はなんとか脳内から魔法少女凛りん多だ愛梨を追い出した。

　──マジで、俺がコレを着るのか？

　エプロンドレスを見てるだけで眩暈めまいがしてきた。校内一の問題児。不良。ヤンキー。それが自分のキャラクターだってことくらい北斗にもわかってる。当然ながら、生まれてこの方女装をした経験はゼロ。

　しかも、この衣装のまま走らなくちゃいけないのだ。

　七千人もの生徒の前を……。




「──バカか、俺は」




　それがどうした？




　自分に言い聞かせるように、北斗は呟つぶやく。

　きっと不良の自分がこの衣装を着て出ていったら生徒は嘲わ笑らうだろう。体育祭のダイジェストはローカルテレビで放映されるし、ネットにその動画がアップされて、決して消えない恥辱になるかもしれない。一生もののトラウマになる可能性すらあった。




　──お願いします、先輩。




　けど、それでもいい。

　自分がどうなろうと、知ったことか。




　──私の代わりに、千ち夏なつと戦ってください。




　助けたい。

　力になりたい、応援したい、支えてやりたい、協力したい、笑い合いたい、喜び合いたい、一緒に努力したい、二人で歩いて行きたい……そう、行けるところまで。

　──泣かせたくないって、決めたんだろ？

　だったら、迷ってる暇なんかないじゃねえか……！

「うぉおおおおおおおおおおおっ！」

　わずか数秒でボクサーパンツ一丁になってから、エプロンドレスに袖そでを通す。ビリッと肩のあたりから不ふ穏おんな音が。明らかにサイズが合っていない。女物だから当然だ。そして、ヤケクソになりながらも猫耳を頭につけて──。




「凛りん多だ千夏ぅうううううううううううううっ！」




　はるか前方にいるはずの敵の名前を叫びながら、

　北ほく斗とは猫耳魔法少女スタイルで再びコースへと躍り出た。

「えっ……」

　瞬間、聞こえたのは誰かが絶句する声。

　数秒間、瀬せ海かい学園総生徒七千人は確かに言葉を失っていた。

　しかし、それも数秒だった。

「ぷっははは！　なんだよあれ！」

　誰かが、北斗のことを指さして笑う。

「う、嘘うそ？　なんでクズ先輩があんな格かつ好こうを？」「あはははは似合わなすぎ！」「このチョイスはＯＵＴだぞ体育祭実行委員！」「ね、猫耳……猫耳で魔法少女って……っ！」

　もはや紅あかも白も関係なかった。

　広大な学園の敷地を揺るがすような笑い声。校内一の問題児が、猫耳魔法少女スタイルで全力疾走。その驚きよう愕がくの映像に、沿道は北斗を指さしながら笑っている女子やお腹なかを抱えて倒れている男子で溢あふれかえっていた。




　──笑ってろ。




　けど、北ほく斗とは走るペースを緩めない。

　むしろ、加速していく。




　──誰かに笑われたって、構わない。




　自分に浴びせられる嘲ちよう笑しようを切り裂くように、アスファルトの上を駆かけ抜ける。

　重りアンクルをつけているせいで足の疲労がヤバい。息も上がっている。呼こ吸きゆうをするだけで肺が痛い。心臓だって爆発しそうだ。




　──そんなことは、関係ねえ！




　それでも北斗は止まらない。スピードの出しすぎのせいかコーナーで転んだが、すぐに立ち上がり擦りむいた足で走り出す。




　──ねえ、兄さん。どうしてここまでするの？




　不意に頭の中で響いたのは、スタート前に冬とう華かが口にした疑問だった。

　確かに、自分は今すごくバカなことをしているのかもしれない。無理やり代走になって、往生際の悪いマネをして、こんな恥はずかしい衣装に着替えて、まるでサーカスのピエロみたいに全校生徒の笑い者になって……。

　どうしてだ？

　どうして、俺はここまでする？




　──本当は、わかってんだろ？




　北斗の中にいた誰かが、問いかけてきた。

　そう、答えはもうわかってる。

　ヒントは、愛あい梨りに自分と千ち夏なつの関係を話せなかったこと。なぜか愛梨にだけは……自分と千夏が異常な関係だとは知られたくなかったんだ。

　その理由は、たった一つ。

　たった今、葛くず原はら北斗はそれに気付いた。気付けた。実感した。思い知った。そして、もう抑えきれないと言わんばかりに──叫んだ。





「あいつが好きだからに、決まってんだろうがぁああああああああっ！」













　そう。

　きっと自分は、凛りん多だ愛あい梨りという女の子に恋してる。

　ジミ子こなんて呼ばれてイジメられていても、愛梨は決して挫くじけなかった。自分の本気になれる何かのために必死に足あ掻がいていた。まるで愛梨が大好すきな三十年前のパンクソングの歌詞みたいに、美しかった。

　そんな彼女が、自分を変えてくれた。忘れていた感情を、何かに本気になれることへの楽しさを、生きてるって実感を、思い出させてくれた……。

　そのときから、葛くず原はら北ほく斗とという人間は、凛多愛梨という女の子がどうしようもなく好きになっていたんだと思う。

　だから愛梨にだけは千ち夏なつとの関係を知られたくなかった。

　もし愛梨に自分たち兄妹きようだいの異常な関係を知られたら、何を言われるだろう？　ひょっとしたら軽けい蔑べつされて拒絶されるんじゃないか？　そんな想像が、怖かった……。

　好きなヤツに、嫌われたくない。

　まるで青クサいガキみたいに、そんなことを思っていたんだ。

　でも……！

「あああああああああああああアアアアアアア！」

　青いから、きっと自分は今走っている。

　こんなにも一生懸命になれている。

　愛梨の夢を……自分たちの夢を叶かなえたいって、心の底から想おもってるんだ！

「！」

　ゴールまで残り三百メートルの地点。

　そこで、北斗はやっと捉えた。

　前方にいるのは、真っ白なウェディングドレスを着たまま疾走する千夏。

　──走れ。

　走れ、走れ、走れ、走れ、走れ、走れ、走れ、走れ、走れ、走れ、走れ、走れ、走れ、走れ、走れ。走れ、走れ。

　もっと、速く。

　もっともっと、速く。

　この足音が、愛梨のもとに届くくらいに──！




「がんばれ！」




　ゴールまで残り二百メートル地点。学園に張り巡らされたコースからついに観客が待つグラウンドへと帰還した北斗の耳に届いたのは、驚くことに声援だった。




「行っけええええええアニキぃいいいいいいい！」「ラストスパートだ！」「もうすぐ追いつくぞ！」「今年は紅あか組ぐみに食券賭かけてんだ！」「会長ががんばってんだぞ!?　だからてめえもがんばれよ！」「もっとだ！　もっと俺たちの体育祭を面白くしてくれっ！」「走って！　走ってくださいクズハラ先輩ぃ────────っ！」




　観客席から送られるのは、北ほく斗とを応援する叫び。

　後援会に入ってくれたヤンキー。愛あい梨りの支持者である女子たち。紅組の生徒。そして、驚くことに白組の生徒まで。

　気付けば、いつしか嘲ちよう笑しようは声援へと変わっていた。おそらく、最初から北斗を応援する生徒もいたのだろう。しかし、その割合がここに来て爆発的に増えた。

　一体何が七千人もの生徒を変えたのかは、わからない。ひょっとしたら、がむしゃらに走っている北斗の姿を見て何かを感じたのかもしれない。体育祭のクライマックスを盛り上げて欲しかったのかもしれない。そんな空気に感化されただけかもしれない。

　それでも、生徒たちは北斗と千ち夏なつに声援を送っている。

　すごく、楽しそうにしながら。




　──私が生徒会長になりたいのは、学園をもっと面白くしたいからなんです。




　九月に図書室で一緒に勉強をしているとき、愛梨は北斗にそう言った。きっと愛梨が見たかったのはこういう光景なのだろう。熱狂、興奮、スリル、楽しさ……燃えたぎるような、生きてるって心の底から叫びたくなるような感情を、生徒に感じて欲しかったんだ。

　だから、凛りん多だ愛梨は生徒会長になろうとしている。

　自分だけにできるやり方で、この面白さをもっともっと生徒たちのもとへと届けるために──！

「おぉおおおおおおおおおおおおオオオオオオオオオ！」

　声援に応えるように、北斗は獣のごとく吼ほえた。アンクルがついた両足でグラウンドのトラックを疾走、疾走、疾走。

　そして、ラスト約五十メートルの地点で──ついに千夏に追いついた。

「あははははっ！」

　驚くことに、並走した千夏は笑っていた。決して、北斗の格かつ好こうを見て嘲あざ笑わらっているんじゃない。その表情にあるのは、純粋な楽しさ。

　血の繋つながった家族。

　双子の兄と全力で競い合える喜びで──。




「がんばれええええええええ先輩ぃいいいいいいいいいいいっ！」




　そこで北ほく斗との心に突き刺さったのは、ここにいないはずの声だった。

　ゴール地点。そこにいたのは、保健室に行ったはずの愛あい梨り。捻ねん挫ざをした足首に包帯を巻きつけた彼女は、全力疾走する北斗に声を嗄からして叫んでいた。

　まるで一ヵ月前の立会演説会で北斗がしたみたいに……。

　自分の感情を、

　気持ちを、

　想おもいを、

　ただ真まっ直すぐに、叫んでいた。

「───」

　その声に──自分が好すきな女の子の声援に背中を押されるように北斗は加速し、ゴール手前三十メートルで、ついに純白の花嫁衣装を纏まとった千ち夏なつを追い抜いた。

　そのまま、紅あかい風のように。

　北斗はただゴールを目指して疾走して──。









　第七話　　猫になりたい






「……はい。今病院から帰ってきました。しばらくは松まつ葉ば杖づえをつかなければいけませんが、怪け我が自体はそこまで大したものじゃありませんでした。だから、そんなに心配しないでください、ちぃちゃん」

　午後七時過ぎ。

　体育祭が終おわり、病院から自宅のリビングへと帰ってきた愛梨は、チェルシーと電話をしていた。閉会式が終わった後、すぐに教師の車で病院に連れて行かれた結果、右足の捻挫は全治三週間ほど。

　だから、怪我自体は大したことじゃない。

　そう、問題なのは──。

「いえ、大丈夫です。私も覚かく悟ごはできています。もうすぐ第二次投票の結果がネットで発表されるでしょうが……ちゃんと、確認します」

　それだけ伝えると、チェルシーは『……わかった』と真剣な声で言ってから、電話を切った。たぶん、彼女も今は自分のことをそっとしてあげた方がいいと考えたのだろう。そのまま愛あい梨りはスマホの電源を切ってしまう。

「にゃ～」

　足元に黒い影がすり寄ってきた。

　飼い猫のニャンザブローだ。

　黒猫は怪け我がをした主人を心配するみたいに、左足に寄り添ってくる。

「大丈夫ですよ、ニャンザブロー」

　ソファーに座ってから、黒猫を抱きかかえる。温かいちっちゃな身体からだは、触れるだけで癒いやされる気がした。頭の中を埋め尽くす不安すらも、忘れられそうな気がした。

　けど、忘れるのは無理だ。

　だって──自分たちは敗けた。

　瀬せ海かい学園体育祭。

　最終的な点数結果は、紅あか組ぐみ八十五、白組八十八。

　紅組の、敗北だ。

　最終種目であった仮装レース。そこで北ほく斗とはゴール前で千ち夏なつを追い抜いたが……寸前で、追いつかれた。そのまま、二人はまるで息の合った双子きようだいみたいに同時にゴールイン。ビデオ判定まで行われたが、結果は同着。

　そして同じだけの点数が両軍に加算され、元からリードしていた白組が勝利した。

　さらに体育祭のＭＶＰは千夏。

　白組総大将として閉会式に出た彼女は、ウェディングドレスを着たままで学園理事長から大きなトロフィーを受け取っていた。その姿に学園中が惜しみない拍手を送り、紅白両軍の総大将を称たたえた。

　そのまま、体育祭の余韻冷めやらぬ中で第二次投票が行われて──。

「結果を、見なくちゃいけませんね」

　そろそろ即時開票された投票結果が学園の公式サイトにアップされるはずだ。

　けれど、愛梨はスマホを起動させることができなかった。

　──どうして？

　心の中でそう呟つぶやく。今までだって散々千夏には敗けてきた。十数年間義あ姉ねに勝ったことは一度だってなかったんだ。だったら、今回敗けても大したことはないじゃないか。敗けてもまた立ち上がればいい。そうやって歩き出せばいい。

　それが自分のスタイル。

　凛りん多だ愛梨という女の子の生き方だったはずだ。

「───っ」

　なのに、愛梨は胸の中から熱いものが込み上げてくるのを感じた。

　涙が溢あふれて、視界が滲にじむ。













　──怖い。

　結果を見るのが、どうしようもなく怖い。怖くて怖くて仕方ない。体育祭で敗けたことを引きずっているのももちろんある。けど、それ以上に愛あい梨りは──第二次投票で千ち夏なつに敗けたと知るのが怖かった……。

　だって、敗けたら北ほく斗との偽恋人でいられなくなる。

　思い出すのは、彼と過ごしたこの二ヵ月間。毎日一緒に登校して、お昼を一緒に食べて、模試のために勉強して、スピーチの練習をして、選挙活動をがんばって、体育祭に向けての準備をして……それこそ本物の恋人みたいに、ずっと一緒にいたんだ。

「……これじゃ、ダメですね」

　想像したよりも遥はるかに打ちのめされている自分にショックを受けながらも、愛梨は黒猫をぎゅっと抱きしめる。けれど、一緒に暮らす家族と触れ合っていても……頭の中からは北斗のことが消えてくれない。

　思い出すのは、中庭でのできごと。




　──それだけじゃないんですよっ！




　あのとき愛梨は北斗にそう叫んだ。

　なぜあんなことを叫んでしまったのかが、今ならよくわかる。あのとき気付いてしまったからこそ、午後の種目では思うような結果を残せなかったし、最終種目で怪け我がをしてしまったんだとも思う。

　だって、自分はどうしようもなく──。

「どうしましょう、ニャンザブロー」

　猫の顔を覗のぞきこみながら、訊たずねてみる。

　しかし、返ってきたのは「にゃ～」という鳴き声だけ。いつも愛あい梨りの支えになってくれた黒猫だが、さすがに人の言葉で返事まではしてくれなかった。

　それでも、愛梨は話しかけ続ける。

「私、敗けちゃいました……」

　返事は、ない。

「体育祭で勝ったのは白組。第二次投票では、白組の総大将である千ち夏なつに票が流れるでしょう。たぶん、私もちぃちゃんも第二次投票を突破することはできると思います。けど……千夏に得票数で勝つことはできない」

　返事は、ない。

「本当にすごいですよ、千夏は。生徒会長として体育祭をこれ以上ないくらいに盛り上げて、ＭＶＰまで獲得して……義妹いもうととして、誇ほこらしいくらいです。結局先輩と千夏の間に何があったのかはわかりませんでしたが、二人は特別な関係なんだと思います」

　返事は、ない。

「先輩にとって、千夏は大事な人なんです。きっと、自分の家族みたいに大事な人なんです。もしかしたら……先輩も千夏のことが好すきなのかもしれません。だったら、きっとお似合いですよね？　二人が付き合うなら……偽物の恋人なんかじゃなくて、本物の恋人同士になるのなら、私も……」

　祝福しなくちゃいけません、と言おうとして。

　愛梨の瞳からはポロポロと涙がこぼれていた。

「ううっ……」

　嫌だ。

　嫌だ、嫌だ、嫌だ……。胸が張り裂けるように痛む。心が折れたわけじゃない。劇場型恋愛を続けられなくなっても、自分は生徒会長の座をあきらめたりなんかしない。

　けど、涙は止めどなくこぼれ落ちてくる……。

「嫌です……」

　返事は、ない。

「こんなの、嫌ぁ……っ」

　返事は、ない。

「敗けたくなかった……今回だけは、どうしても敗けたくなかった……っ。だって……敗けたらもう先輩と一緒にいられなくなる……先輩に勇気をもらえたから、ここまで来れたのに……なのに、どうして私は……っ」

　やりきれない想おもいを、悔しさを、後悔を、感情を、ただ吐き出す。

　けれど、返事はない。黒猫にできたのは、飼い主を案じるみたいにか細い声で鳴くことだけ。それだけで塞がるほど、愛あい梨りが負った傷は浅くなかった。捻ねん挫ざした足よりも、心のどこかにできた傷の方がよっぽど痛む……。

　それでも、泣いている愛梨に返事をする相手は誰もいなくて──。




「何を泣いてんだよ、このジミ子こ」




　瞬間、リビングに響いたのは聞き慣れたハスキーボイス。

　思わず愛梨が目を向けると、いつの間にかリビングに立っていたのは金髪の男の子。

　葛くず原はら北ほく斗と。

　愛梨の、偽恋人だった。

「せ、せんぱい……」

　北斗の姿を見た途と端たん。

　愛梨は、彼に抱きつきたくなった。

　細いけど引き締まった身体からだにすべてを預けたくなった。心臓が壊れるくらいに優しく抱きしめて欲しかった。そうすれば、この涙も止まってくれる気がした。

　けど、ダメだ。

　だって自分はもう敗けたんだ。

　だったら、そんな恋人みたいなマネをするわけにはいかない……。

「……なんでここにいやがるんですか。どこから入ったんです？」

　手で涙を拭ぬぐってから、掠かすれた声で訊たずねる。

　すると北斗は「ああ」と応えてから、

「おまえの方こそ、なんでスマホの電源を切ってんだよ。さっきから何度かけても出ないから、ベランダから直接入ってきたんだ」

「……バッテリーが切れてしまっただけです」

「そっか。まあ、勝手に入って悪かったよ。ただ、どうしてもおまえと話がしたかったからさ」

「……話？」

「ああ。つーか、その前に訊ききたいんだけど……おまえ、今猫に話しかけてなかったか？」

「なっ[image: ][image: ][image: ]」

　一気に顔が火ほ照てるのを、愛あい梨りは感じた。

　──見られた。

　見られた見られた見られた信じられない信じられない嘘うそ嘘嘘恥はずかしうわあああああああどうしよう死にたい死にたい死にたい私のばかばかばかなんであんなことをこうなったらいっそのこと口封じに先輩をコロ──。

「それが何か？　私はこの子の飼い主さんですからね。にゃんにゃんお話ししても別にフツーですにゃーん」

　羞しゆう恥ち心しんを必死に押し殺しながら、愛梨はなんとか返答できた。

　……危なかった。

　一瞬、恥ずかしすぎてよからぬことを考えそうになったけど、気にしない気にしない。若干口調がおかしくなってしまった気もするけど、たぶん上う手まく誤ご魔ま化かせたはずだ。これで北ほく斗とが追つい及きゆうしてくることも……。

「だったら、いいんだけどさ。あんまり変なことするなよ。ただでさえ怪け我がしてるんだから、心配になるだろ？　そういや怪我は大丈夫か？　足、痛むか？」

「………っ」

　だが、北斗の言葉はある意味追及よりも辛つらかった。

　──やめてください。

　思わずそう叫びたくなるのを、愛梨は必死に堪こらえる。

　もう、優しくしないで。

　そんなに優しくされたら、あきらめきれなくなる。

　せっかく拭ぬぐったのに、また涙がこぼれそうになる……。

「げっ。なんでまた泣きそうになってんだよ！」

　ひどく慌あわてた様子で北斗が叫んだ。そのまま彼は愛梨に近づいてきて、ほんのちょっぴり乱暴な仕草で頬ほおにこぼれかけた涙を拭ってくれる。

　その不器用だけど素直な優しさに。

　愛梨は、今度こそ自分の気持ちを抑えることができなくなって──。

「ったく、そんなに泣くなよな。まあ、嬉し泣きしたい気持ちもわかるけどさ」

「えっ──」

　──嬉うれし泣なき？

　どういう意味だろう？　思わず潤んだ瞳で愛梨は北斗の顔を見つめる。すると、北斗は「は？」と逆に戸と惑まどってから、

「おまえ、まさか投票結果を見てないのか？」

「あっ、当たり前じゃないですか。だって、私は体育祭で敗けたんですよ？　だったら、第二次投票も……」

　そこまで愛あい梨りが言ったところで。

　北ほく斗とが手に持ったスマホの画面を見せてきた。

「らしくねえこと言ってねえで、しっかり自分の目で見ろよ。凛りん多だ千ち夏なつの得票数は２０９４票。そして、凛多愛梨の得票数は２３３２票。間違いなく、おまえの勝ちだよ」
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「えっ……」

　嘘うそ。

　投票結果を見せられた瞬間、愛梨の頭を支配したのが疑問だった。

　──どうして？

　だって、自分は体育祭で敗けた。紅あか組ぐみを勝利に導けなかった。それに、ＭＶＰだって千夏で……。

「確かに、体育祭で活躍したのは千夏だよ。体育祭のジンクス通りに行けば、第二次投票でもあいつが勝ってもおかしくなかった。けど、印象に残ったのはおまえだったんだろ？」

「い、印象……？」

「ああ。まぁ、俺があんな格かつ好こうで走ったせいもあるかもしれないけどさ」

　見てみろよ、と北斗が差し出してきたスマホに映ってるのは《セカイネット》の体育祭スレッド。

『最後のクズ先輩がよかったｗ』『紅組は敗けちまったけど、悔いはねえよな』『最後、ジミ子こが怪け我がしてたのに応援してたし』『怪我したからＭＶＰは無理だと思ったから、その代わりに第二次投票で票を入れてきた』『ジミ子のくせによくがんばったじゃん！』

　掲示板に溢あふれているのは、そんなコメント。

　さらには、ゴールインした後ですべてを出しきったために大の字で倒れている北斗と、その傍そばで瞳を潤ませながら彼を介抱する愛梨の画像までアップされていた。北斗の衣装が魔法少女のせいか、余計にインパクトの強い写真になっている。

「ちなみに、この写真を撮ったのはチェルシーらしいぜ」

「えっ……ちぃちゃんが？」

「ああ。掲示板にアップしたのもな。体育祭のＭＶＰは千夏だった。それはおまえが怪我した以上どうしようもないことだ。だけど、逆にそれでおまえに肩入れしてくれた生徒もいたってことだろ？」

「………」

「怪我をしてリタイアした以上、千夏がＭＶＰになるのは必然だった。でも、おまえだって今日一日がんばった。瀬せ海かい学園の生徒会長である千夏に真っ向から戦いを挑んだんだ。その姿に、心を動かされたヤツもいたんじゃねえか？　──コイツなら、生徒会長にふさわしいかもしれないってさ」

「で、でも、それだけで私が勝つなんて都合がよすぎます！　私が、千ち夏なつに勝ったなんて……！」

　思わず、愛あい梨りは叫んでいた。

　だって、相手はあの千夏なのだ。いくら私のがんばりを評価してくれたからって、第二次投票で勝てるなんて……。

「相手が千夏だから勝てたんだよ」

　けれど、北ほく斗とは愛梨を安心させるように言った。

「おまえだって憶おぼえてるだろ？　学園には俺と千夏がしてたゲームのウワサが流れてた。だから、千夏のファンはこう思ったんだ。第二次投票で千夏が勝っちまったら、あいつは俺と付き合うことになる」

「た、確かにそれはそうですが……」

「あいつは学園のアイドルだからな。芸能界のアイドルだって、突然恋人ができたらファンをやめるヤツだっている。だから、千夏のことをこれからも好すきでいたいファンの連中は、逆に第二次投票でおまえに投票したんじゃねえか？」

「………」

　確かに、千夏には熱狂的なファンも多い。

　その証しよう拠こに、お昼休憩のときにも北斗は襲われかけた。けど、熱狂的だからこそ、彼らがあえて千夏に票を入れなかったとしたら？

「あとは、最後におまえが応援してくれたのもよかったと思う」

「えっ……」

「ラストで俺が代走することになって、おまえは怪け我がをしながらも俺を応援してくれた。それを見て、たぶん生徒のみんなは思ったんじゃねえかな？　やっぱり、ジミ子こがクズ先輩と付き合った方がいいってさ」

「じゃ、じゃあ……」

「そういうヤツらが、おまえに投票してくれたってことだろ？　じゃなかったら、千夏に勝てなかったよ。そんな感じで理由は色々あるだろうが、結果がすべてだ」

　まあ、票差的にかなりギリギリだったけどな……と北斗はホッとした様子で息を吐いた。




　──信じられない。




　理由はどうあれ、自分が千夏に勝てたなんて。

　いや、正確には自分だけじゃない。きっと自分たちだ。愛梨はそう感じた。北斗が、チェルシーが、冬とう華かが、生徒たちが、自分の力になってくれた。支えてくれた。支持をしてくれた。だから、勝てたんだ……。

「これで残った生徒会長の候補は三人。凛りん多だ愛あい梨り、凛多千ち夏なつ、そして三番手に入ったチェルシー。あいつも、地味に票を集めてたからな」

「ま、ちぃちゃんは現役の副会長ですし、元々人望もありましたからね。でも……先輩。一つだけ質問してもいいですか？　どうしても、わからないことがあって」

「……わからないこと？」

「はい。──どうして、私が先輩を最終種目の補欠に選んでいるとわかったんです？」

　そう、愛梨は北ほく斗とにその事実を伝えていなかった。

　体育祭前日まで紅あか組ぐみのリレーメンバーが誰も怪け我がや病気をしなかったこともあったし、あの対策はあくまで念のための手段だった。

　だから、伝えなくても大丈夫だろうと漠然と思っていたのだ。そういう意味では愛梨は油断していたのかもしれないが……。

　なぜ、北斗は自分が補欠に選ばれているとわかったんだろう？

「あー、なんていうかさ……」

　金色の髪を気マズそうに撫なでながら、北斗は言いづらそうに。

「勘」

「……は？」

　──ちょっと待ってください。

　今なんて言いやがりました、このヘッポコヤンキー？

「だから、勘だよ。たぶん補欠は俺なんじゃないかって思ったんだ」

「そっ……そんなバカな。じゃあ、先輩は……自分が補欠に選ばれているって誰かに教えてもらったわけじゃないんですか？」

「おう。リレーの前にチェルシーから対策として補欠を用意してあるって話は聞いたけど、あの時点じゃ誰も怪我してなかったし、あいつも俺に補欠のことを伝える必要がないって思ったんじゃねえか？」

「………」

　つまり、北斗は自分が補欠だという確証がなかった。

　その事実を、誰かに聞いたわけじゃなかった。

「あ、ありえません！　それなら、どうしてあんな啖たん呵かを切ったんですか？　先輩は自分が補欠かどうかわからなかったんですよね？　もし自分が補欠じゃなかったら……」

「バカ野郎。今さら何を言ってんだよ。俺だって、もう二ヵ月もおまえの偽恋人をやってんだぞ？　だから、迷わなかったよ。別に誰かに教えてもらわなくてもわかったんだ。おまえなら俺を補欠にしてる気がした。きっと──凛多なら、俺を選んでくれるって思ったんだ」

　その言葉で。

　あっさりと、愛あい梨りの中にあった何かは決壊していた。

　自分が北ほく斗とを補欠に選んだのには理由がある。中学で空手の全国一になったこともある北斗は運動神経がいい。それはこの一ヵ月間ずっと一緒にトレーニングをしていてわかったこと。そして、愛梨には北斗なら大丈夫という信頼があった。

　でも、それは愛梨だけじゃなかった。

　北斗の方も、自分のことを選んでくれているって、愛梨を信頼していたんだ──。

「うわっ、だからなんでまた泣いてんだよおまえは！」

　再びポロポロと涙をこぼす愛梨を見て、北斗が慌あわてていた。

　けど、今度の涙は悔し涙じゃない。

　──よかった。

　愛梨の中を満たすのは、温かな感情。もちろん千ち夏なつに勝てたことも嬉うれしいが、これからも北斗と一緒に選挙活動を続けられることの方が何倍も嬉しい。その事実に、涙が止まらない。泣いちゃいけないのに、こういうときは笑わなくちゃいけないのに……。

　でも、それは無理だ。

　だって、自分はもう気付いてしまった。




　──間違っても私のことを好すきにならないでくださいね？　私も……先輩のことを、絶対に好きにならないようにしますから。




　北斗が自分をイジメから助け出してくれたとき、そう言ったのに。まるで自分に言い聞かせるように、そう言ったのに。

　やっぱり、ダメだった。

　だって──。




　──私は、先輩のことが大好きだ。




　きっかけは、やっぱり三年前のインタビュー。あのときの北斗はすごく輝いて見えた。引きこもっていた自分の目に映っていた憂ゆう鬱うつな世界をぶち壊してくれた。あんな風に自分の気持ちに正直に生きてみたいって思った。

　そのときから、どうしようもなく彼に憧あこがれていた……。

　一緒に脚本ブツクをこなして、立会演説会や第一次投票を乗り越えて、体育祭の準備をする中で──ますますその想おもいは強くなっていった。

　そして、今回北ほく斗とと千ち夏なつがゲームをしたことで、はっきりと自覚したんだ。

　自分の中にある、本当の気持ちに──。

「ありがとうございます、先輩」

　しかし。

　そんな感情はまったく表に出さずに、愛あい梨りは涙を拭ぬぐいながらお礼を言った。

　本当は、今すぐ自分の気持ちを伝えたかった。

　北斗と本物の恋人同士になりたかった。さっき自分がニャンザブローにしたのと同じように、彼に優しく抱きしめてもらいたかった。頭を撫なでて欲しかった。彼の腕の中で、飼い主に甘える幸せな猫みたいになりたかった……。

　──けど。

「───」




　いくら北斗のことが好すきでも、告白するわけにはいかない。




　だって、凛りん多だ愛梨には夢がある。

　瀬せ海かい学園の生徒会長になること。

　七千人の頂点に立つという目標。最初は荒こう唐とう無む稽けいな野望だったが、第二次投票で千夏に勝てたことで少しだけど現実味が帯びてきた。だから、これからはもっと選挙活動に力を入れなくちゃいけない。

　恋愛なんて、してる余裕はない。

　インターハイで優勝した運動部員が毎日ひたすら練習に打ち込んでいたように、自分も選挙活動に集中しなくちゃいけない。それに、もし告白して断られたら……とてもじゃないが劇場型恋愛を続ける自信はない。

　断られることを想像しただけでも、胸が潰つぶれそうになるくらい痛むんだ。

　実際に断られたら、きっと北斗とはしばらく会えなくなる。

　だから、自分たちは本物の恋人にはなれない……。

「なあ、凛多」

　思考する愛梨に、北斗はひどく真しん摯しな調子で言った。

「……ごめん。せっかく代走で出たのに、俺は千夏に勝てなかった。そして、俺と千夏の間に何があったかもずっと言えなかった……」

「………」

「でも、いつか絶対におまえに真実を言う。俺の中で、まだ覚かく悟ごは決まってない。けど、必ずおまえに打ち明ける。俺はおまえを裏切らない。おまえの夢が、俺の夢なんだ。だから──」




　これからも、俺のことを信じてくれないか？




　不安と緊張。

　北ほく斗との言葉にはその二つが含まれていた。

　けれど、それは愛あい梨りが一番欲しかった言葉。

　きっと今すべてを知ることはできない。

　それでも、彼は信じて欲しいと言った。

　自分の夢を叶かなえる手伝いをするって、誓ってくれたんだ。

「──当たり前じゃないですか」

　だから。

　愛梨は精一杯の笑顔をつくって、頷うなずいた。




「だって、私は先輩の偽恋人ですから」




　そう、選挙が終おわるまでは偽物でも構わない。

　だから、今は演じよう。













　劇場型恋愛。

　学園という舞台の上で葛くず原はら北ほく斗との恋人を演じながら、踊り続けよう。

　──いつか。

　北斗がいつか千ち夏なつとの関係を話すと言ってくれたように、自分もいつか彼にこの気持ちを伝えることができるようになるまで。

　そして、そのときが来たら──。

「───」




　──先輩の本物の恋人になりたい。




　まるで祈るように、愛あい梨りはただそう願った。

　その感情は、初々しくも儚はかない恋心。

　凛りん多だ愛梨の心の中で芽吹いた、もう一つの夢の形だった。









　第八話　　ジョバイロ






「やっほー！　待ってたよ、妹ちゃん！」

　体育祭が終おわった瀬せ海かい学園。

　体育祭実行委員による後片付けも終わり、生徒たちがそれぞれ気の合う友だちと祝勝会や打ち上げに出かけてしまった──午後八時。

　祭りの騒さわぎも冷めやらぬ時間に、葛原冬とう華かはたった一人で生徒会室を訪れていた。

　正面にいるのは、生徒会長の席に座った制服姿の凛多千夏。体育祭の疲労が溜たまっているはずなのに、生徒会長はいつもの完かん璧ぺきなスマイルで来訪者を出迎えた。

「時間通りに来てくれて嬉うれしいな～。今なら生徒のみんなも帰っちゃってるし、ゆっくりお話しできるしさ」

「……そうですね」

　相変わらずの明るい千夏に対して、冬華の表情はどこか沈んでいた。まるで何かに追い詰められているような、迷っているような、そんな雰囲気。

「じゃあ、話してもらおっか」

　ゆっくりと席を立って、千ち夏なつは冬とう華かへと歩み寄ってから。

「まずは北ほく斗ととあっちゃんに関する調査報告が聞きたいな、可愛いスパイさん♪」
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「会長。私はあなたのスパイになったつもりはありません」

　静かに、しかし強く、冬華は千夏に言い切った。

「わわっ、そんなに怒らないでよ～。妹ちゃんはただ自分のお兄ちゃんの恋愛関係が気になっただけ。だから、あたしの計画に乗ってきたんでしょ？」

「くっ……」

　そう、この一ヵ月間、冬華は千夏の指示通りに行動を起こしていた。

　きっかけは、一ヵ月前。ちょうど千夏が愛あい梨りの家に乗り込んだときだ。あの日の放課後──下校する前に、冬華はこの生徒会室へと呼び出されたのだ。




　──るっちゃんと下校してたら偶ぐう然ぜん問題児くんの妹ちゃんと会ってさ。




　あの日、千夏は何気ない顔で嘘うそをついた。

　北斗や愛梨は気付かなかったみたいだが、あの日彼らは放課後に教師に呼び出されたせいでいつもより下校時間が大幅に遅れていた。なのに、冬華と千夏とルナは彼らよりもさらに遅い時間にマンションへと帰宅した。

　なぜか？

　答えは簡単だ。

　それは千夏が、この生徒会室で冬華にある計画を持ちかけていたから。

「一ヵ月前に、あたしはこの生徒会室で言ったよね？　『あっちゃんと北斗が付き合っているとは思えない。だから、こっそり二人の様子を監視してくれないかな？』ってさ」

「できれば二人が付き合っていないという証しよう拠こを掴つかんで欲しい、ともあなたは言いました」

「あはは、そうだったかな？　でも、いいじゃない。妹ちゃんはあたしの計画に協力してくれたんだからさ！」

「私は……兄さんと愛梨が本当に付き合っているとあなたに証明したかっただけです。好すきで二人の様子を見てたわけじゃありません」

「え～、ホントにそうかな～」

「……どういう意味ですか？」

「わわっ、だからそんなに怒らないでよ妹ちゃん！　妹ちゃんだってこの一ヵ月間がんばってくれたんでしょ？　北斗やあっちゃんと一緒に登校したり、二人のトレーニングに差し入れを持っていくフリをして様子を窺ったり、お弁当を作る手伝いをしてあっちゃんがボロを出すのを待ったり……さすがのあっちゃんも、妹ちゃんがスパイだなんて思わなかっただろうねっ」

「だから、スパイと呼ぶのはやめてください」

　けど、冬とう華かだってわかっている。

　自分がしたことは愛あい梨りや北ほく斗とに対する裏切りに近い。スパイと言われても仕方がない。結果的に、自分はずっと北斗と愛梨が本当に付き合っているのか探っていたのだ。罪悪感にも似た感情に、ずっと胸を締めつけられながら。

「まぁ、妹ちゃんがスパイだってバレなくてよかったよ。そのために、あたしも色々がんばったし」

「………っ。会長。あなたはおかしいです」

「ほえ？　どうして？」

「だって、今年の体育祭における一連の騒動はほとんどがあなたの計算だったんでしょう？　わざわざ愛梨を紅あか組ぐみの総大将にしたのも、全校生徒の前で兄さんに告白したのも、愛梨に揺さぶりをかけるようなマネをしたのも……すべては、愛梨の意識を体育祭に集中させるためだったんですよね？」

「もちろん！　あっちゃんの意識が体育祭に集中すればするほど、妹ちゃんがスパイをしてるなんて考えなくなるもん。あっちゃんは頭が良くて慎重な女の子だから、普通にしてたら隙すきを見せない。でも、体育祭に意識を集中させれば妹ちゃんの前で隙を見せる機会も増えてくる。ね？　とってもいい作戦でしょ？」

「どこがですか」

　つまり千ち夏なつは、最初から体育祭の勝敗も、第二次投票の結果にも……まったく興味がなかった。すべては冬華に北斗と愛梨の関係を探らせるための仕掛けだったのだ。

「あなたは自分の計画のために、七千人もの生徒たちを利用した。まるでチェスの駒こまみたいに好すき勝手に動かしたんです」

「うーん、結果的にはそういうことになっちゃうかな？　でもでも、この計画を思いついたのはるっちゃんなんだ！　あたしが『北斗とあっちゃんの関係を探るにはどうしたらいいかな？』って相談したら、るっちゃんがプランを考えてくれたの。さすがは副会長！　こんな周到な計画を考えるなんて、味方ながらに怖くなるよねっ！」

「………っ」

　よく言うわ、と冬華は心の中で呟つぶやく。確かに、北斗と愛梨の関係を調べるためだけに七千人を騙だますという白しら玉たまルナの策さく略りやくは恐ろしい。

　けど、本当に怖いのは──そのプランを躊躇ためらいなく実行した凛りん多だ千夏。

　たとえるなら、殺人事件。頭の中で誰かを殺すプランを空想するだけなら、何の罪にもならない。どんなに周到な殺人計画を立てようと、実行に移す決断力がなければ恐ろしくなんかない。

　本当に怖いのは、計画を実行できる殺人犯。

　自らの手で人を殺せる意志を持った、人間だ。

「けど、残念でしたね。さきほど出た投票結果では、あなたは愛あい梨りに敗けました。ゲームはあなたの敗けです。あなたは兄さんの恋人になれませんでした」

「だいじょーぶっ！　第二次投票で敗けても、最終的に勝てば問題ないしさ！　最終投票があるのは文化祭の直後。去年あたしが得票数を爆発的に増やしたのはそこだしねっ」

「確かに、文化祭は『学園の歌姫』なんて呼ばれているあなたには有利でしょうが……」

「そうそう。だから、何も心配しなくていいよ？　それに、ゲームの件も大丈夫！　元々あれもあっちゃんに揺さぶりをかけるための一手だったんだ。冷静に考えてみてよ、妹ちゃん。あたしがゲームで無理やり北ほく斗とを手に入れて、満足すると思う？　そんなことをして、本当に北斗の心を手に入れられると思う？」

「………」

「たとえゲームに勝って、北斗とあっちゃんが二度と会えないってことになっても、たぶんあの二人は命令を無視してたと思うんだ。誰かに強制されれば、反発したくなる。そして、反発することで二人の間に絆きずなが生まれる。その絆はとっても厄やつ介かい。だから、むしろゲームに負けることができてよかったよ～。それに──あたしが北斗の心を手に入れることはもう決まってる。北斗は、絶対にあたしの恋人になってくれるもん♪」

「……随ずい分ぶん、自信がありますね」

「ううん。これは自信じゃなくて確信って言うんだよ。あたしは誰よりも北斗のことを知ってる。だから、北斗とあっちゃんが付き合ってるなんてどうしても信じられなかったんだ。なぜなら、北斗があたし以外の女の子に心を開けるはずがないもん。それを証明するために、妹ちゃんが掴つかんだ証しよう拠こを教えて欲しいな？」

　心の底まで見通すような眼まな差ざしで、千ち夏なつは冬とう華かのことを見つめてきた。

「ここに来たってことは、ちゃんと証拠を掴んだんだよね？」

「そ、それは……」

「ふふっ。北斗もあっちゃんもひどいよねぇ。妹ちゃんは北斗の妹。そして、あっちゃんのお友だち。なのに、二人は妹ちゃんのことをずっと騙だましてたんだよ？　それどころか、北斗は妹ちゃんに全然興味がないみたいだし。だって北斗は、妹ちゃんが生徒会総選挙で書記に立候補してることもまだ知らないんでしょ？」

「くっ……！」

　そう、千夏の言葉はすべて真実。




　──先輩の恋人として、選挙もがんばりますよ。だから、冬とう華かさんもがんばってくださいね。




　一ヵ月前の冬華の誕生会で愛あい梨りが言った言葉。

　それは、同じく生徒会総選挙に出馬している冬華への声援だった。

　出馬したきっかけは、クラスの友だちに勧められたこと。学園で優等生を演じている冬華は、友だちのアドバイスを断れなかった。せっかくだし出てみようかな……なんて、軽い気持ちで出馬することを決めたのだ。それでも、クラスの友だちがサポートしてくれたおかげか、なんとか第一次投票を勝ち抜けた。

　なのに──北ほく斗とは、気付いていなかった。

　でも、それには理由がある。瀬せ海かい学園の生徒会総選挙には全役職合わせると百名以上の生徒が立りつ候こう補ほする。それに今回の選挙戦の主役は千ち夏なつと愛梨。だから、他の役職の選挙戦はほとんど話題に上がらなかったのだ。

　そして、北斗はこの一ヵ月ずっと愛梨の選挙活動だけに集中していた。

　でも──妹である冬華が見たことがないくらいに、真剣に。




　──あいつはこれからも選挙戦で戦わなくちゃいけないんだ。俺は、あいつにがんばって欲しい。あいつの手助けがしたい。あいつの力になりたい。ただ、それだけだ。




　最終種目のスタート直前に、北斗はそう言っていた。

　あのとき冬華は平然とした様子で会話していたけど、心の中はグチャグチャだった。

　──私だって選挙戦で戦ってるのに、兄さんは愛梨だけを見てる……。私の応援をしてやるとも、手助けしてやるとも、力になってやるとも、言ってくれなかった……。

　そう、北斗の目には、愛梨しか映っていない。

　冬華だって愛梨と同じように今日の第二次投票を突破した。きっかけはノリだったけど、いつの間にか兄に気付いて……いや、褒めて欲しくて必死になっていたのに。

「………」

　けど、それでもよかった。

　だって、愛梨は冬華にとって大事な友だち。

　そして、兄の恋人。

　今まではそう思っていたからこそ、愛梨のことを応援できた。

　幼い頃から抱き続けた北斗への気持ちを吹っ切ろうと決めたんだ。

　すべては、愛梨と北斗が恋人同士だと信じていたから。千夏の言葉だって、全然信じていなかった。逆に「兄さんと愛梨は間違いなく付き合っている」と言い切ってやるつもりで、彼女の計画に協力していたんだ。けれど……。




　──落ち着け、凛りん多だ。俺とおまえは偽恋人だ。




　今日、冬とう華かは知ってしまった。昼休みにこっそりと北斗と愛梨の後をつけて中庭に行ったときに、すべてを聞いてしまった。




　──私たちは偽恋人。本当の恋人じゃありません。お互いが好すき合っているわけじゃありません。




　信じられなかった。

　信じたくなかった。

　愛あい梨りと北ほく斗とが何を言っているのか理解したくなかった。だって、二人はずっと自分のことを騙だましていたということになる。自分は愛梨のことを友だちだと思っていたのに。彼女のために……必死に兄に対する想おもいを吹っ切ろうとしたのに……。

　すべてが、嘘うそだった。

「可哀かわいそうな、妹ちゃん」

　そして──冬華の役目は、二人が偽恋人だという証しよう拠こを掴つかむこと。

　だから、中庭での北斗と愛梨の会話は、スマホの録音アプリですべて記録してある。

　千ち夏なつが欲しがっている証拠が、冬華の手の中には確かに存在する。

「あたしにはわかるよ？　妹ちゃんは北斗が……お義に兄いちゃんのことが好きなんでしょ？　北斗やあっちゃんに対する態度を見れば、すぐにわかった。でも、ひどいよね。二人はずーっと妹ちゃんのことを騙してたんだもん。何も知らない妹ちゃんを見て、二人でクスクス笑ってたんだよ」

　──やめて。

　これ以上、現実を突きつけないで。お兄ちゃんと愛梨が冬華を騙していたなんて、信じたくない。お願いだから誰か嘘だって言って。誰か、冬華を助けて……。

　心の中で冬華は必死に叫ぶが、誰も助けてくれない。

　目の前にいるのは、凛多千夏。

　完かん璧ぺきな生徒会長は、冬華の華きや奢しやな身体からだを優しく抱きしめた。

「泣きたいよね、悔しいよね、悲しいよね、せつないよね、痛いよね、憎いよね、怒りたいよね、傷つけたいよね、それでも自分を見てもらいたいよね、抱きしめてもらいたいよね、キスしてもらいたいよね、愛してもらいたいよね、大好きなお義に兄いちゃんと自分の友だちが偽恋人だったなんて──許せないよね？」

　千ち夏なつが囁ささやく言葉は、まるで甘い毒のように冬とう華かの思考を侵していく。

　天使のように微笑ほほえみながら、悪魔のように誘惑する。

「約束するよ。妹ちゃんが証しよう拠こをあたしに渡してくれれば、北ほく斗ととあっちゃんのことを別れさせることができる」

「………っ」

「証拠を学園中に見せつければ、きっとあっちゃんの支持率は大暴落。生徒会長を目指すことなんてできなくなる。そうすれば、北斗だって妹ちゃんの選挙活動を手伝ってくれるかもしれないよ？　妹ちゃんのことを見てくれるかもしれないよ？　妹ちゃんがずっと抱いていた気持ちに、向き合ってくれるかもしれないよ？」

「と、冬華は……」

「ねぇ、妹ちゃん。妹ちゃんはまだ北斗のことが好すきなんでしょ？　きっと子供の頃からず～っとお義に兄いちゃんのことが大好きだったんでしょ？　あたしたちは似た者同士。『千夏』と『冬華』で二人とも名前に季節が入ってるしね♪　だから、わかるよ。あたしには妹ちゃんの気持ちがよーくわかる。まるで、自分のことみたいにね」

　ぎゅっと、千夏は冬華の身体からだを抱きしめてきた。

　その温かさに、心が折れそうになる。考えるのをやめたくなる。すべてを託してしまいたくなる。実際、冬華の心は北斗と愛あい梨りが偽恋人だと知った時点でかなり追い詰められていた。一体何が正しいのか、自分がどうしたらいいのか、わからなくなっていた……。




　──教えて、お兄ちゃん。




　頭の中を過よぎるのは、大好きな義あ兄にのこと。大事な友だちのこと。二人が自分に嘘うそをついていたこと。その証拠を渡せば義兄が自分の気持ちに応えてくれるかもしれないと囁いてくる生徒会長のこと。




　──冬華は、どうしたらいいの？




　だから、冬華は心の中で必死に叫んだ。

　叫び続けた。




　──助けて、お兄ちゃん。




　けれど、その叫びが北斗に届くことはなかった。

　……自分がどうすればいいのか？

　決めるのは冬とう華か自身しかいなかった……。

「さあ、妹ちゃん？」

　永い永い沈ちん黙もくの後で、

　冬華はスカートのポケットに入っていた青いスマートフォンを取り出した。

　証しよう拠こを渡してしまえば、きっと自分は学園という舞台の上に立つことになる。

　舞台の上で、踊ることになる。

　凛りん多だ千ち夏なつの操り人形として、振る舞うことになる……。

　それでも、冬華は知って欲しかった。

　自分の気持ちを。自分の想おもいを。自分の恋を。




　大好すきな義あ兄にに、気付いて欲しかった。




「───」

　だから、冬華は。

　まるで舞台の上に躍り出るように、決定的な一歩を踏み出そうとして──。













あとがき







『ライフアライヴ！』も早くも二巻目！　文章担当のあさのハジメです。

　早速ですが、ここで一巻あとがきで告知していたキャラクター人気投票の結果を大発表。みなさま投票ありがとうございます！　さあ、結果は──。

第１位　凛りん多だ愛あい梨り

第２位　凛多千ち夏なつ

第３位　葛くず原はら冬とう華か

第４位　チェルシー・スターダスト

第５位　葛原北ほく斗と

　………。

　が、がんばれスターダストさん！　あと主人公！　という結果になりました。

　というか、予想以上に血夏……いえ、千夏さんの人気が高くてビックリです。

　一巻の登場ページ数は断トツで少ないのに……やはり最後のアレのインパクトが強かったのでしょうか？　そんな千夏さんもこの二巻では大活躍。まだお買い上げでない方はぜひともレジに持っていってブラッディーサマーさんの勇姿を見てあげてください！

　もちろん、人気投票は今後も続行します。

　投票に参加なさる方は、アンケートページにアクセスしてください。


　　アンケートページＵＲＬ　→　http://mfe.jp/gyz/



　また、一巻のアンケートでは温かい感想をたくさん送っていただき、ありがとうございました！　読者の皆様の声はストーリーにも反映していくつもりですので、今後ともご意見をお待ちしています！

　では、ここで次回の予告を。次は文化祭編になりそうです。果たして、彼女はどちらの味方になるのか？　そのあたりが物語の焦点になるのではないかと。

　ではでは、そろそろ謝辞の方を。

　担当編集の武たけ石いし様。またまたハードスケジュールの中ウルトラキュートなイラストを描いてくださった、ゆーげん先生。コミカライズを担当してくださっているねこめたる先生、しっぽ先生。この本を出すために尽力してくださったすべての方々。本作を手に取ってくださったり、感想を送ってくださった読者の皆様。

　本当に、ありがとうございました！

　少しでも皆様の期待に応えられるよう、これからも文章を書き続けます。

　それではまた三巻でお会いできることを祈りつつ、今後とも『ライフアライヴ！』をよろしくお願いします！


二〇一四年十月　　あさのハジメ











　著者

　あさのハジメ（あさの・はじめ）

　　第５回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて最優秀賞を受賞。東京都在住。

　　色々あって某所でカンヅメになっていた結果、一ヵ月に三回しか知り合いと会えなかったという非常にアレな自己記録を樹立。「うわっ、人間ってしばらく人と会話してないと声の出し方とか忘れるんだ！」という現実を思い知った今日この頃。




　イラスト

　ゆーげん

　　本作に度々出てくる音楽、ＲＯＣＫ。もともとは革命、反抗など、エネルギーに満ちた音楽で、熱い気持ちが込められています。そんな私もＲＯＣＫ好きで、ＴＲＡＶＩＳやＣＯＬＤＰＬＡＹの名曲を聴きながらあなたに熱い（？）イラストをお届けしたいと思っています。
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